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本郷遺跡と川原遺跡は、県道円座香南線建設に伴い発掘調査が実施された、香川県高松市中間町 。西
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に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第2冊 本郷遺跡 。川原遺跡」として刊行することとなりました。
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最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理、報告書の刊行に至るまでの間、高松土木事務所及

び関係諸機関、地元関係者各位に多大なご協力とご指導をいただきましたことに、深く感謝の意を表し

ますとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成 20年 11月

香川県埋蔵文化財センター

所長 大山具充
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本報告書は、県道円座香南線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告の第 2冊で、高松市中間町・西山

崎町に所在する本郷遺跡 (ほんごういせき)と 、同市中間町に所在する川原遺跡 (かわらいせき)

の報告を収録した。

発掘調査は、香川県土木部道路課の依頼を受けた香川県教育委員会が調査主体となり、平成 14。

15年度は財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して調査を実施 し、平成 16～ 18年度は

香川県埋蔵文化財センターが調査担当者として調査を実施した。

調査に当っては、下記の関係諸機関や方々の協力を得た。記して謝意を表したい。 (順不同、敬称略)

香川県土木部道路課、香川県高松土木事務所、地元自治会、地元水利組合、高松市教育委員会、中

間地区高規格道路対策協議会、円座地区高規格道路対策協議会、金田章裕、田中健二、黒川康嘉、

久米修、大久保徹也、樋上昇、木本雅広、木下良、星野卓二、朝田佳昌

本報告書の作成は、香川県埋蔵文化財センターが実施した。本報告書の執筆分担は、第 1・ 2章、

第 3章第 2・ 3節、第 4章第 1節、第 5章第 1節。第 2節の一部。第 3節を森下 (英 )、 第 4章第 2節、

第 5章第 2節の一部を蔵本、第 3章第 1節を藤好が担当し、全体編集は森下 (英)が担当した。

5.本報告書で用いる北は、日本測地系第 4系座標の北であり、標高は T.P.を 基準としている。
また、遺構の略号は以下のとおりである。

SH:竪 穴住居跡 SB:掘 立柱建物跡 SD:溝 状遺構 SK:土 坑 SP:ピ ット
SR:自 然河川跡 SX:性 格不明遺構 SA:柵 列跡

遺構断面図及び土器観察表中の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1998年度版』による。

本文中に、国土交通省作成の国土画像情報 (カ ラー空中写真 )、 国土地理院発行「数値地図 (地図画像 )

25000岡 山及び丸亀・徳島」、「国土基本図」の一部を使用した。
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写真図版 曰次
図版 1 本郷遺跡 12区 石器包含層 (北 より)

調査区より瀬戸内海を望む (南東より) 12区 サヌカイト製大型剥片 出土状況 (西 より)
北地区遠景 (南東より) 図版 10 本郷遺跡
北地区調査区状況 (上空より) 14区 調査区全景 (東より)
北地区調査状況 (南 より) 14区 SD008 完掘状況 (北西より)

図版 2 本郷遺跡 14区 SD008 検出状況 (南東より)
北地区から高松平野南東部を望む (北西より) 図版 11 本郷遺跡

図版 3 本郷遺跡 B東 2区 遺構検出状況 (南 より)
SH001お よび SH002完 掘全景 (北より) B東 4・ 5区 (北西より)
SH001 土錘出土状況 (南東より) B東 4・ 5区 (南 より)
SH001 土錘出土状況 (北西より) B東 5区 SD006 土層断面 (南より)
SH001 中央土坑断面 (東より) B西 4区 遺構検出状況 (南 より)

図版 4 本郷遺跡 B西 3区 SD001 完掘状況 (東より)
SH001 上層土器群 (ほぼ床面直上) 図版 12 本郷遺跡
検出状況 (北西より) 10区 全景 (北より)

SH001 Dプロック壁溝土層断面 (北東より) 10区 SX103 下層 (北 より)
SH001 SP017 断面 (東 より) 10区 SX103 下層 (西 より)
SH001 SP017 断面 (南東より) 10区 SX103 下層 石器出土状況 (西 より)
SH001 SP018 断面 (北東より) 10区 SX103 尖頭器出土状況 1215)(北 より)

図版 5 本郷遺跡 9区 SX103 石器出土状況 (西 より)
11区 SB001 完掘状況 (西 より) 図版 13 本郷遺跡
11区 SP009 断面 (東より) 7区 SK106(西 より)
11区 SP001 断面 (東より) 7区 SK106 縄文土器出土状況 (北 より)
11区 SP013 断面 (西 より) 6・ 7区 全景 (東より)
11区 SH002 完掘 (西 より) 8区 縄文時代遺構群 (南 より)
11区 SD007 検出状況 (南 より) 8区 SD101(南 より)

図版 6 本郷遺跡 図版 14 本郷遺跡
14区 SB006(西 より) 8区 SK101 土層断面 (西 より)
13区 SB002(南 西より) 8区 SK101 柱穴検出状況 (西より)
13区 SB003(南 東より) 8区 SK101 口「き石出土状況 (西より)
14区 SB006(北東より) 8区 SP107 サヌカイトテl片出±1大況 (南 より)
13区 SB004(南 東より) 8区 SP107 断面 (西 より)
14区 SP068 断面 (南西より) 8区 SP103 断面 (南 より)
14区 SP069 断面 (東より) 8区  SP104 断面

図版 7 本郷遺跡                                   (西
より)

8区 SP106 断面
11区 SD001 断面                               (西

より)

(東 より) 図版 15 本郷遺跡
11区 SD001 断面 (南東より) 8区 SD101 サヌカイト製石庖丁石器出土状況
ll tt SD001 断面 (西 より) (西 より)

11区 SD001 断面 (東 より) 8区 SD101 断面
図版 8 本郷遺跡                                  :(西

より)

8区 SR101(北 より)
11区 SD001 遺物出土状況 (南東より) 8区 SR101 灰白色粗砂層 弥生土器出土状況
11区 SD001 A南 肩 土器群 (東 より) (北より)

11区 SD001・ SD004と の合流部 (北西より) 8区 SR101 灰白色粗砂層 弥生土器出土状況
11区  SD001 杭検出1大況 (西 より) (北より)

11区 SD001 杭検出状況 161(左 )(南東より) 図版 16 本郷遺跡
11区 SD001 杭検出状況 124(左 )145(右 ) 8区 全景 (北 より)
(南西より) 9区 全景 (南 より)

11区 SD001 木製品出土状況 (北東より) 8区 SR101 完掘
11区  SD001 石庖可                                       (1ヒ

より)
~出
土状況 (東より) 図版 17 本郷遺跡

11区 SD001 砥石出土状況 (北西より) 9区  SD105(北 より)
図版 9 本郷遺跡 9区 SD105(東 より)

12区  SD005(北 より) 9区 SX106 断面
12区 SD005 断面                               |(東

より)

(南 より) 9区 SD105 断面‐(東 より)
12区  SD002・ 003(北西より) 図版 18 本郷遺跡
12区 SD004 断面 (南東より) 1区  全景 (北より)
12区 SD004 土器出土状況 (北東より) 3区 全景 (北より)
14②区 石器包含層 (南東より) 1区 全景 (南 より)



3区  SD206(南 より)
2区 全景 (南 より)
7区 SX101 遺物出土状況 (北 より)

図版 19 本郷遺跡
1区南 北壁断面 (南 より)
3区 南壁断面 (北 より)

図版 20 本郷遺跡
出土遺物 1～ 4・ 7・ 10・ 13・ 17・ 18・ 21・ 23・ 25

図版 21 本郷遺跡
出土遺物 27・ 32～ 34・ 37・ 43

図版 22 本郷遺跡
出土遺物 39～ 41・ 50・ 52・ 53・ 74

図版 23 本郷遺跡
lLIJJ二ヵよ生勿  61 ・63・ 64

図版 24 本郷遺跡
[‖ Jll置中勿  67・ 69-71 ・79

図版 25 本郷遺跡
出土遺物 78・ 80・ 82・ 83・ 86～ 88・ 101～ 103

区1版 26 本郷遺跡
llli[L劇置牛勿  95・ 96・ 99, 100・ 112-120・ 154

図版 27 本郷遺跡
出土遺物 121～ 124・ 127・ 137・ 139・ 166～ 169

図版 28 本郷遺跡
出土遺物 172～ 174・ 180・ 182

175+ 176+ 177+ 178

図版 29 本郷遺跡
出土遺物 184

図版 30 本郷遺跡
出土遺物 187～ 190・ 193～ 195。 197・ 199・ 201～
209・ 213・ 215。 218・ 221

図版 31 本郷遣跡
‖lJ:迅より″  219・ 220・ 222 + 223・ 227・ 230・ 241 ・

254

図版 32 本郷遺跡
出土遺物 250・ 258・ 268・ 269

図版 33 川原遺跡
4区 SD12 検出状況 (東 より)

1区1版 34 川原遺跡
4区 SD12 全景 (東 より)

図版 35 川原遺跡
4区 空中写真 (上空より、上が西)

図版 36 川原遺跡
4区 空中写真 (上空より、上が南)
4区から東方向を望む (西より)

図版 37 川原遺跡
調査地より瀬戸内海方面を望む (南 より)

調査地より六ッロ山方向を望む (東 より)

図版 38 川原遺跡
1区 全景 (北より)
1区 全景 南海道側溝 (南 より)
1区 SD12 断面 (東 より)
2・ 3区 全景 (東 より)
1区 (西 より束を望む)

1区 SD12(南 より)
2区 SD12と SD05切 り合い (南東より)

図版 39 川原遺跡
4区 選構検出状況 (東 より)
4区 調査区北壁断面 (南西より)
4区 SD05 検出状況 (北東より)
4区 SD04 断面 (北西より)

4区 SD03 断面 (北西より)
4区 SD03 断面 (南東より)
4区 SD05 断面 (南西より)

図版 40 川原遺跡
4区  SD01 断面 (北西より)
4区 SD01 断面 (北西より)
4区  SD02 断面 (北西より)
4区 SD03 断面 (南東より)
4区 SD03 断面 (南東より)
4区 SD05 断面 (南西より)
4区 SD05 断面 (北東より)
4区 SD05 断面 (市西より)

図版 41 川原遺跡
4区 北西部全景 (東 より)
4区 SD15 断面 (西より)
4区 SD05 断面 (南西より)
4区 SD05 断面 (南西より)
4区 SD05 断面 (南西より)

図版 42 川原遺跡
4区 SD12 検出状況 (東より)
4区 SD05 検出状況 (東より)
4区 SD12 調査区西壁断面 (東より)

図版 43 川原遺跡
4区 SD12 上層完掘状況 (南東より)
4区 SD12 中層下位礫集中部 (北より)
4区 SD12 中層下位礫集中部 (西より)
4区 SD12 上層完掘状況 (西より)

図版 44 川原遺跡
4区 SD12 断面 (西より)
4区 SD12 調査区東壁断面 (南西より)

図版 45 川原遺跡
4区 SD12 調査区東壁断面 (北西より)
4区 SD12 南派生溝 完掘状況 (北より)
4区 SD12 土層サンプル採集状況 (東より)

図版 46 川原遺跡
4区 SD12 中層上位須恵器杯
出土状況 124)(南西より)

4区 SD12 中層上位須恵器杯
出土状況 (24)(南西より)

4区 SD12 下層土器出土状況 (32)(北 より)
4区 SD12 中層土器出土状況 (南東より)
4区 SD12 中層土器出土状況 1251(南西より)

図版 47 川原遺跡
41X SD18
4区  SD12、

4区 SX04
41X SX05
4区 SX05

図版 48 川原遺跡

検出状況 (南 より)

SX05、 SD18 検出状況 (北束より)
断面 (南束より

断面 (南東より

断面 (南東より

4区 SX06 検出状況 (南東より)
4区 SX05 断面 (東より)
4区 SX05 断面 (北東より
4区 SX05 断面 (北束より
4区 SD03 断面 (南東より
4区 SD03 検出状況 (南東より)
4区 SD07 古銭出土状況 (南より)
4区 SD03 古銭出土状況 (南 より)

図版 49 川原遺跡
5区① 全景 (北 より)
5区① SX02 遺物出土状況 (北より)



5区① SE01 上層遺物出土状況 (西 より)          6区 ③ 塚 表土層土層断面 (北西より)
5区① SE01 断面 (南 より)                6区 ③ 塚 集石層断面 (南東より)
5区① SE01 石組検出状況 (北より)       図版 54 川原遺跡

図版 50 川原遺跡                          6区 ③ 塚 集石層除去下部盛土層検出状況 (南 より)
5区① SD14 土層断面 (北より)              6区 ③ 塚 集石層除去下部盛土層検出状況 (北より)
5区 全景 (南 より)                    6区 ③ 塚 下部盛土層除去後全景 (東より)
5区 全景 (北より)                    6区 ③ 塚 下部盛土層断面 (北より)
5区① SD09 遺物出土状況 (西より)           6区 ③ SD29・ 30 全景 (南 より)
5区② SD15 土層断面 (南東より)        図版 55 川原遺跡

図版 51 川原遺跡                          6区 ③ 塚 集石層断面 (北西より)
5区② SD15 遺物出土状況 63)(北より)          6区 ③ SD28 全景 (北西より)
5区② 石器包含層遺物出土状況61)(西 より)        6区 ③ SD28 B土層断面 (南 より)
5区② 石器包含層遺物出土状況1441(南東より)        6区 ③ 石器包含層遺物出土状況 140(東より)
5区② 石器包含層遺物出土状況 (東 より)          6区 ③ SD27 全景 (西より)
5区② 石器包含層トレンチ全景 (北より)          6区 ③ SD27 A土 層断面 (東より)
5区② 石器包含層遺物出土状況 (4動 (南 より)        6区 ③ SK19 土層断面 (南 より)
5区② 石器包含層遺物出土状況 (南 より)          6区 ③ SK19 全景 (北 より)
5区② 石器包含層土層断面 (東 より)       図版 56 川原遺跡

図版 52 川原遺跡                          6区 ③ SR01 全景 (北より)
6区① 全景 (南より)                   6区 ③ SR01 土層断面 (南 より)
6区① SD17～ 19全景 (北 より)              6区 ④ 全景 (南 より)
6区① SX03 土層断面 (北 より)             発掘体験講座

6区① SD19 B土 層断面 (南 より)        図版 57 川原遺跡
6区① SD21～ 24 全景 (北より)             出土遺物 3・ 4・ 8・ 11・ 24・ 30

図版 53 川原遺跡                     図版 58 川原遺跡
6区① SD21～ 23 土層断面 (南 より)           出土遺物 27～ 29・ 38・ 44～ 46・ 48～ 52
6区② 全景 (南 より)              図版 59 川原遺跡
6区③ 塚 調査前状況 (西 より)              出土遺物 103・ 104・ 125・ 128・ 138・ 140・ 144・

6区③ 塚 表土層除去後全景 (西 より)                145・ 153

6区① SD22・ 24 A土層断面 (南 より)      図版 60 川原遺跡
6区② SD21・ 23 E土層断面 (南 より)           出土遺物 155・ 157・ 234・ 238



第 1章 調査に至る経緯と経過

第1節 調査経緯

県道円座香南線は、「地域高規格道路」として建設が行われている道路である。地域高規格道路は、「高

規格幹線道路網 (いわゆる高速道路 )」 と一体となって高速交通体系を形成し、片側 2車線以上、概ね

速度 60km/h以上のサービスを提供する道路で、香川県内においては、高松市内に計画されたいわゆる

「高松環状道路」が平成 11年 12月 に「調査区間」として指定され、そのうち「中間工区 (延長 3km)」

が事業化されている。県高松土木事務所は、この工区を中間地区、円座地区、川岡地区の 3地区に分け

て整備を進めている (第 2図 )。

当該工区における道路用地内の埋蔵文化財の保護については、高松土木事務所と県教委文化行政課

(現、「生涯学習・文化財課」、以下同じ)と の間で協議が進められた。川岡地区については、平成 13年

度に予備調査・本調査が実施され、中間地区と円座地区については、平成 14年度の予備調査を経て、

平成 14年度下半期から平成 18年度まで本調査が実施された。なお、平成 13～ 15年度の調査は県教委

が調査主体となり、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当として実施し、平成 16～ 18年

度は、県教委が調査主体となり、香川県埋蔵文化財センターが調査担当として実施した。

川岡地区に所在する川岡遺跡の発掘調査成果については、平成 16年 に『県道円座香南線建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告第 1冊川岡遺跡』として刊行している。今回刊行する報告は中間地区、円座地

区における発掘調査成果であり、当該報告をもって、中間工区の報告を完了する。

/´く

も "響毅ft出市

｀
'  東かがわ市

0          20km

(1/800,000)

第 1図 遺跡位置図
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第 2図 調査地位置図 (1/20,000)



第 2節 調査・整理作業の経過

県教委文化行政課による分布 。試掘調査を経て、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターは、当該道

路建設事業予定地 80,000ぶを対象として、平成 14年 11月 8日 ～ 12月 3日 に予備調査を実施した。そ

の結果、中間。円座地区で合計 19,474だの本調査を実施することとなった。遺跡名は中間地区北側を「川

原 (かわら)遺跡」、中間地区南側及び円座地区を「本郷遺跡」と命名した。この予備調査の詳細を第
3章第 1節、第4章第 1節に掲載している。

平成 14年度の予備調査後、用地内の官民境界部分の先行着工が予定されていたことから、両遺跡で

部分的な本調査に着手した。

平成 15年度は本郷遺跡の南地区、平成 16年度は本郷遺跡南地区の北半残地、平成 17年度は本郷遺

跡南地区北半残地及び本郷遺跡北地区、川原遺跡、平成 18年度は川原遺跡残地の本調査を実施した。

以上の調査経過を第 1表にまとめた。

整理作業は、平成 19年度に延べ 13ケ 月を要して本報告書を作成した。なお、平成 14年度から平成

19年度までの調査・整理体制を第2表にまとめた。

訓今年度 県道円座香南線中
間・円座地区合計

調査期間 予備調査
本郷遺跡

川原遺跡
南地区 北地区

平成 14年度 3.498rド 平 1411～平 153 1.468rド 2030ぷ (官民境界 )
平成 15年度 3.000rr 平 1512～二|五 163 3,000rr

平成 16年 度 1.400rr 平 172～平 173 1,4001ボ

平成 17年度 6.557nド
平 174～平 179
平 17.12～平 183 859「ド 2,998nド 2.700rr

平成 18年 度 5.019耐 平 184～平 189 5.019ぶ

合計 19,474耐 5,259rド 2998rパ 7,719耐

第 1表 中間工区 (中間・円座地区)調査面積一覧表

第 2表 調査体制表
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香川県教育委員会事務局文化行政課

|  ヨitt 11 1:墜   1  王盛 l塁 生墜  1 王盛 16年度  1  平成 17年度  1  平成 18年度
同生涯学習・文化財課

平成 19年 度
総括 課 長 Jヒ

"訳

矛田不リ課長 Jヒ原和不リ課 長 Jヒ原和利 課 長 吉田光成 課 長 三谷雄治 課  長 鈴木健司
課長補佐 渡邊勇人 課長補佐 森岡修 課長補佐 森岡修 課長補佐 中村禎仲 課長補佐 I中本す援tイ中課長補佐 武井壽紀

総務・

振興
勿ト プ

扇」Jll眸 香川浩章 主任 香川浩章
主任

香川浩章
堀本由紀

副主幹 河内一裕 冨JJll眸 河内一裕
谷 主昌

副主幹 古田 泉

主査
須崎陽子
亀田幸一

主査 須崎陽子 主任 堀本山紀 主任 林 照代

二ilイ壬三L・li 八木秀憲 主任主事 八木秀憲 主任主事 八木秀憲 主任 林照代
脇悠介

文化財
グリトプ
副EL幹 大山真充 副主幹 大山真充 課長補佐 大山真充 課長補佐 藤好史郎 課長補佐 藤好史郎

課長補佐 藤好史郎主任 片桐孝浩 主任 片桐孝浩 主任 山下平重 主任 山下平重 主任 山下平重
文化財専門
員 古野徳久

佐藤竜15

文化財専門
貝 佐藤竜馬

主任技師 松本和彦 文化財専門
員 信里芳紀 文化財専門員 信里芳紀 文化財専門員 森 格

也
信里芳紀主任技師 松本和彦

| 団法人香川県埋蔵文

平成 14年 度

財調査センター

平成 15年度

香川県埋蔵文化財センター

1  壬盛 lo生墜  |  ョi盛 17年 度  1  平成 18年 度  1平成 19年度 (整理)

総1舌

ワ「長 小原克己 所 長 中村 仁

総括

所長 中村 仁 所 長 渡部明夫 所長 渡部明夫 所長 渡部明夫

次長 渡部明夫 次長 渡部明夫 次長 渡部明夫 次長兼総務課長 榊原正人 次長 榊原正人 次長兼調査課長
兼資料普及課長 廣

瀬常雄

紡
係

扇1:主 1牟 野保昌弘、冨JJll眸 野保昌弘、

続
係

総務課長 野保昌弘 副主幹兼係長 彬Ⅷ奇日|1轟恵総務課長 野口孝一 総務課長 野口孝一
係 長 多田lJt弘 主任 多田敏弘 係 長 杉W奇日趾訴恵

主査
班訓勧おり
田中千湿l

主任
司
品
和
千
田
中
嶋
田 主任

富日知好
山島田禾日司
古市和子

主査 山本和代 主査 ぢコカ奇力おり
主査

ぶヨ1畿力おり
田中千晶

主事 高木康晴 主任主事 田中千晶

調査

係

ゴi任 文化
Iけ専門貝

藤好史郎
主任文化
財専門貝

藤好史郎

調査

係

主任 文化
財専門員

藤好史郎
調査課長兼資
料普及課長 廣瀬常雄

調査課長兼資
料普及課長 廣瀬常雄

主任文化財
専門貝

西村尋文

文化財専門
貝 森下友子 文化財専

門貝
Jヒ山健■郎
柏 徹哉

文化財専門員 森下英治
文化財専門貝 森下英治

佐 木々和裕文化
財専門員 蔵本晋司
長井博志 文化財専門員

治
司
英
晋
下
本
森
蔵主任技師 小林明弘 技師 新谷政徳



第 2章 遺跡の立地と環境

第1節 自然環境

地勢

今回報告する中間 。円座地区は、県中央部高松平野の西南に位置する、堂山丘陵を西に望む標高 30

m前後の水田地帯で、現海岸線から南に約 7kmの位置にある。調査地周辺は、高松自動車道高松西イ

ンターチェンジや国道 32号バイパス等の道路整備により、一部で都市化が進むものの、依然として広

い範囲に条里型地割を留めた田園景観が広がる。

地形 0水 利

堂山山塊 (最高所 302m)は、標高 100mよ り上の等高線間隔が狭く、山頂にかけては急な斜面が取

り巻いている。この自然地形を利用して、中世には堂山城跡が築かれる。一方で、それより低い土地の

傾斜は緩やかで、調査地付近では高さ 1～ 3mの崖面を経て水田面に至る。このような地形は、所々に

小さい谷をとり込みながら、堂山山塊東斜面のほぼ全体に広がつており、それぞれの谷では山塊の谷水

が灌漑用の補助水源として有効に利用されている。したがつて、ひとたび洪水が生じると、谷間は山塊

から流下する軟弱な花商岩バイラン土で覆われ、低地の水田面にまで洪水堆積が及ぶ。平成 16年秋に

発生した洪水災害では、この地域にも甚大な被害が出ている。

この地区の基幹河川である古川は、延長 11,781m(県管理区間距離)の 2級河川で、本津川の支流

に当る。高松市香南町の現高松空港付近の丘陵地を水源として、中流域では小田池堰堤の前面を通過し

て北流し、御厩町付近で本津川に合流する。現在の古川は、河床面が周辺水田面と比較してかなり低く、

さらに河川両岸に高低差 1～ 2mの段丘崖を伴う箇所が多い。中間東井坪遺跡 (信里編 2004)、 正箱遺

跡 (廣瀬編 1994、 信里編 2004)で は、奈良時代～平安時代の集落跡や溝状遺構が埋没した後、段丘崖によつ

て地盤が削られ、遺構が流失した可能性が高いことがわかった。一方で、この地域の中世の村落遺跡では、

明らかに段丘崖によつて遺構が損壊 したという事例は今のところ見られない。これらのことから、段丘

崖は古代末から中世初期に自然環境の変化に伴って形成された可能性が高いと推定できる。地理学では

このような自然環境の変化を、「完新世段丘Ⅱ面の形成」 (高橋 1995)と し、西日本の特に瀬戸内沿岸

一帯で生じたものと定義している。

堂山山塊南端には、高松平野西部で最大の規模をもつ奈良須 (な らす)池がある。また、その南には

同様の規模の小田池がある。両ため池の堰堤は、堂山南端から派生する小丘陵を利用して作られている

ため、周辺水田面よりかなり高い。このため、貯水量は多く、灌漑面積はいずれも350～ 450haと 広い。

古川には、このようなため池から水田に導水される用水や、堂山山塊の谷水を利用した用水が複雑に配

水された後の余排水が流入し、下流域における用水源に利用される。

現在の水路網は、ため池整備が本格的に行われたと推定される近世以後に編成されたもので、それ以

前の状況は不明である。また、中世初期以前、つまり完新世段丘Ⅱ面形成前については、周辺河川の地

理景観が現在の古川周辺の状態とは、大きく変わつていた可能性も想定する必要がある。しかしながら、

堂山山塊の谷水を使用しつつ、河水を用いて低地の水田を灌漑する混合的な方法は、弥生時代以後継続

して行われてきたことは間違いない。現況の水路網と発掘データを照合することにより、径路の復元的

考察が可能となるであろう。
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地質

香川県の基盤層は、花間岩を基盤として、その上部を約 1,500万年前の瀬戸内火山活動によって生成

した火山岩類が覆う。円錐形あるいは上部が平坦な台地状の独立丘陵が多いのは、その頂部付近に硬い

火山岩が残存することで、後世の削平を免れたことによる。調査地に隣接する堂山山塊には、最頂部の

堂山にこそ火山岩の分布はないが、北側に隣接する六ツロ山には、石英や大型の斜長石の斑晶を多く含

む安山岩が分布する。また、調査地の北方約 3kmにある台地状を呈する五色台山塊には、石器素材の

サヌカイトを含む分厚い安山岩層が認められる。五色台山塊には、サヌカイトの産地が数箇所あるが、

自峰サヌカイト (藁科 。東村 1988)は 、それら安山岩の最上部層に位置する。また、山塊の中でも今

回の調査地に近い赤子谷等のように、比較的低い標高 (200m弱 )の地点でサヌカイト原石が産出する

場所もある。

また、六ツロ山の北に隣接する伽藍山と、調査地の北方約 1.5kmの 津内山には閃緑岩が分布 し、堂

山には黒雲母花商岩が分布する。これらの風化土壌は、調査地周辺の谷川から低地に流入しており、雲

母や角閃石が遺跡周辺の堆積層中には多く含まれる。これらの土壌を胎土とした土器があれば、当然そ

のような鉱物が月台土中に含まれていると考えられる。

古川や本流の本津川の河床礫には、和泉砂岩礫が見られる。それ以外にも、硬い半深成岩礫が多数含

まれる。これらの半深成岩は、基盤の花同岩脈に地下マグマからの貫入によって形成された岩石で、県

内各所にその露頭を認めることができる。

第 2節 歴史環境

1日石器時代

旧石器時代の遺跡は、サヌカイト原産地遺跡の国分台遺跡 (竹岡 1984、 香川県 1988)を始めとして、

香川県内では多数知られているが、丘陵性の遺跡に比べて、平野部で見つかる遺跡はそれほど多くない。

しかし、今回報告する本津川・古川水系は、県内では比較的多くの遺跡が存在することが知られている。

なかでも、高松自動車道高松西インター付近に所在した中間西井坪遺跡 (森下英編 2001)は、AT火
山灰層上位でナイフ形石器や角錐状石器を含む2万点程度の石器が出土している。それらは、多数の石

器ブロックを伴う良好な一括資料である。また、隣接する中間東井坪遺跡 (信里 1997)では、瀬戸内

技法を明確に留めた石器群が出土している。同様に瀬戸内技法による剥片剥離技術を示す石器群は、本

津川下流の香西南西打遺跡 (小川 2000)で も出土しており、従来から資料不足が指摘されていたこの

時期の一括資料は、着実に増加している。なお、今回報告する本郷遺跡南地区の旧石器資料も、接合資

料を含むことから、原位置を留めた石器ブロックと考えてよい。

さらに、今回の川原遺跡で出土したナイフ形石器のように、二次的な移動を被った旧石器が単体で出

土する事例も正箱遺跡 (廣瀬 1994・ 信里 2004)や、八幡遺跡 (信里 2004)で知られていることから、

この本津川・古川流域が密度の高い旧石器遺跡の分布域であった可能性を示唆している。この遺跡分布

がさらに南に延びるようであれば、丹羽佑一氏が推測 (丹羽・藤井 1988)す るように、徳島県吉野川

流域の旧石器遺跡の分布地域 (氏家 2002)に繋がる集団の遊動・移動経路としての解釈が可能となる

かも知れない。
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第 3図 周辺遺跡位置図 (1/25,000)
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番号 種別 遺跡名 臨キイt 調査 調査主体 内容 文献

1 ιL産跡 |1原遺跡 古代・中世 lZ成 14～ 18年度発掘調査 香川県教育委員会 当該報告遺跡

集落跡 へ郷遺跡 性
献
酬
胡

lZ成 14～ 17年度発掘調査 香川県教育委員会 当該報告遺跡

古墳 うたい塚古墳 古墳

4 包含地 加藍山遺跡 弥生 表面採集 一岬
庖
イ
石
カ
製

ヌ
布

Ｔ

ナ

枚
酎 |1県 1987

5 古墳 加藍山東籠古墳 古墳

6 古墳 lJ王神社古墳 古墳

7 包含地 コ分寺六ツロ遺跡 縄文～中世 平成元年度発掘調査 香川県教育委員会 山
~下‐
編 1999

包含地 卸厩池遺跡 弥生 。中世 lZ成 8年度工事立会 葛松市教育委員会 へ樋跡出土

9 古墳 卸厩池古墳 古墳

古墳 卸厩天神社古墳 古墳 則量調査 葛松市教育委員会 汀方後円墳、埴輪

古墳 三つ塚古墳 古墳

古墳 卸「II大塚 古墳 百室開口 た型横穴式石室墳

集落跡他 1コ問西井坪遺跡
旧石器・弥生
・古墳 。中世 平

成 2～ 3年度発掘調査 香川県教育委員会

日

敗

「

無

６
、森獅本‐９９９、帥

た

哉

下

古墳 中間西井坪 2号墳 古墳 平成 2～ 3年度発掘調査 香川県教育委員会 直輪 た久保 1996

古墳 中間西井坪 1号墳 古墳 平成 2～ 3年度発掘調査 香川県教育委員会 ]墳 茸石 埴輪 尺久保 1996

古墳 中間西井坪 3号墳 古墳 平成 2～ 3年度発掘調査 香川県教育委員会 円墳 た久保 1996

中間東井坪遺跡 ・古
世酬国

lZ成 8年度発掘調査 香川県教育委員会
日石器プロック・

条里溝・ナイフ形
百器・翼状剥片

言里 2004

古墳 k塚北古墳 古墳 南式石棺

古墳 k塚南古墳 古墳 隋式石棺

城跡 蟻山城跡 中世 平成 10年度分布調査 ξ川県教育委員会 醇川県中世鍼襴自200〔

古墳 弓塚下古墳 古墳 蹟穴式石室墳

古墳 訥」J山奇11号墳 古墳

古墳 lu~山崎 2号墳 (稚倶塚 ) 古墳

古墳 西山崎 3号墳 古墳 云箱式石柏

古墳 暫山崎 4号墳 古墳

山城跡 |ヒ岡城跡 (中 間城跡 ) 中世 諄川県中畷 200(

古墳 本尭寺北 1号墳 古墳
]]墳、竪穴式石室、
土師陶棺

古墳 本尭寺北 2号墳 古 墳 ]墳

古墳 本尭寺西古墳 古墳 隣穴式石室

古墳 本村古墳 古墳

墓 六中松本の塚 (無名塚 ) 中世

古墳 熙谷古墳 古墳

古墳 奈良須池古墳 古墳

古墳 立石神社古墳 古墳

包含地 金比維社遺跡 弥生・古墳

包含地 司本配水池北遺跡

集落跡他 ‖岡遺跡 I区 平成 13年度発掘調査 香リ県教育委員会 山ラL:素編 2004

集落跡他 ‖岡遺跡Ⅱ区 12成 13年 度発掘調査 香リ県教育委員会 山元素編 2004

集落跡他 薬王寺遺跡 古代 。中世 12成 3年度発掘調査 :'トリ県教育委員会 責瀬編 1994

集落跡他 へ幡遺跡 弥生 中世 平成 H年度発掘調査 :iトサ県教育委員会 日里編 2004

古墳 中森 2号墳 古墳

古墳 1・森 1号墳 古墳 12成 12年 度発掘調査 香川県教育委員会 葦石・須恵器

集落跡他 中森遺跡 旧石器・中世 平成 10～ 12年度発掘調査 香川県教育委員会
ク

器プロッ刻
石
イ

日

ナ 言里 2004

集落跡他 耐1箱遺跡 弥生・古代 平成元・3・ 10年 度発掘調査 香川県教育委員会
竪穴住居跡・掘立
Ji建物跡・溝跡

責瀬 1994・ 偏
■2004

集落跡他
'じ

塚遺跡 古墳・古代 12成 6・ 7年度発掘調査 香川県教育委員会
竪穴住居跡・掘」
睦建物跡・溝跡

第 3表 周辺遺跡一覧表
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縄文時代

一方、縄文時代の遺跡数は少ない。特に前半期は、県内一円で草創期から中期までの遺跡が非常に少

なく、海岸付近あるいは山間部で散発的に存在するに限られる。このうち、本津川河口近くの西打遺跡

では、河川跡等から前期の土器・石器が出土した (木下編 2000、 山下・信里編 2002)。 土器は里木 I式

で、胴部上半から口縁部にかけて細い隆起帯を巡らせる。包含層出土土器には、突帯文土器や弥生時代

前期前半期の土器が混在するため、出土した石器がすべて縄文時代前期のものか否かは、定かでないが、

尖頭器、石鏃、横型石匙、縦型石匙、円形掻器、削器、打製石斧等が含まれる。石鏃は、多くが長さ2

～ 3cmの 凹基式に分類され、基部に扶 りを入れる長さ5cm前後の大型石鏃や、小型尖頭器との区別が

困難な全長 4～ 5cmの柳葉形石鏃も含まれる。

後・晩期になると県内の遺跡数は増え、突帯文期にはさらに増加するが、正箱遺跡で後期の溝状遺構

(信里編 2004)、 国分寺六ツロ遺跡で後期のサヌカイト剥片集中部が検出されている (山下編 1999)。 鬼

無藤井遺跡では、晩期前半期の土器 。石器が河川跡より出土している (小川編 2000)。 西打遺跡 C地区

では、晩期前半期の土器溜まりが出土し、二枚貝条痕を施す深鉢やベンガラを塗布した精製浅鉢等が出

土している (山下 。信里編 2002)。 これらはすべて河川跡もしくは包含層出土資料である。今回報告す

る本郷遺跡南地区の後期の堅果類貯蔵穴跡は、周辺地域では唯一の明確な生活遺構である。

なお、土器を伴わず、石器のみが分布する遺跡がある。縄文時代の可能性があるものは、今回の本郷

遺跡南地区 SX103や川原遺跡 5区石器分布等があるが、石器から時代を特定する編年研究は必ずしも

十分ではないために、所属する時期の特定には至っていない。

弥生時代

本津川下流域の西打遺跡では、溝状遺構や土坑より前期前半期の遺物群が出土している。如意状口縁

の甕等の遠賀川系土器に伴って、突帯文期の属性を留めた壺や深鉢が出土している。遺構面の削平が著

しく、明確な居住遺構は確認できない。

前期後半期になると、鬼無藤井遺跡で環濠集落が認められる。環濠内は削平により遺構の残 りが悪い

が、断面U字形の溝状遺構に囲まれた範囲に生活遺構が広がっていたものと推定される。溝状遺構内か

ら出土した土器は、前期後半期古相の土器が中心で、突帯文系土器はほとんど含まれていない。

中期には、古川沿いに立地する正箱遺跡で、中期前半期の竪穴住居跡や土器溜まり遺構が確認されて

いる。

後期・終末期は、中間西井坪遺跡Ⅱで河川跡や掘立柱建物跡が見つかつており、八幡遺跡では溝状遺

構が検出されている。また、御厩池では後期の土器分布やこの時期の可能性がある木樋が見つかってい

るが、本格的な発掘調査はまだ行われていない。

伽藍山山頂付近には、弥生中期終末期頃の土器片やサヌカイト剥片類が分布する。

古墳時代

今回報告する本郷遺跡では、弥生時代終末期から古墳時代前期に続 く、小規模な集落跡を検出した。

ほぼ同じ時期の集落跡である近隣の中間西井坪遺跡では、掘立柱建物跡を主体とする遺構が直径 100m

以上の範囲に分布する。建物跡に近い谷跡からは、多量の土器とともに数多くの製塩土器が出土してい

る。本津川河口に近い西打遺跡は、直径 40mほ どの範囲に竪穴住居跡 2棟、掘立柱建物跡 5棟が分布

する小集落跡である。古墳時代前期前半期の竪穴住居跡より管状土錘が 5点出土しており、出土遺物や

遺構分布の面で本郷遺跡に近い。このように、本津川水系の古墳時代前期前半期の遺跡には、集落形態
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や出土遺物に若干の違いや共通性が見い出せる。

前期後半期の中間西井坪遺跡では、埴輪製作を盛んに行う集落跡が見つかっている。埴輪窯跡や工房

建物跡に加え、小規模な古墳も伴う。出土遺物には製作失敗品の埴輪や陶棺があり、遺構や出土遺物に

それまでの集落遺跡とは異なる、工房跡としての特性が見い出せる。ただ、その時期の集落跡調査事例

がなく、比較資料には乏しい。

堂山から東に延びる丘陵部には、中間西井坪 1～ 3号墳を含め、前期から後期の古墳が分布する。小

規模ながら葺石や埴輪をもつ中間西井坪 1号墳や、円筒棺をもつ本尭寺北 1号墳等、特異な古墳を含む

ものの、いずれも直径 20m以下の小規模墳である。一方、古川の本流である本津川に面する五色台山

塊東尾根筋の先端部は、全長 70mを超える今岡古墳 (森下浩 1983)が築造される。その前方部側の埋

葬主体部では中間西井坪遺跡の出土品に酷似する陶棺が出土している。古墳築造に、流域の集落が深く

かかわっていることを示す。

古代

中間西井坪遺跡や死塚遺跡では、 7世紀中頃から古代へ続く集落跡が検出されている。7世紀段階で

は建物配置が不整方向だが、 8世紀には北からやや東に振れる斉一的な建物配置を採用し、条里型地割

の坪内にまとまる傾向が読み取れる。8世紀から開始する正箱遺跡では、条里型地割坪界に相当する東

西方向の溝状遺構があり、その溝状遺構を境に南北に分かれて建物跡が分布する。建物規模はいずれも

小規模だが、建物跡相互に重複関係が多く、分布密度が他の遺跡と比較して高いことに注意しておきた

い。また、坪界の溝状遺構の底面に小礫を敷き詰めた部分もある等、灌漑水路とは異なる点が見出せる。
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第3章 本郷遺跡

第 1節  中間・円座地区予備調査及び調査地区割

予備調査は、県道三本国分寺線以南、国道 32号バイパス以北の間で実施した。中間地区北部は、北

端の24ト レンチで土坑等を確認した。南海道推定地がある市道西井坪円座線の南側の 5。 7ト レンチでは、

耕作土直下で幅約 3m、 深さ約 0.6mの東西方向の溝状遺構を検出した。北側の 28ト レンチでは、幅約

3m、 深さ約 0.2mの溝状遺構を検出した。地形的には南から北へ低 くなり、遺構の原形が残存している

可能性もある。南北の溝状遺構の底面は、絶対高で比較すると北側が 0.3m低いもののほぼ同じ深さで

あり、関連性が高いものと考える。両溝状遺構の間隔は中心間で 15m、 上端内側の間隔で 13m弱である。

この位置は、推定南海道とほぼ重複する市道が、古川以西で北側へ湾曲する箇所に相当し、香川郡条里

地割 りの余剰帯にほぼ一致する。市道北側の 18ト レンチでは、南東から北西にかけての方向をもつ溝

状遺構を検出している。なお、32ト レンチから49ト レンチの間では遺構は検出していない。

中間地区南端の 37ト レンチでは、弥生時代後期の竪穴住居跡と考えられる遺構や、南東から北西に

かけての方向をもつ上面幅約 5mの大規模な溝状遺構等を検出した。溝状遺構の直上には、明灰色粘土

層が水平に堆積 しており、その下面からは 8世紀代の須恵器等の土器がまとまって出土した。また40

トレンチから36ト レンチの間では、南北方向の条里地割りと平行した溝状遺構を検出している。64ト

レンチから61ト レンチの間では、溝状遺構、柱穴跡等を検出している。南の 61ト レンチでは、使用痕

のあるサヌカイト剥片が遺構の埋土から出土している。65ト レンチでは、旧耕作土の下位に黒褐色シ

ル ト層が厚 く堆積 している。この層は69ト レンチまで広がっており、西側の谷筋に形成された湿地で

あろう。この黒褐色シル ト層には、弥生土器の小片がごくわずかに含まれるだけである。70。 72ト レン

チでは、幅約 0.6mの溝状遺構を検出した。70ト レンチでは古墳時代前期の高杯が出土している。また

72ト レンチでは、溝状遺構内に拳大以上の円礫が集中しており、何らかの施設の可能性がある。75ト

レンチでは遺構は検出されず、浅い流路跡を確認した。遺物はほとんど含まれない。77ト レンチと78

トレンチの間の南北方向の農道及び水路は、条里地割 りの坪界に相当する。西側の 77ト レンチでは、

東端で現水路に先行する溝状遺構、78・ 79ト レンチでは、2条の平行する暗褐色系のシル トを基調とし

た埋土をもつ溝状遺構を検出した。坪界の道路遺溝の可能性が高い。78。 79ト レンチでは、流路跡を切っ

て溝状遺構を検出した。79ト レンチの南の 13ト レンチ及び 14ト レンチでは、旧耕作土の下位で黒褐

色シルト層が厚 く堆積する状況を確認した。地形的にも13ト レンチから東側は低 くなり、湿地帯等が

広がることが考える。 15ト レンチでは自然河川跡を検出した。遺物はほとんど出土していない。

平成 14年度に実施した路線東西の官民境界部の本調査は、川原遺跡A地区 (1～ 3区 )、 本郷遺跡

BoC・ D地区で実施した。本郷遺跡の地区名は、市道円座中間線以北をB地区、以南をC地区、さら

に75ト レンチ以南をD地区とし、田地の地割ごとに枝番を付け、東西の区分けをした。つまり、B束

1区はB地区の 1田地の東側調査区のことを示す。

15～ 17年 度の調査は、新たに本郷遺跡を 1～ 14区に区別した。このうち 1～ 10区が本郷遺跡南地区、

11～ 14区が本郷遺跡北地区である。以下、本郷遺跡北地区 (11～ 14区及びBoC地 区)→南地区 (1

～ 10区 )の順で報告する。なお、川原遺跡の報告は第 4章にまとめた。
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本郷遺跡 北地区

本郷遺跡 南地区(1/2000)

第 4図 調査区及び予備調査 トレンチ配置図 (1/2,000)
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レ
″
名

規模 ln)

長 X幅 ×深
遺構の検出状況等 出土遺物

226× 16× 14～ 17 普謙I聖轟津L玉『温紀黎[∫糸主薪1珊£を聴 縫″翼夕
hでは黒灰色粘土～砂混じリシルト層中カ

遺物量は非常に少なし

9 トレンチの南延仲部。湧水のため掘削中Jた。堆積状況 8ト レンチと同じ。

司じ地番だが客上のため 30cmほ ど南が高い。堆積状況は8ト レンチと同じ。

11 18× 14X05～ 12 也表下約 60cnlで シルト基盤層を検出。遺構なし。8ト レンチで須恵器が出土した層位は存在する。 須恵器片が 1点

63× 14× 11 1ト レンチの北に延伸。層位状況は 11ト レンチと同 じ。

75X15× 13 也表下約 60cmで黒灰色シルト層。遺構なし。

86X14× 08～ 12 也表下約 40cmで洪水砂層。その下位は黒灰色シルト層。遺構なし。

18× 3× 10～ 14
;ビど

`ζ

;∫』世省弊fTTI野津ノ袢(IFぎ貯Fピト
し`1襟キ層1労等髭種明号F尖儲券含露差里あ雫在i 弥生土器片が 1点

9X16X07 世構なし。

85X14X06 打部で 40ト レンチから続く南北区画溝状遺構を検出1。 溝状遺構は北部で東側にずれて、47ト レンチで延長部を検 11 な し

16X05～ 07 ホ生後期竪穴住居跡の壁泄検出。 須恵器、土師器、弥生土器片

193× 14X06～ 1 トレンチ南部で37ト レンチから続く溝状遺構を確認。 トレンチ北部でビット2、 溝状遺構検出。埋上暗褐色シルト 須恵器、土師器片

253X 16×  05 トレンチ北部でビットlo、 北西～南東方向の溝状遺構 2本。幅 05m、 深さ04m、 暗灰色粘質土。 頁恵器壺片、弥生土器片、サヌカイト岩

20× 16× 04
橘ど鶏為も各斯躍 tq条

里地割りと平行した、灰褐色シルトを埋土とするXLE区 画溝と考えられる溝状遺構を検出|
須恵器片、サヌカイ ト

118X16× 06 Bト レンチから繊く流路跡を検出。 な し

166× 16X04 Ю トレンチの市北溝状遺構の延仲部を確認。 須恵器、弥生土器片

62X14× 07～ 1 ν、38ト レンチで検出した大型の溝状遺構の延仲部確認のため設定し、溝状遺構を検出。 土師器片

186× 14X06～ 08
11、
レ
r」′ナ型懸ど潔が響楚妻置し,Jた券 |よ5、 βλ脇、ダ場賞お1薫票在皇『溝状遺構を検出 須恵器片、土師器片、flが多し

76× 14X07 打北方向の溝状遺構を2本検出。1本の幅 06m、 色は暗褐色シルト 須恵器杯蓋 弥生土器片

166X14× 05～ 1
露二ど1挽ぶごピタ 伊〆だ湖 11サ号出tれ

たと考えられる棘 から切 方向鋪 粗 構を剛 。幅 h、 深さ約 Q6m 土師器 須恵器壺片、杯蓋片

8X14X07 Ю 42・ 45ト レンチから続く南北方向の溝状遺構を検出。 な し

145X14× 07
"央

部でビット 1、 暗灰色シル ト な し

10X14X04～ 07 Ell性なし な し

"
13× 14X05 は構なし な し

L4X04 16ト レンチで検出 した溝状遺構の延仲部を確認するため設定 したが、この トレンチでは溝跡の延仲部は存在せず。

13X16X08 量構なし

245× 14X04-08 上ピtミ、す辮私槙縣茶碧為農3F書謙磐吉替りll鋼

`恥

lfさ
05m暗灰褐色粘質土。また束壁に沿って、幅0〔

弥生土器片

145X14X05～ 07 世構なし。 土師器片

52X14X06 量構なし。 弥生土器片

14X05～ 10 トレンチ南部でビット多数検出。埋土は暗褐色シルト 土師器片

16× 05-09 綺端で北束～南西方向の溝状遺構を検出。幅 lm、 深さ02m、 暗褐色砂混シルト 須恵器片 土師器片

"
105× 16X07 肛端部で 57ト レンチから続 く構状遺構を検出。

9X14X06～ 08 El構なし。 な し

76 X l`IX 05 1構なし。地山まで 05m。 ±11器}キ、 =ナヌカイ トリ十

12× 14X04～ 06
船 群F羅

lml累
揚 り、 既

05m、 深さQ2m、 暗熙 色シルト。東榔 分で耐 防 向の献 蹄 を検出
サヌカイ ト片、須恵器片 土師器片

285× 14× 06 トレンチから続く溝状遺構を検出。 サヌカイ ト片、須恵器片 土師器片
17× 14X04～ 08 トレンチ西部で土器片を多く含む土層が広がる。幅約 4m、 灰褐色シルト 土師器片、須恵器片

14X06～ 08 トレンチ西部～中央部でビット3検出。直径約 02m、 灰褐色シル ト な し

25× 14X08～ 14 也表から約 lm掘 削した所で黒色粘質上の層に当る。層厚は厚く、湿地堆積である。遺構は確認できず。
6× 14× 07～ 11 5ト レンチとほぼ同 じ状況。遺構なし。

7X14× 1.3 6ト レンチとほぼ同じ状況。遺構なし。

108X14Xl～ 14 ド位で湿地11積 層確認。東側で浅 くなる。遺構な し。 須恵器片、弥生土器片

l.4X05～ 11 E地堆積層確認。JEl構 なし 須恵器片、上師器片

11× 14× 04
場名係意鵬 恭事懸語my状

遺構 を検出。幅 Q9m、 深 さ 02mで 、Jl lは暗灰褐色シル ト。古墳時鰤
土師器高杯片

276× 14X06 遺構なし。 ナヌカイ ト、スクレイパー、黒色土器欄

12X14× 06 磐ぶまだごr踏蝠 ■。鳴賜騎溜騨鵠乱:喝認製籠府を多数検出。70トレンチで麟を確認でき
85× 14 X O.6～ 1 ■構なし。 須恵器片、陶器片

82X14X05～ 07 豊lltな し。 須恵器片、土師器片

75× 141 量構なし。

8× 14X09 量構なし。 須恵器片、弥生土器片、サヌカイ ト

68× L4× 06～ 08 〕美ζζ否甜難手F薪を駅鐵総ぷPi埜営L擾造L揚ェFさ
Qan以上。すぐ東側にある用畑に切られ、正Π

な し

l16× 14X06～ ll
]含籍賞竺ρ奨締諷 ξl縮鰍

`喫

?鷲夕が看警察堪%略肇ЪttfFTl御彎
状遺構、幅15m、 深さ0駄nで暗,

な し

7× 14× 09
情妙牙ピ1舟蟹F札鄭が暑躙 と鷲品h「

状懲温よよ了藻なも釜北稿乱欄出rttAジ1査f撃慾麟難 サヌカイト、スクレイパー
石鏃、土師器

第 4表 予備調査 トレンチ結果一覧表
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第 2節 本郷遺跡北地区の調査

(1)概要と土層序

本郷遺跡北地区では、予備調査の結果をもとに、弥生

時代の集落跡の広がりを想定して調査を着手した。平成

14年度には、道路用地と民有地との境界部分を対象に、

幅 5～ 7mの調査区 (B地区・C地区)を 設置して調査

を実施、平成 17年度には、中央部分の調査 (11～ 14区 )

を実施した。

調査の結果、黄色粘土層上面で弥生時代から古墳時代

初頭にかけての竪穴住居跡・掘立柱建物跡 。溝状遺構等

を検出した。溝状遺構のうち、SD001は最大幅 7mの大

規模な遺構である。また、中世の溝状遺構 も確認 した。

さらに、黄色粘土層中でサヌカイトの剥片類が出土した

ことから、 2箇所で黄色粘土層を掘り下げ、石器分布状

況を調査 した。しかし、剥片が少量出土したのみで、製

品は出土しなかった。一方で、遺構面精査中にサヌカイ

ト製打製石鏃が各所で出土し、溝状遺構の調査では有舌

尖頭器が出土した。溝状遺構より出土した有舌尖頭器と、

遺構面精査中に出土した石鏃について、先に報告し、遺

構中より出土したそれ以外の石器については、各遺構の

項目で報告するものとした。

本郷遺跡北地区の全体的な地形は、緩やかに北に向

かって傾斜する。各調査区の壁面 (第 6・ 7図 )に は、

現在の耕作土直下に灰褐色系～黄褐色系のシルト層が広

範囲に堆積する。これらは、水平堆積 した旧耕作土であ

る。その下位には、断面①～③の 7層、⑤の 5層、⑥の

4層、⑦の 5～ 7層のように、部分的に弥生時代～中世

の遺構の窪みを覆う堆積層がある。これらは中世以前の

遺物包含層で、上部を水平に削られる。したがって、灰

褐色系～黄褐色系のシル ト層は中世以後の田地整備に

伴って、一旦削平を被った後に形成した耕作土層と判断

される。また、遺物包含層が存在する範囲は少なくとも

中世以前の細かな地形の起伏を留めている。

平成 14年度に調査を実施 した BoC地 区では、南北

に長い土層断面の観察を行った (第 8。 9図 )。 11～ 14

区と同様に、北に向かって緩やかに傾斜する地形と、現

耕作土下に水平堆積の旧耕作土が広範囲に広がることを

押　　く↓場８　　　　　　炒

-14-

第 5図 北地区全体遺構分布図 (1/1,200)



J,12区 東壁 2.11区東壁

345
N――

350
E――

340

345
W――

011区南壁

11区  東璧
1 花●土
2 耕作土
3 10YR7/1自 色

"状
■にぶい黄橙色濃じり灰自色砂贅シル ト

S:::γζi:震8三τ号馨長と電I塁""レ
ト

6 75Yn6/8灰 自色混 じり橙色粘質土 (地山 )
7 10YR6/1自色4ヽ腱● 2じ り掲灰色 (綸茶掲色ところところに混 じる)粘質シル ト
8 75YR4/2■ 橙プロンク白い

"々
含む灰褐色砂質シル ト

9 75YR5/2灰 ■色砂質土
10 7 5YR4/1■ 茶襦色混じる灰自色お質シルト～掲灰色お土観砂
11 10YR4/1灰 自色錮砂を含む掲灰自色砂質シルト
125Y6/1責橙混じり灰色砂 碑多く含●
1325Y7/1灰 自色粘■シルト
1425Y7/1■ 色プロンク混じり灰自色粘質シルト
15 10YR5/6灰 自砂混じり贅褐色砂貫シルト (S0006)
16 10YR6/1■横 褐色を含む褐灰色粘質シルト (SD∞3)
1725Y7/2明 贅掲色混じり灰責色粘質土 (SD002)
1825Y7/1責 色プロノク混じり灰自色砂質シルト (SD∞2)12区  東壁

1 花肖土
2 耕作土
3 10YR7/1自 色粒状環にぶい責橙色混じり灰自色砂質シル ト
4 25Y7/2暗 褐色費橙色混 じり灰責色砂■ シル ト
5 25Y6/1責 橙色混じり責灰色粘質土
6 地山 10YR7/8贅燎色粘質 シル ト
7 10YR6/4に ぶい責橙色砂質 シル ト
8 10YR7/6明 責褐砂質 シル ト

一一
一―
‐

11区  南壁
1 花商土
2 耕作土
3 10YR7/1自 色粒状凛にぶい責橙色混 じり灰自色砂質シル ト
4 25Y7/2暗 褐色責趣色混じり灰責色砂質シル ト
5 25Y6/1責 橙色混 じり責灰色粘質土
6 75YR6/8灰 自色混 しり橙色粘質土 (地山 )
7 10YR6/1自色4ヽ粒礫混 じり褐灰色 (晴茶褐色 ところところに混じる)粘質シル ト
8 25Y7/1灰 自色粘質 シル ト
9 25Y6/4灰 色混 じりにぶい責色粘質シル ト (SH∞2)
10 10YR6/6明 責褐色砂質シル ト (SHX12)
11 10YR6/4に ぶい黄績色粘質シル ト (SH002)
1225Y7/3浅 責色粘質 シル ト (SH002)
1325Y7/4浅 責色粘質 シル ト (SH002)
1425Y7/6明 責掲色粘質シル ト (SD007)
15 10YR6/2灰 責褐色砂質シル ト (SD∞7)
16 10YR7/3に ぶい責橙色砂質シル ト (SD∞7)
17 10YR7/2に ぶい責橙色粘質シル ト (SH∞2)
185Y8/4黄橙混 じり淡責色粘質シル ト (SH∞ 2)
1925Y6/2灰 責色砂質 シ,レ ト (SH002)

⑤ll区西壁

s型 ._/――
―――́ ―ヽ― ―

―_一 __ _十  _

11区  西壁
1 花商土
2耕 作土
3 10YR7/1自 色粒状礫にぶい責橙色混じり灰自色砂質シル ト (床土 )
425Y7/2饉 掲色責橙色混 じり灰責色砂質シル ト
5 25Y6/1贅 橙色混 じり責灰色粘質土 (包含層 )
6 75YR6/8灰 自色混 じり横色粘質土 (地山 )
7 10YR6/1褐灰色粘質シル ト
8 10YR5/2灰黄褐色砂質シル ト
9 10YR6/6暗褐色混じり灰色明黄掲色粘質シル ト (暗渠 )
1025Y7/2灰 責色砂質シル ト (明責灰 床土 )
115Y6/1責褐色混 じり灰色砂贅シル ト
12 10YR7/1掲色黄橙色混 じり灰自色砂質シル ト (プ ロ ンク 埋め戻 し土 上層 )
135Y6/1兼褐色混 じり灰色砂■シル ト (明黒灰色粘質シル ト 中層上位 )
1425Y6/2略 掲色混じり灰責色粘質シル ト
(砂層 地山の崩れ 湾面の土堤をあらわす)
1525Y6/1黄 灰色 中砂～租砂 (灰色組砂～細礫 )
16 7 5YR6/1浅 責橙混 じり褐灰色砂■シル ト (褐色土 +黄橙色土の細かいプロック層 )
,725Y7/2暗 褐色～明責福色混 じり灰責色シル ト
(礫 と粘土層 地山プロ ンク 地山の場れ 清面の上堤をあらわす )
18 10YR6/1褐灰色粘土混 じる 砂 (灰色細砂ラミナ層 )
1925Y7/1灰 自色 中～大礫多く含む 砂 (責色味のある礫層 )
205Y6/2灰 オリープ色大 きい礫多 く含む砂質土
(灰 シル ト混礫層  地山崩れ 清面の土堤をあらわす)
21地 山
2225Y4/1黄 灰色 しだいに明褐色ましる砂質土 (淡灰色砂質シル ト 中層下位 )
235Y4/1明 褐色混 じり灰色粘質シル ト (包含層 )
245Y5/1晴灰責色混 じり灰色砂質シル ト (最下層相当層 上位 )
2525Y7/6黄 色混 じり明責掲色礫多 く含む粘質土 (基盤層崩れの礫層 )

2625Y7/3暗 茶揚色混 じる 浅黄色粘質シル ト (地山崩壊 )
2725Y7/2浅 責色粘質土 (地山 )
28淡灰～黄灰砂質シル ト (Fe沈 ■ )
29(責色味のある礫層 最下層担当層下位 下位礫層で取 り上げか)
30(下層礫層 としていたが 実際は中層の最下位礫層 )
31(砂層 地山 )
32(礫層 )
33(粘 土層 地山 )
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― _― _____― ―
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Эll区北壁

__-2こ
=二
t=‐OL=F,=‐ ヽ__

―́ ´`́ 一――――́ -3__´_～コ 4 25Y7/2暗 褐色黄橙色混 じり灰責色砂質 シル ト
5 25Y6/1黄 橙色混 じり黄灰色粘質土
6 75YR6/8灰 白色混 じり壺色粘■■ (地山 )
7 7 5YR7/1明 責掲色混 じり朝褐灰色砂質シル ト (SD∞2)
8 10YR7/8灰 自色混 じり責桂色砂質シル ト (S0002)
9 10YR6/1責 色混 じり褐灰色粘質 シル ト (SD002)
10 10YR7/1灰 自色砂質土 (SⅨЮ 2)
11 7 5YR7/1明 褐灰色砂質シル ト (SD∞3)

―
 E

11区  北墜
1 花商土
2 耕作土■二=]==11-_―――一―一一、__―――́―、        
研千二

^          .       3 10YR7/1自 色粒状凛にぶい責橙色混 じり灰自色砂質シル ト

12 10YR7/1黄色混 じり灰自色砂質 シル ト (SD003)
13 10YR7/2に ぶい責橙砂質シル ト (SD∞ 3)
14 10YR6/8黄色 プロ ック灰白色混 じり明責褐色砂質シル ト (SⅨЮ0
15 75YR7/1明 褐灰色粘質シル ト (SC1004)
16 10YR7/1灰 白色砂質土 (S0004)
1725Y6/1責 灰白お質シル ト (S0004)
1825Y7/4灰 自色混じり浅責色粘質土 (SD004)
1925Y6/1責 灰色お質土 (S0004)
2025Y7/1黄 色混 じり灰自色粘質土 (S0004)
2125Y6/2明 責掲色混 じり灰贅色粘質シル ト (S0005)
22 10YR7/1灰 自色砂質土 (SD005)
235Y6′ 1明黄掲色混 じる灰色砂質土 (SαЮ6)

1 攪ユ

一
SD006

0          4m

(縦 1/40横 1/160)

″ 13

第 6図 北地区壁土層断面図 (1)(縦 1/40。 1黄 1/160)

・一 断面取得位置
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第 12図 石器分布及び石器調査地位置図 (1/1,200)、

出土遺物 (2/3)

確認した。

(2)縄文時代～弥生時代前半期

明確な遺構はないが、黄色粘土層と、その 11部の包含層

より出土した石器には、縄文時代及び弥/1時代前半期に
'り

i

属する石器が含まれる。

第 12図 に示したように、黄色粘土層をlllllリ ドげて、i童

物の有無を調査したのは 2箇所である。それぞれの調査範

囲では、サヌカイトの小剥片が出上したに留まる`1時期を

_1
B西

C西 1

…
|

C西 3

E~~「

~|::::

|

黄色

調査範囲 1
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示す製品は出土していないが、出土した剥片は器表面が良く残 り、摩滅も進行していない。これらは、

流路跡形成等に伴い原位置を移動した可能性は薄く、黄色粘土層中に生活面が残る可能性が高い。

1は B西 4区で出土 した有舌尖頭器である。残存長 7.7cmで 基部側を折損する。先端は鋭 く尖 り、

左右側縁は直線的で、基部側でやや裾広がりとなる。石材は石理があまり目立たない淡灰色系のサヌカ

イトである。表裏全面に打点を横方向にずらしながら幅 0.7～ 1.2cmの剥離を行った後、先端部には幅 0.3

～ 0.5cmの 奥行きのある樋状剥離を施し、さらに先端から6.5cm基部側までは、幅 0.2～ 0.4cmで奥行

の浅い微細な剥離を横方向に連続して施す。この微細剥離は a面、b面の左側縁に打点が残り、それぞ

れの右側縁には打点がない。下端部には、折損後に折損面を打撃した微小な剥離痕を認める。

なお、川原遺跡で出土した有舌尖頭器 (第 4章第 113図 44)と は幅や厚みだけでなく、基部側がや

や広がる形状も等 く、両資料は同型式といえる。極めて近い時期の所産と考えられる。

2～ 11はサヌカイト製の打製石鏃である。2・ 3は凹基式、4～ 11は平基式である。左右が不均等な

ものが多く、5や 8は基部に凹基部を形成するような剥離面を留める等、未製品と見るべきものが多い。

石材は 2・ 3・ 5が灰色系、それ以外は石理が顕著で摩滅が進むことから、金山産サヌカイトの可能性が

高い。11は器面中央の素材面に強い摩滅がみられることから、弥生期の打製石庖丁の転用品と考えられる。

(3)弥生時代後期～古墳時代前期

<竪穴住居跡>

SH001(第 13～ 16図 )

11区 中央南端で検出した竪穴住居跡である。黄橙色粘土層上面の精査により、掘 り形全体を検出し

た。平面は一辺 3.9mの 隅丸正方形を呈し、床面最深部の深さは 0.15mである。四周にベッド状遺構が

回り、内端四隅に主柱穴を配置する。炉跡は床面南側に偏 り、長さ0.9m、 幅 0.6mの楕円形を呈する。

炉跡周縁には高さ0.02～ 0.04m、 幅 0.15mの周堤が回る。ベッド状遺構の段の高さは、約 0.05mを 測

り、主に褐色ブロック混じりの黄橙色粘質シル ト層の貼 り床で形成する。壁際には幅約 0.15m、 深さ

0.05～ 0.lmの壁溝が回る。壁溝は北側と東側に厚さ0.01～ 0.02mの壁板痕跡が残る。主柱穴には径 0.15

～ 0.18mの柱痕を断面観察で確認したが、住居の廃絶に当たって柱を抜き取った形跡があることから、

実際の柱の直径は柱痕より細くなるものと考える。

住居跡埋土は第 13図の 1～ 3層である。特に 2層 と3層の境には、大量の土器及び焼土が投棄され

ていた。焼土は床面南西でまとまって出土したが、土器片と混在した状態で出土しており、壁土等では

ないと考える。土器出土層位と床面とのレベル差はほとんどなく、床面出土の遺物のみを分離すること

はできない。ただし、第 14図 に示した出土状況図において、原形を比較的良く留めるものについては、

床面にほぼ接 して出土したものである。その中には、厚手の管状土錘 4点が含まれる。古川流域下流の

西打遺跡で、弥生時代終末期頃の管状土錘が竪穴住居跡より出土した事例があり、当住居跡と類似する。

なお、蛸壺片・炭化した桃種が出土したが、これらは大量の土器小片に伴って出土しており、床面上に

有意に配置されたものではなく、後世品の混在の可能性が高い。

12～ 38の土器、39～ 43の土錘・蛸壺を報告する。12～ 15は壺である。12は 口縁部がラッパ状に

開き、外反する広口壷で、日縁端部を上方に摘み上げる形状を呈す。13は複合口縁壺である。頸部が

細く直立し、一旦強く屈曲して開いた後、断面三角形状の下方への張り出しを介して、日縁部が大きく

開く形状を呈す。14は丸みを帯びた胴部上半に、斜め上方に直線的に開く口縁部が取り付 く形状である。
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1 10YR7/2に ぶい責橙色粘質土 (SH∞ 1上部日 )
2 75YR4/2灰 掲色粘■シルト
3 75VR5/2灰 鵜色粘質シルト (自色砂粒が多く混じる)
4 10YR7/8掲色混じり貴橙色お■シルト (貼床燿)
5 10YR5/6★相色帖費シルト (■■ )
6 7 5YR5/2灰 襦色枯贅シルト (乾艘か)
7 5YR4/2灰褐色粘■シルト (■濤 )
8 75YR6/1襦 灰色粘質シルト (璧板痕)
9 5Y7/3濃黄色粘費土 (プ ロノク■)
10 7 5YR4/1■ 灰色粘贅土
115Y6/1灰色帖贅土 (炭粒含む)
12 10YR5/3にぶい責■色粘■シルト (螢■)
13 10YR7/1襦色混じり灰自色シルト (板演)
1425Y6/,襦 色混じり責灰色シルト (■油 乾績 )
15 7 5YR6/1■ 灰色粘質シルト (璧■)
1625Y6/2灰 贅色粘質土 (■■ )

SP017
1 25Y771灰 自色粘■シルト        1 10YR7/8■ 橙色粘質シルト        1 25Y8/1灰 白色粘質シルト       下まで炭化物が入り完全抜き取り
2 5Y8/3演 貴色 (襦色少し7Rじ る)   2 25Y7/6明 貴掲色砂■シルト        2 25Y7/6明 責掲色粘質シルト      している
粘質シルト                3 75YR4/2灰 襦色砂質シルト        3 10YR5/1■ 灰色砂質シルト
3 10YR7/8貴機色枯質シルト        4 25Y7′ 8灰 自色滉じり責色帖質シルト    4 10YR6/1掲灰色格質シルト
4 10YR3/2-部機貴色混じり鳳■    5 25Y7/2灰 責色粘質シルト
色砂■シルト
5 25Y7/2灰 貴色粘質土
6 25Y7/3浅 贅色砂贅シルト

第 13図 SH001平・断面図 (1/60)

16～ 25は甕である。16は器壁が薄く、口縁部が強く屈曲して外上方に開く形状である。17～ 19はや

や肩部が張り、日縁部が屈曲して端部を上方にわずかに摘み上げる形状を呈す。肩部の張りはいわゆる

下川津 B類土器に類似するが、国縁部がやや長くなる点で異なる。23は外面に粗い横位のタタキロを

残す。26～ 34は鉢である。26～ 29は、口縁部が甕と同じ様に屈曲外反する形状の大型・中型品であ

る。27は片口部をもち、llpl部が強く張り出す。26。 29は口縁部の屈曲が緩く、胴部の張り出しが少ない。

31～ 34は小型品である。35～ 38は高杯である。35は杯部が矮小化し、日縁部が長く大きい。37・ 38

の脚部は挿入法で作られて、裾に向かって大きく開く形状を呈す。以_Lの土器のうち、28・ 33・ 36に

ついては弥生後期後半から終末期にかけての土器と考えられるが、その他の土器については、古墳時代

初期～前期前半にかけての土器と見ることができる。39～ 42は管状土錘である。長さ6cm、 外径 6cm

で孔径 2 1cmを 測る。器壁がそれぞれ 2cm前後と厚 く作られ、上下端は一部に面取 りを行うが、ほと

-24-
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第 14図 SH001遺物出土状況図 (1/40)

んどは九く収める。西打遺跡の類例と胎土を比較すると、古墳時代初期頃の土錘とみて矛盾はない。43

は飯蛸壺の把手片である。把手上端に浅い溝がある。形状から見て古代以後の混在品と推定する。

SH002(第 17図 )

11区南端で検出した竪穴住居跡である。大部分は調査区外に所在し、住居跡の 1隅 と主柱穴 1基が

残る。平成 16年度には、当住居跡のすぐ南を県教委文化行政課が立会調査しており、その際には当該

住居跡の本体部を確認している。一辺 45m前後の方形竪穴住居跡と推定する。

住居跡の深さは、最深部で 015mと SH∞ 1と ほぼ同じで、壁溝が回る。壁溝の幅は 0.3～ 035m、 深

さは 0.1～ 0.13mである。壁溝断面には厚さ約 0.lmの壁板痕跡が観察できるが、調査区南壁断面では

その痕跡は明確ではない。第 17図 10層は、床面西側のベース層直上に薄く置かれた土で、層位的には

西側壁溝埋土より下位にあることから、ベッド状遺構を構成する貼り床層と考える。ただ、平面的には

ベッド状遺構の段は確認していない。主柱穴 SP021は 、径 045mの掘り形内に径 0.15mの柱痕が残る。

なお、当該住居跡は SD005及 びSD007に切られる。SD∞5は条里型地割と同じ方向に走行する灰色系

埋土の中世溝状遺構であるが、SD007は溝状遺構の項で後述するように、別の住居跡の壁溝の可能性

もある。SH002の 出土遺物は、44の甕日縁部片が 1点出土した。口縁部を面取 りし、下端部を外側に

若千拡張するもので、SH001出土の甕よりやや古い特徴をもつ。
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第 16図 SH001出土遺物 (2)(1/3)

|
340

一

1 25Y6/4灰色混じりにぶい責色粘質シルト  7 10YR6/2灰 責褐色砂■シルト
2 10YR6/6明責褐色砂■シルト        8 10YR7/3に ぶい■●色砂■シルト
3 10YR6/4にぶい■橙色粘質シルト     9 ,OYR7/2に ぶい責楓色帖ロシルト
4 25Y7/3減 貴色帖費シルト         10 5YO/4責 書色濃しり淡責色帖質シルト
5 25Y7/4濃 貴色粘質シルト         ● 25Y6/2灰 貴色砂■シルト
6 25Y7/6113貴襦色粘貫シルト

第 17図 SH002平・断面図 (1/60)、

,a,a
43

0             1ocm

土製品(1/3)

339
b ――    ――

U
339

蓄

339
d  ――        ―

貫

1 10YR5/3に ぶい責襦色プロックシルト
2 10YR4/2灰貴襦色砂混シルト
3 10YR5/4にぶい■掲色プロックシルト
4 25YR6/4に ぶい書色灰色プロック含シルト

0              2m

(1/60)

で 44    m
 `            土器(1/4)

。|

0      ~~¬ _`ノ
√~~~~:「「
――~~~~~―¬
、_ノ「
~~

(1/60)

第 18図 SH003平・断面図 (1/60)

出土遺物 (1/4)

SH003(第 18図 )

13区で検出した 4柱穴跡の組み合わせか

ら、住居跡と判断した。各柱穴跡は、径 0.35

～ 0.4m、 深 さ0.25～ 0.35mを 測 り、黄褐

色系埋土で埋没する。その うち SP058・

SP061は 、平面検出時に径 0.1～ 0.15mの

暗褐色系埋土の柱痕を確認した。柱間距離

は 21～ 2.2mで、H区 の SH∞ 1と ほぼ等

しい。近隣で検出した掘立柱建物跡の桁行

柱間距離は、1.3～ 1.7mの 範囲に収まって

おり、この 4柱穴跡のみ上記距離で正方形

プランを呈することから、住居跡としての

位置付けが適当と考える。なお、柱穴跡の

他には炉跡・壁溝等の痕跡はなく、上部を

1
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削平されたものと考える。柱穴跡からの出土遺物はなかつたが、埋土や埋没状況は、近隣の掘立柱建物

跡の柱穴跡と等しいことから、弥生時代後期から終末期の時期に所属するものと考える。

<掘立柱建物跡>

SB001(第 19。 25図 )

11区で検出した掘立柱建物跡である。大規模な溝状遺構 SD001と 溝状遺構 SD004と の分岐点のやや

北側に位置し、古代の溝状遺構 SD002・ 003に先行する。主軸方位は 11° 東偏する。

柱構造は梁間 1間 (2.1～ 2.2m)、桁行 2間 (2.65～ 28m)で、桁行の柱間距離は 1.25～ 1.35mを測る。

北側梁間の中央部からやや北寄りの位置に、棟持柱と推定できるSPKX12が付属する。SP002の 柱心は、

SP001と SP003を 繋ぐ梁の柱心ラインから北に 0.lmずれる。復元面積は 5.6ぶである。埋土は黄褐色

系砂質シルトで、各柱穴跡とも平・断面で柱痕を確認した。柱痕径は 01～ 0.15mを 測り、褐色系砂質

シルトで埋没する。掘り形埋土は、ベースの黄橙色系粘土層と区別が着き難いが、柱痕埋土は土色に明

確な違いがあり、容易に判別できる。弥生時代後期後半期新相～終末期の甕口縁部片が 1点出土してい

る。

SB002(第 20・ 25図 )

13区で検出した掘立柱建物跡である。一部で中世溝状遺構 SD005と 重複するが、すべての柱穴跡が

残る。主軸方位は 58° 東偏し、近隣の竪穴住居跡 SH003や掘立柱建物跡の方向と等しい。また、11区

で検出した SD001の走行方向とも一致する。

柱構造は梁間 1間 (3～ 3.05m)× 桁行 3間 (37～ 3.8m)で 、桁行の柱間距離は 1.2～ 125mを 測

る。柱穴掘り形は径 0.4～ 0.5mで、SP025の み径 085mと 大型である。深さは 04～ 0.45mと 、他の

柱穴跡と比べてやや深い。埋土は黄褐色系砂質シルトで、SP025・ 031・ 033・ 037・ 057の 5柱穴跡のiF

面精査で柱痕を確認した。柱痕径は 0.2～ 0.25mを測り、褐色系砂質シルトで埋没する。柱痕も他の柱

SP002
1 25Y6/6灰 自色混じり明責襦色砂贅シルト
2 25Y7/3'■■色粘質シルト
3 25Y6/1■ 灰色砂質シルト

ω
ω

∞

０
　
１
１
１
１

SP∞ 1
1 25Y7/2灰責色砂ロシルト
2 25Y7/4浅 ■色砂■シルト

リ  3 25Y7/3襦 色混じり浅貴色砂質シルト
4 10YR6/1■色混じり襦灰色砂■シルト
5 25Y6/1■灰色砂ロシルト

SP∞ 4
1 25Y7/8灰自色混じり貴色砂買シルト
2 25Y7′6明■■色砂贅シルト
3 25Y6/611D責 襦色砂■シルト
4 25Y6/1■ 灰色粘贅シルト
5 75YR4/3■ 色砂費シルト
6 10YR4/4■色砂贅シルト
7 25Y7/2灰 贅色砂賀シル ト
8 25Y7/3浅 贅色粘貿シル ト

SP003
1 25Y6/1■灰色砂■シルト
2 10YR4/4明 贅褐色混じり褐
色砂贅シルト

SP006
1 25Y6/8灰 自色 褐色混じリ
明■襦色砂質シルト

2 25Y7/8灰自色 掲色混じり
賛色砂賀シルト
3 25Y7/1構 色混じり灰自色砂
■シルト
4 10YR6/1■ 襦色混じり褐灰
色砂贅シルト

S'011
1 25Y7/1責檀色混じり灰自色
砂質シルト
2 25Y6/1明 費褐色混じり責灰
色砂贅シルト

０
　
　
　
　
１
１
１
１
　
０

∞

∞
∞

SP008
1 25Y6′ 8灰 自色 褐色混じり明責掲色砂贅シルト
2 10YR4/4明贅褐色混じり襦色砂質シルト
3 75YR4/3掲 色砂■シルト
4 10YR6/2灰贅襦色砂贅シルト
5 25Y6/3責 色混じりにヽい贅色砂質シルト

司

ピ

~~~し ~

第 19図 SB001平・断面図 (1/60)
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(1/60)

第 20図 SB002平・断面図 (1/60)

穴と比べてやや太い傾向がある。掘り形埋土は、ベースの黄橙色系粘土層と区別が着き難いが、柱痕埋

土は土色に明確な違いがあり、容易に判別できる。なお、南側桁行から1.9mの位置で、当該建物跡の

主軸方向と平行する、2つの柱穴跡 SP038と SP032を検出した。柱間は 4.lmと 長い。SP032で検出し

た柱痕が 0.lmと 細く、柱穴跡の深さも建物跡本体と比べて約 005m浅いことから、当該建物跡に付属

する柵列跡等の関連遺構と推定できる。

出土遺物としては、48の器壁が極端に薄い甕日縁部片がある。弥生時代終末期～古墳時代初期と考

える。

SB003(第 21図 )

13区で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位は 50° 東偏し、近隣の掘立柱建物跡の方向とほぼ等

しい。また、11区で検出した SD001の走行方向とも一致する。柱構造は梁間 1間 (2.5～ 2.6m)× 桁

行 2間 (3.1～ 3.15m)で、桁行の柱間距離は 1.5～ 16mを測る。

柱穴掘り形は直径 04～ 0.45mの範囲以内にある。深さは 0.35～ 0.4mである。埋土は黄褐色系砂質

シルトで、明確な柱痕は検出できていないQ

調査区東壁際に位置するが、SP039の北側 (図の右側)の桁方向の延長上には、柱穴跡を検出してい

ないことから、検出したとおり1間 ×2間の構造で確定できるものと考える。

ω
ヽ

ω

Ｏ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

―
―
―
―
１
　
０

∞

ヾ
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第 21図 SB003平 。断面図 (1/60)

柱穴跡からの出土遺物はなかった。

SB004(第 22図 )

13区東南端で検出した掘立柱建物跡である。

梁間 1間 (2.5m)× 桁行 2間 (2.6m)以上の

柱構造が想定できる。主軸方位は 30° 西偏 し、

近隣の SB003に 直交する関係にある。各柱穴

掘 り形は直径 03mで、深さは 02～ 0.3mであ

る。埋土は黄褐色系砂質シルトで、4柱穴跡の

平面精査で柱痕を確認した。柱痕径は約 0.15m

を淑1り 、褐色系砂質シルトで埋没する。掘 り形

に比べて柱痕がやや太い傾向がある。掘 り形埋

土は、ベースの黄橙色系粘土層と区別が着き難

いが、柱痕埋土は土色に明確な違いがあり、容

易に判別できる。

SB005(第 23図 )

14区北端中央部で検出した掘立柱建物跡で

ある。梁間 1間 (1.9m)× 桁行 1間 (145m)

以上の柱構造が想定できる。主軸方位は 50° 東

偏し、近隣の掘立柱建物跡と比べてやや西に振

―
q

,,8

第 22図 SB004平 。断面図 (1/60)
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る。柱穴掘 り形は直径 0.26～ 0.32mで、深さは 01

～ 0.15mと 浅い。埋土は黄褐色系砂質シル トで、4

柱穴跡の平面精査で柱痕を確認した。柱痕径は約 0.1

～ 0.15mを 測 り、褐色系砂質シルトで埋没する。柱

痕下部では約 10cmの 大きさがある自然石が出土 し

た。このうちSP066で 出土した自然石は、扁平な面

を Lに して出土 してお り、根石の様相を呈するが、

SP068・ 067の 2穴では、尖った亜角礫の尖頭部を上

にした状態で出土 していることから、根石として評

価することは困難である。 したがって、SP066を 含

めて建物跡廃絶後に柱の抜き取 りを行い、その窪み

に礫を投棄したものと考えるのが妥当である。柱穴

跡からは砂岩の根石以外の出土遺物はなかった。

SB006(第 24・ 25図 )

14区で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位は

58° 東偏 し、近隣の掘立柱建物跡の方向性と等 しい。

また、11区で検出した SD001の走行方向とも一致する。

柱構造は梁間 1間 (2.75m)× 桁行 2間 (3.4～ 3.5m)で 、桁行の柱間距離は 1.7～ 1.75mを測る。

柱穴掘 り形は径 0.35～ 0.45mで 、深さは 0.35～ 04mを測る。埋土は黄褐色系砂質シルトで、全柱穴
跡の平面精査で柱痕を確認した。柱痕径は 0.17～ 023mを測り、褐色系砂質シル トで埋没する。西側

342

0             2m

(1/60)

第 23図  SB005平・断面図 (1/60)
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第 24図 SB006平 。断面図 (1/60)
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梁間ライン (SP074・ 084間 )の 中央には、小規模な柱穴跡

SP079がある。棟持柱と見るには平面径 0.2m、 深さ0.15m、

柱痕径 0.lm以下と小規模で、補助的な柱と考えておきたい。

これらの柱穴の掘 り形埋土は、ベースの黄橙色系粘土層と区

別が着き難いが、柱痕埋土は土色に明確な違いがあり、容易

に判別できる。

なお、東側梁間から0.9～ lmの位置で、当該建物跡と関

連する可能性が高い、2つの柱穴跡 SP069と SP087を 検出し

た。柱間は 3.7mを 測る。位置的にみて当該建物跡に付属す

る柵列跡等の関連遺構と考え、図化した。

出土遺物は、建物跡の隅柱となる SP074・ SP077で土器が

出土 した。45は下川津 B類土器 (大久保 1990)の 口縁部が

間延びするタイプの甕である。日縁部屈曲が緩 く、肩部外面

のハケが不定方向である。46は胴部が球形に近い甕である。

▼ ユ立幕ミ 747

外面はタテハケ調整、内面は顕著な指押さえを施す。日縁部は緩く「く」の字に屈曲し、斜め上方に直

線的に延びる。端部をわずかに摘み上げ、面取 りを行う。これらの甕は、特に 46に ついては古墳時代

初期の布留式最古相～古相の甕に類似 し、45は弥生後期後半の下川津 B類甕の特徴を部分的に残す形

態と考えられることから、両者ともに古墳時代初期に位置付けるのが妥当である。

<溝状遺構>

SD001(第 26～ 39図 )

11区、B区西 3、 B区東 5で検出した大規模な溝状遺構である。南東から北西方向に、ほぼ直線的

に流下する。幅は約 5m、 深さ0.8mで、断面形は概ね逆台形を呈す。底面は平坦で、側面は 60° ～

80° の角度で斜め上方に立ち上がる。南東側と北西側の底面レベルを比較すると、南束の fラ インの最

深部が標高 32.9m、 dラ インが 32.85m、 cラ インが 32.8m、 bラ インが 32.65mと 北西に向かって傾

斜する状況を読み取ることができる。したがつて溝状遺構は、南東から北西に走行すると考えてよい。

B区東 5では、SD006が北に分岐 し、11区南東付近では SD004が 北に分岐する。 B区西 3で は、

SD011が取 り付 く。これらの溝状遺構は、断面観察の結果、当該遺構と同時期に機能した溝状遺構と

判断した。一方、11区東寄りの SD005は 当該溝状遺構や SD004と 重複する。遺構検出時には、先後関

係を明確にすることができなかったが、後の断面観察の結果、SD005は SD001の埋没後に掘開された

と判断した。また、11区南東付近では、竪穴住居跡 SH001・ SH002が 当該溝状遺構に近接 して存在し、

溝状遺構 SD007と は重複する関係にある。

調査の順に従って、溝状遺構の埋没状況について説明する。

検出面ではまず、灰褐色系シルト層を確認した。この層は幅 2～ 3mで溝状遺構中央部に浅く堆積す

る。これを最上層とした。最上層中には 8世紀以後の土器を含む。また、当該溝跡を切る SD005の堆

積層に類似する。

次に暗褐色系粘質土に、黄橙色土ブロックが混在する土層が約 0.4mの厚さで堆積する。黄橙色土は

周辺の地盤層に類似することから、この層は埋め戻し土と考えられる。これを上層とした。上層には 6

～ 7世紀の土器を含む。

一゙

48

1 Ocm

土器 (1/4)

第 25図  SB001～ 006出 土遺物

(1/4)
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その下位に黒色～暗褐色粘土層が堆積する。層の厚さは場所によって異なるが、概ね 0.1～ 0.2mに

収まる。長期間沈澱状態で堆積した土層と推定できる。これを中層とした。中層は古墳時代前期の土器

が最も多いが、7世紀の土器も少量混じる。

さらにその下位には、灰色系の礫層が 0.2～ 0.3mの厚さで堆積する。当該遺構が盛んに機能してい

た時期の堆積層である。これを下層とした。下層中では主に古墳時代前期の土器が出土した。

下層の底面がベース層に達する場所もあるが、さらにその下位に黄灰色系の砂礫層が 0.2～ 0.4m堆

積する部分もある。この土層を最下層とした。最下層には弥生時代終末期～古墳時代初期の土器を含む。

溝状遺構の北西側の底面は、部分的に窪みを有し、最も大きい窪みでは組合せ式木鍬等の農具未製品が

出土した。また、その周辺では木杭を多数確認した。木杭は第 31図に示したように溝状遺構最深部及

びその東方に多く分布し、底面に打ち込まれた状態で検出した。

最下層の上位には、上層～下層の堆積に先行する粘性堆積層がある。この層は灰黄褐色～暗黄褐色を

呈し、ベース層のブロックを多く含むことから、埋め戻し土、もしくは肩部の構造物の崩落土と推定で

きる。A・ Bの遺物集中ブロックで出土した、弥生時代終末期～古墳時代初期の土器等は、主にこの土

層に所属するものである。これらの出土遺物も層位的には最下層に含めた(最下層上位)。 最下層除去後、

11区北西部の東西側面に、軟弱な粘質土で埋没する不定形な窪みを多数検出した。これらは竪穴住居

跡に近い場所では確認できないことから、自然形成によるものとは考え難く、護岸等に使用した木杭の

抜き取 り痕跡の可能性が高いといえる。

以上の堆積状況と出土遺物の概要から、当該溝状遺構は弥生時代終末期～古墳時代初期にかけて機能

し、一旦埋没した後、古墳時代後期頃に再度開削され、7世紀～ 8世紀頃までに概ね機能を停止したも

のと推定できる。

次に、派生する溝状遺構や、隣接する住居跡との関係を述べておく。

まず SD006・ SD004と の分岐を取 り上げる。分岐点断面の hラ インでは、1～ 4層の SD001上層～

下層対応層、7～ 15層 の最下層の上位対応層、5。 6層の最下層下位対応層に分けられる。このうち、

SD006に連続する土層は 7～ 15層で、5。 6層の一部も含まれる。したがって、最下層段階に併存 した

ものと判断できる。当該溝状遺構とSD006と の底面レベル差は約 0.2mである。両遺構の分岐点下流側

は、ちようど調査区境となっているために、詳細を検討する材料が乏しいが、 gofラ インの東側面の
傾斜は他の箇所より緩やかで、結果的に底面における幅は、やや狭くなる傾向にあることが指摘できる。

したがつて、何らかの方法で、SD006に導水 したものと考えられる。同様に、11区南東部の SD004と

の分岐点でも、SD001の最下層における埋土の共有が認められる。これは当該遺構の最下層段階、つ

まり古墳時代の埋没以前において機能したことを示す。SD004と の分岐点の下流は、東西両側の側面

が張り出し、一部段状となる箇所もあり、最深部の幅は約 lmに まで狭められる。これは SD004に導
水するために有効な形状と考える。なお、SD006・ SD004と もその分岐点付近では、杭跡等の痕跡を検

出することはできなかった。また、SD006と の分岐点で若干の礫を検出したが、堰になるほどの量で

はない。底面に残らない土嚢等の物資によって堰を構築した可能性を考えておきたい。

一方、11区南東隅で検出した SD007は 、SH002を切る壁溝状の溝状遺構で、当該溝状遺構との重複

が想定できるが、明確な先後関係を明らかにすることができなかった。切 り合いが想定できる箇所に

は、SD001西肩部の遺物集中Aブロックがあり、Aブ ロック出土遺物は、出土状況から見て明らかに
SD001の 中央部に向かって落ち込むような傾斜堆積を呈 しており (第 30図の断面図)、 遺物の検出レ
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ベルは SD001の検出レベルより約 0.lm低い。重複部分の断面図は作成できていないが、これらの状況

から見て、SD001西肩部が部分的に埋没した後に、SD007を壁溝とする竪穴住居跡を構築している可

能性が高いものと言える。つまり、SD001の西南肩部に接して、SH001・ SH002と 合わせて、合計 3棟

の竪穴住居跡が前後してつくられたものと復元できる。なお、竪穴住居跡と近接する部分の平面プラン

は、住居跡の平面プランに相応するように一部がカープする。これは SD001と 竪穴住居跡が同時期に

機能していたことを示している。

B区西 3、 aラ イン断面で SD011と の関係を考えると、SD011は 当該溝状遺構の aラ イン 1・ 2層 を

共有するが、その下の 4層 は SD011の下層 (5～ 8層 )よ り明らかに新 しい。つまり、古墳時代頃の

溝状遺構の再掘削は、SD011ま で及んでいなかった可能性が高い。また、SD001の最下層 (9～ 11層 )

は、SD011の最下層に繋がる。このことから、SD011も また、当該溝状遺構の最下層段階に共存 した

遺構と判断することができる。ただし、当該遺構との接続角度等から見て、南から北への排水の機能を

考えるのが妥当であると考えられる。

これらのことから、当該溝状遺構が最初に機能したとみられる弥生時代終末期～古墳時代初期頃の景

観は次のとおり復元できる。溝の幅は最も広 く、11区南東では竪穴住居が隣接、北側に派生する溝が 2

条伴い、北に導水する。北西では杭等による護岸があり、溝底で木製品の貯蔵もしくは廃棄を行う。そ

のさらに北西では南からの小規模な溝が取り付 く。

古墳時代前期頃に一旦埋没するが、その後の再掘削段階では、派生する溝はすでに埋没しており、北

西部の溝 SD011の排水機能のみ継続 した。SD011も 、7～ 8世紀までには埋没するが、SD001中 央部

はその後も窪みとして残っていたものと推定できる。

<出土遺物>

SD001出土の遺物のうち、11区出土の土器 (49～ 103)は 層位ごとに掲載、B地区出土の土器 (104
～111)は 一括して掲載した。また、石器 (112～ 120)、 本製品 (121～ 153)を 末尾にまとめた。

一最下層出土の土器―

49か ら66は最下層で出土した土器である。49は弥生時代前期後半の小型壺で、頸部に多条沈線を施

文するものである。器面の遺存状態は良好で、摩滅は被っていないが、当該溝状遺構の掘削時期を示す

ものとするには、その時期の土器が少ないので、何らかの要因で混在 したものと考えられる。50・ 51

は土師器の複合口縁壺である。50は口縁部が屈曲して大きく広がり、端部を軽 く面取 りする。屈曲部

の稜線は外側にやや突き出て鋭く、頸部下端の器壁は極端に薄い。51は やや厚手の器壁で、日縁屈曲

部の稜線は弛緩する。これらは古墳時代前期に位置付けられる。52～ 58は甕である。52は頸部径が小

さく、壺と区分し難い形態。52～ 54は肩部の器壁が厚く、胴部外面を縦方向のハケ、日縁部内面を横

方向のハケで調整する。日縁部は斜め上方に長めに延びる。55は胴部の器壁がやや薄く、内面下半に

強くヘラ削りを施す。日縁部も器壁が薄く、端部をわずかに上方に摘み上げる。56は外面に横方向の

粗い叩きを施す甕である。日縁部の仕上げも粗 く、成形時の叩き目が部分的に残る。57・ 58は胴長の

甕である。内面にヘラ削りを施すが、器壁はあまり薄くない。弥生時代後期後半～古墳時代前期に位置

付けられる。61～ 64は高杯である。61は複合口縁壺の口縁部形態を高杯に適用したもので、日縁部内

面の稜線が、50の壺よりやや鋭く、日縁部の広がりが 50と 比べてやや控えめとなる。杯部外面はヘラ

削りを留め、矮小化する。62は口縁部が斜め上方に直線的に開く形態。63・ 64は高杯脚部で、63は杯

部との接合部が細 く、脚柱の大部分は中実で、裾はあまり開かない。脚柱部下端に小さい穿孔を施す。
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64は接合部径が広 く、脚柱部は裾に向かって直線的に開く。脚端部は強く屈曲して接地するが、接地

部の器壁は薄く、端部は尖 り気味に終わる。脚柱中ほどに透かしの円孔を巡らせる。63は古墳時代初

期頃ごろ、64は古墳時代前期に位置付けられる。

59。 60は鉢である。59は大型鉢で、「く」の字口縁で肩が張る胴部形態を留める。弥生時代後期後半

から終末期に位置付けられる。60は皿状の小型鉢で、古墳時代初期頃に位置付けられる。

以上の最下層出土土器は、弥生時代後期後半～古墳時代前期の時期幅がある。

一下層出土の土器一

67～ 88は下層出土の土器である。67は弥生時代中期中頃の壺口縁部で、器面が強く摩滅する。混在

品である。68～ 71は壺である。68は広口壺で、日縁端部を上方に摘み上げる形態、69は複合口縁壺で、

日縁屈曲部から上が長く立ち上がる形態である。70は小型複合口縁壺で、日縁屈曲部は器形の屈曲が

退化し、突帯貼付に置換する。71は細頸壺胴部で玉葱状を呈す。

72～ 74は甕で 72は弥生時代後期後半の「下川津 B類」甕、74は厚手で下方へ突出する底部形態を

もつ弥生時代終末期頃の甕である。75～ 78は鉢である。75は「く」の字口縁、76は屈曲口縁で、い

ずれも大型の鉢である。77・ 78は皿状の鉢である。これらの鉢は、弥生時代後期後半～終末期に位置

づけられる。79～ 82は高杯である。79は杯部から口縁部への屈曲が弛緩し、日縁部が斜め上方に直線

的に延びる形態で、弥生時代終末期から古墳時代初期と考える。83は壺胴部片で、外面に簡略化 した

弧帯文線刻が残る。84は体部にタタキロを残す製塩土器脚台片、85は焼成前穿孔の甑である。86～ 88

は須恵器壺・杯である。杯部と天丼部との境の段が弛緩するが、日縁端部は拡張面をもつ。和泉陶邑窯

跡 TK10併行期である。

下層からは弥生時代後期から終末期にかけての土器が多く出土したが、実際には一旦埋没した溝状遺

構の再掘削に伴って混在した遺物が含まれることから、少量の須恵器がこの下層の時期を示す遺物であ

る可能性が高い。

―中層出土の遺物―

89～ 96が中層出土の土器・土製品である。89～ 93は、弥生時代後期から古墳時代前期に位置付け

られる土器で、94の 7世紀後半の須恵器が当該層位の時期を示すものと考える。95は輔羽口と推定す

る土製品で、段を介して炉壁に取 り付ける形態と推定する。96は管状土錘である。SH001出土の土錘

と異なり、細長く、小口に面をもつタイプである。

一上層 。最上層出土の遺物―

97～ 101は上層、102・ 103は最上層出土の遺物で、いずれも須恵器である。6～ 8世紀の須恵器が多いが、

このうち 97・ 98は 9世紀頃の須恵器で、遺構の最終埋没時期を示す。

一B地区出土の土器―

104～ 111は B地区西 3出土の土器・土製品である。土器の時期幅は 11区 と同様、弥生時代中期～

古墳時代前期で、古墳時代後期の須恵器が少量ある。111の土錘は SH001の 出土品と同形態で、器壁

が厚 く、長さが短いタイプである。

一石器―

112～ 115は サヌカイ ト製打製石鏃である。長さ2～ 3.5cmの 小型鏃で、いずれも平基式である。

116はサヌカイト製の打製石剣先端部片である。117はサヌカイト製打製石庖丁で、長さ 10cm未満の

小型品で、左右両端に扶 りを有する。厚みは lcm以上あり、大きさの割 りに厚い形態である。素材剥
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64   
最下層

第 32図 SD001出土遺物 (1)(1/4)

0         10cm

土器 (1/4)

片は、板状の大型剥片から底面及び先行剥離面を背面に取 り込んで剥離するため、先行剥離面の打点位

置が横方向に大きくずれる。

118～ 120は砥石である。118は流紋岩製の小型手持ち砥石で、研磨面が多数残る。使用により極限

まで消耗したものである。119は器面に気泡状の風化が進む凝灰岩系石材の砥石である。120は大型の

砥石で、砂岩製である。

一木製品―

SD001最下層の窪みより出土した木製品が 2点ある。121は、膝状に湾曲する直径約 12cmの広葉樹

材の一端に、鉄製工具で伐採 した痕跡を留める木製品である。長さ93.lcmで 、同時に出土した木鍬の

組合せ反り柄として使用するために加工できる大きさを備える。122は アカガシ亜属の板目材を加工し
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第 34図  SD001出土遺物 (3)(1/4)

104

107

0         1ocm

土器 (1/4)

第 35図 SD001出土遺物 (4)(1/4)

た組合せ式木鍬の未製品である。長さは 76.9cm、 幅は 8.8cm、 厚さは 1.2cmを測る。図上側の基部付

近の厚みは lcm、 下側の刃部では 0.3～ 0.5cmと 非常に薄い。基部は幅 3～ 4cmと 細 く、下に向かっ

て身幅を広げ、緊縛用の突起を 1箇所作 り出す。他辺の突起は見られないが、加工途上に欠落した可能

性が高い。刃部側縁も片方は丁寧な仕上げ加工を施すが、もう一方は素材の板材面を残すなど、完成前

の失敗品であった可能性が高い。123～ 153は、最下層の溝状遺構底面に打ち込まれた状態で出土した

本杭である。下端を鉄製工具で丁寧に加工した芯持ち丸太材 (126は 分割材)で、径 1.3～ 4.6cmの 大

さのものがあるが、2cm前後のものが多い。下端部は、ベース層中の礫に当って、不規則に折れ曲が

るもの (127)や、先端部に平坦面を持つもの (124・ 125。 129。 133な ど)がある。樹種は、ヤブッバ

キやサカキといったツバキ科が 19本 と最も多く、ブナ科のクヌギ 。アカガシの 7本が次ぐ。そのほか、

ムクロジ 。タイミンタチバナ等、堂山山塊東裾の当遺跡周辺に育成する木材を使用している。
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第 36図 SD001出土遺物 (5)(2/3・ 1/4)
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第 37図 SD001木製品出土状況 (1/30)、 木製品 (1)(1/4)
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0         10cm

木器(1/4)

SD001ラベ事選」鴇 (2)(1/4)

SD004(第 40図 )

11区南東部で、SD001か ら北に派生 し、直線的

に走行する溝状遺構である。幅は 1～ 1.3m、 深さ

0.45～ 0.6m。 延長 37mを 検出し、さらに北に延

びる。dラ インでは、断面がV字形となるが、その

他の箇所は端正な逆台形で、底面の幅は 0。75～ 0.85

mと 一定する。SD001の 項でも触れたが、SD001

最下層の時期に併存 して、分岐する。埋土は、下

部に灰白色系・黄灰色系粘質土が堆積 し、部分的

に砂質土が混 じる等、穏やかな流水を示す堆積状

態である。埋土上部には、黄橙色系土ブロックが

多量に混じる埋め戻 し土を認める。ただし、分岐

点に近い f・ gラ インでは、埋め戻 し土が底面ま

で達 しており。SD001の 最下層の埋め戻 しと連動

する可能性が高い。出土遺物は少ないが、 bラ イ

ン付近で弥生時代後期後半の甕 (154)が 出土した。

出土層位は埋め戻 し土層の直下で、溝が機能停止

する直前の時期を示す可能性が高い。154は「下川

津 B類」の甕である。胴部下半のヘラミガキ範囲

が狭 く、ハケロが下方まで延びる。胎土中に角閃

石を多く含む。

SD006(第 41図 )

B区東 5で、SD001か ら北に派生 し、直線的に

走行する溝状遺構である。幅 0.3～ 0.5m、 深さ

0.08～ 0.45m。 延長 43mを 検出し、12区 を経て

さらに北に延びる。12区 では幅が狭 く、かつ深さ

が浅くなり、部分的に 2条に分かれる箇所もある。

SD001と 分岐する部分の断面は、幅に対 して深く、

4m北の iラ イン断面位置では、拳大の礫が溝底に

溜まっていた。第 41図に示すように、SD001の底

面にも礫がまとまるが、それより北側では目立っ

て礫が出土することはない。したがつて SD001か

らSD006へ の導水 (揚水)に は、礫を使用した堰

き止めが行われた可能性が考えられる。埋土は黄

色系の砂質シル トが主体で、一度に埋めたような

痕跡はない。埋土中より土器片が出土 したが、実

測可能な大きさではない。時期は不明だが、出土

遺物中に須恵器は含まない。
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S0004o‐ o'
1 25Y7/6灰 自色混じり明貴襦色砂■シルト
2 10YR6/1にぶい賞欄色混じり■灰色シルト
3 25Y7/3洩贄色粘質土
4 25Y6/1■灰色粘贅土
5 5Y771貴色混じり灰自色粘贅シルト
6 25Y7/1■ ■色混じり灰白色シルト

b型       _b.

S0004 b b
1 25Y7/6灰 白色混じり明責襦色砂質シルト
2 25Y6/3灰 色混じりにぶい■色帖■シルト
3 25Y6ノ2費欄色混じり灰費色粘質シルト
4 25Y6/1費 灰色シルト
5 25Y7/4洩 贅色砂費土
6 25Y8′ 1■色混じり灰自色粘質土
7 25Y6/4に ぶい費色粘質シルト

338

SD004● ●
.

, 25Y7/6灰自色混じり明貴襦色砂贅シルト
2 10YR5/4欄灰色混じ

`′

にぶい貴掲色砂質シルト
3 10YR6/1襦灰色粘質土
4 5Y7/1■■色混じり灰自色シルト
5 25Y6/1■灰色粘■シルト
6 25Y7′3減貴色粘贅シルト
7 25Y7/1朝貴襦色混じり灰自色粘質シルト
8 25Y7/8灰 自色凛 じり贅色砂■ シル ト

338
d一

SD004 dd.
1 25Y7/1■ 0■■色多く混じる灰自色砂質シルト
2 25Y6/2襦 色混じり灰貴色砂質シルト
3 25Y7/2日 色少し混じう灰貴色砂贅シルト
4 25Y7/3演 貴色帖費シルト
5 5Y7/1嗜相色 贅色混じり灰白色砂■シルト
6 25Y7/4浅 貴色帖質シルト
7 25YO/1明 費欄色混じり灰自色粘■シルト

338

S0004 e e.
1 10YR6/8貴 色プロック 灰自色混じり明■■色砂■シルト
2 75YR7/1明 ■灰色粘質シルト
3 10YR7/1灰自色砂■土
4 25Y6′ :責灰色帖■シルト
5 25Y7/4灰 自色混じり演責色粘質土
6 25Y6/1■ 灰色帖質土
7 25Y7/1費 色混じり灰自色粘質土

SD∞4f‐ f
l 10YR7/1茶 ■色混じり灰白色砂質シルト
2 10YR6/6■糧色混じり明貴相色砂■シルト
3 75YR5/1褐 灰色砂費シルト
4 10YR7/4褐色混じりにぶい費儘色砂■シルト
5 10YR7/6嗜掲色農じり明■■色砂質シルト
6 75YR7/1浅 貴橙色混じり明相灰色砂質シルト

SD004 8 8.
1 10YR7′ 1茶格色混じり灰自色砂贅シルト
2 10YR7/2灰襦色混じりにぶい貴橙色砂■シルト
3 10YR7/4灰襦色混じりにぶい■●色粘贅シルト
4 10VR7/6灰色混じり明贅欄色粘■シルト

lm

(1/40)

※網かけ部分は責色系プロック土による埋め戻し土目

SD004断面取得位置
土器(1/4)

第 40図 SD004断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)
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337
a          ― a

SD06 a・ a'

1 25Y7/3浅黄色砂質シルト
2 25Y7/2灰 黄色砂質シルト
3 25Y7/6明 黄褐色粘質シルト
4 25Y7/1灰 白色砂質土

b望 1  3~b'

337

SD06 c‐ c'
1 25Y7/6明責掲色砂質シルト
2 25Y7/4浅 責色砂質シルト
3 25Y7/2灰 責色砂質シル ト
4 25Y7/3浅 責色砂質シル ト

d望 1 _d,

ψ

SD06 d‐ d'

1 10YR5/2灰 責褐色粘質シル ト
2 10YR6/1褐灰色砂質土

SD06 b‐ b'

1 25Y7/4浅責色砂質シルト
2 25Y7/1灰 白色砂質シルト
3 25Y7/6灰 白色混じり明責掲色粘質シルト

SD06 e‐ e
l 10YR5/3に ぶい責掲色砂質シルト
2 25Y7/2灰 黄色砂質シルト
3 5Y6/1灰色砂質土

fi狙旦      ___f,

SD06 f・ f'

1 5Y6/1明 黄掲色混じり灰色砂質土
6 75YR6/8灰 白色混じり檀色粘質土 (地山 )

339
8~

一
g

339
h―

SD06 g‐ 3.
1 10YR5/6灰 白色砂混 じり黄掲色砂質シル ト
6 75YR6/8灰 白色混 じり橙色粘質土 (地 山 )

SD06 h‐ h'

6 黄灰褐色シル ト(地 山 )
13暗 灰掲色混砂質土
1413+灰 白色砂層
15暗 灰色細砂質土
16掲灰色混細砂粘質土

6 黄灰褐色シル ト(地山 )
14暗 灰褐色シル ト
15黒 褐色粘質土
16暗 灰色砂層
17黄 灰褐色シル ト(地 山 )+灰 色粘質土

0        1m

(1/40)

11区

′

珊

ＩＩ

躙

躙

Ⅲ

輔

＝

＝

晰

＝

皿

Ｅ
Ｏ
ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

SD006 2断 正面I図 (1/40)
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Sp008 aゴ じb.
1 25V6′ 1'灰 3●贅シルト
2 5Y6/1灰む帖■■
3 5Y7′ ,灰自色鸞砂鮨贅土

■ ●13■色土プロンク屁じる
b'

二ここ― d'

1 25Y7′ 2灰贅色砂ロ シル ト
2 10YR6/1■灰色粘■土
3 25Y6′

'貪
灰もお■■

4 75Y6/!灰 色
=砂
粘贅土

5 5V6/1灰色屁帖土砂

1 25Yア /4灰自 襦色屁 じり菫貴色 シル ト
2 5Y6/1灰しヽ■シルト
3 5Y7′ 1灰白色枯贅シルト
4 75Y6/1灰 色砂■ シル ト
5 25Y7′ 1灰 自色混砂枯■■
6 5Y7/1灰自色帖贅土
7 25Y7/2■ 6Eじ り灰,色鮎贅土

1 25Y7/3洩
'色

砂質シルト

2 25Y6/1■ ■色混じり贅灰色砂質シルト
3 25Yア /1■●農じり灰自色帖■シルト
4 10YR7′ 1灰 自色鸞砂市贅土

5 5Y7/1灰自色E"土
“

砂
6 25Y7′ 2灰貪●シルト

342
f  ―

1 25Y7/2灰 責色砂■シルト
2 25Y3/2灰 自EO■ シルト
3 25Y7/146Eじ り灰自色粘贅シルト
4 5V6′ 1灰色枯■土

5 5Y7/1灰自色混枯土綱砂

343
1 ~

8望
ヽ 葛 量 グ

Tピ

鉾   ド

恣魃
155

―
f.

1 25Y7/2灰 ●色趣●砂
2 10YR7′ 1●●Eじ り灰自色滉砂釉贅土
3 5Y7′ 1灰自白螂 贅士

S0008ヽい
1 25Y7′2灰 贄0砂質シルト
2 25Y7′ ,灰自色屁砂帖贅土
3 5V6/1灰色砂 (鮨山 )

, 25Y7/2明 貴薔色混じり灰責色砂贅シルト
2 25Y7/1浅 貴 襦色混じり灰白色粘■シルト
3 10YR7/1浅貪0混 じり灰自0■砂帖贅土
4 5Y7/1灰自混粘土議砂

344
k 
―

1 10YR7′ 1■色菫じり灰自色砂■シルト

2 25Y6′ 1明貴掲色混じり贅灰もお■シルト
3 75Y6/1灰 ●粘■シルト
4 10YR6/1■灰●壼砂帖贅土
5 25Y7/1灰 自色少し砂Eじ り鮨口土
6 5Y671灰色粘■■
7 5Y7/2灰白色E砂お費土
8 5Y771灰自色E砂帖質土

k'

1 25V6/1用■●02じ り貴灰色砂ロシルト
2 10YR6′ 1■灰色帖責土
3 5Y6′ 1灰B10枯贅上
4 5Y7/2灰自色潟砂帖質土

34.3

0        1m

(1/40)

驀日かけ部分は責色土プロックによる埋め戻 し土層

25Yア/6灰自色
=じ
り明責襦色0■ シルト

25Y7/221B贄襦色混じり灰贅色粘質シルト

2 5YO/1■ ●二じり,灰色粘ロシルト
5Y6′ 1灰色帖■シルト
10YR7ノ 1灰自●鮎■土
5Y7/1灰 自●濾帖土凛砂
5Y8/2灰 自●30お ■■
75Y6′ ,灰色砂■シルト

10YR6/1■ 灰も混砂粘費土

⇔

ド、ぅ
｀`
VイSB∞5｀IT~~~瓦

螢
4ヽ

ヽアは床土

0 5cm

第 42図 SD008断面図 (1/40)、 出土遺物 (2/3)

342
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SD008(第 42図 )

13・ 14区及びC区東 1・ 同区西 1で検出した溝状遺構である。南東から北西に向かって延びる。幅 1.2

～ 1.5m、 深さ約 0.5m、 延長 45mを検出しが、遺構はさらに北西に延びる。断面形は逆台形で、底面

の幅は 0.75～ 1.3mを測る。埋土下部は灰白色系砂質土で、穏やかな流水の状態を示す。埋土上部には、

黄橙色系土ブロックが多量に混じる埋め戻 し土を認める。SD004と 同様の埋没経過である。14区 では

部分的に南に派生する溝状遺構が取り付 く。底面が南から北に下ることから、南から北への排水路と推

定できる。出土遺物は少なく、時期決定の資料と

なる遺物はない。155は サヌカイ ト製打製石鏃で

ある。

SD012(第 43図 )

C区東 3で検出した溝状遺構である。幅 1.3m

以上、深さ0.13mで、南西から北東に流れる。断

面形は緩やかな浅い逆台形で、黒褐色系粘土層が

堆積する。出土遺物は少ない。156は弥生時代中

期の壺である。胴部に櫛描直線文及び刺突文を回

らせる。157は弥生時代後期初頭の高杯口縁部で

ある。屈曲する日縁部上端外側を水平に大きく拡

張し、上面に浅い凹線文を施す。いずれも摩滅が

進行する破片で、遺構の所属時期を示すものでは

ない。弥生時代後期前半以後に機能した溝跡であ

ろう。

SD013(第 44図 )

C区東 5で検出した溝状遺構である。幅 1.Om

以上、深さ0.35mで、南西から北東に流れる。断

面形は緩やかな「 U」 字形で、黒褐色系粘土層で

埋積する。出土遺物はほとんどなく、土器片が少

量出土したに留まる。須恵器は含まないことから、

古墳時代前期以前の溝状遺構 と推定される。158

は埋土中より出土 したサヌカイト製の凹基式打製

石鏃である。

(4)古代以後

― ― S

リ

0          10cm

11区の溝状遺構 SD001は 、古代以後も一定期間浅い窪みとして存続した可能性が高いことを指摘 し

た。同様に浅い溝状遺構がそれに平行 して設けられ、周辺では条里型地割に沿った水路網が整備され

る中にあって、当該箇所は部分的に条里が乱れたエリアであった可能性が高い。条里方向の SD005は 、

古代以後のいずれかの段階で新たに掘削された溝状遺構で、これ以後周辺は条里景観に一体化すること

になったものと推定できる。以下、古代以後の遺構を報告する。

SK001(第 45図 )

12区北端で検出した小規模な土坑である。直径 1.lm、 深さ0.15mで断面は皿形を呈す。埋土は軟

378
N一

0       1m

(1/40)

｀
＼. 156

瑯
一Ｎ

第 43図 SD012断面図 (1/40)、

出土遺物 (1/4)

0 1m

-

( /40)

A,A
/t \1F\ ll'N).-ffi- ,&K\ffi6/"So, ,,,,sfm:
: 158 E#e/3)

ffi 44 g SD01 3 trf trtr (1 /4O),

HfiE+z (2/3)
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9

0        1m

(1/40)

第 45図 SK001平 0断面図

(1/40)

らかい土質の灰白色シルトで、黄色土小ブロックを含む。出土遺物は

ないが、埋土の状態から見て、近世以後の遺構と考えられる。

SD002 0 SD003(第 46図 )

SD001の北側 4～ 5mの地点を、lm間 隔で平行 して走行する 2条

の溝状遺構である。B区東 4では両遺構が接近して埋土を共有し、擁

壁状の石列が伴う。断面 U字形で、幅 0.3～ 0.6m、 深さ0.1～ 0.2m

を測る。埋土は灰白色 。黄灰色系砂質土層で、SD002の 方がやや褐色

味を帯びるものの、検出状況から見て、同時に使用された遺構と考え

ても矛盾はない。出土遺物は少ない。159。 160は SD002出 土の須恵

器杯で、9世紀前半に位置付けられる。161は SD003出 土の杯蓋、8

世紀前半期に位置付けられる。SD001の上層から最上層にかけての出

土遺物に似ており、9世紀前半期が SD001や、同一方向の溝状遺構の

埋没の下限時期と考える。

SD005(第 47図 )

SD002・ SD003埋没後に開削された溝状遺構である。調査範囲内で

唯一の条里方向の溝状遺構である。11～ 13区 に跨つて、延長 72m分を検出した。溝幅は 0.5～ 1.Om

で、部分的に 2条に分岐する地点もある。深さは 0.07～ 0.2mで、灰色・黄灰色系砂質シルトが堆積す

る。一度に埋められた痕跡はなく、むしろ穏やかな流水によつて埋没した遺構と考える。周辺の条里型

地割から復元した坪界線には合致しない。埋土中より162の須恵器高杯脚部、及び 163の須恵器不口縁

部片が出土 した。7世紀～ 8世紀前半期のものだが、SD002・ 003の所見より、9世紀前半期をさかの

ぼらない時期の開削と推定する。

S D007(第 48図 )

SD001の 南東部、SH002と 重複 して検出した溝状遺構である。SD005に 切 られ、SH002を 切る。

SD001と の関係は判断が難しいが、少なくとも灰色系の最上層検出面では SD007よ りSD001が上位に

ある。ただし、最下層上位相当の SD001 Aブロック遺物集中は、出土レベルから見てもSD007よ り下

位にあたる。つまりSD001の最下層埋没後、古墳時代の再掘削までの間に位置する遺構と考えるのが

妥当である。溝幅 0.3～ 0.4m、 深さ0.18mを 測る。埋土は灰褐色系で、SH002の住居跡壁板痕跡と同

様に掘り形内に細い板痕が残る。また、平面的にみて竪穴住居壁溝跡と比べて、遜色ないカーブを呈す

る。このことから、SH002と 重複してその北東側に、SD007を壁溝跡とする別の住居跡が存在 した可

能性がある。出土遺物はなかつた。

S D009。 SD010(第 49図 )

B区西 4で検出した溝状遺構である。SD009は調査区北西隅にあり、遺構の一方の立ち上がりが調

査区外に延びる。SD010は南東から北西方向に延びる溝状遺構で、溝幅 1～ 1.5m、 深さ0.lmを 測り、

北西に向けて幅広 く、かつ深くなる。11区では検出していないことから、上流側が削平されたものと

考える。埋土は灰色～灰褐色系粘質土で、一度に埋められた痕跡はない。出土遺物は SD009よ り須恵

器杯底部が 2点出土した。164は底面が平坦で、杯部が斜め上方に直線的に立ち上がる形態である。8

世紀後半期から9世紀前半期に相当する。165は高台付須恵器不で、高台部は杯下端部からやや内側に

寄る。8世紀前半期に相当する。これらの出土遺物は、SD001の上層 。最上層の出土遺物に類似するこ
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SD002
1 10YR6/1掲 灰色砂賞?シ ル ト
2 25Y6/1■灰色お■土
3 25Y7/471■ 色粘■土

SD∞2
1 10YR7/6明 貴掲色砂■シルト
2 10YR6/1襦灰色粘質シルト

S0002
1 7 5YR7/1明責褐色混 じり明褐灰色砂贅シ

2 10YR7/8灰 自色混じり贅僣色砂費シル ト
3 10YR6/1■色混じり掲灰色粘費シルト
4 10YR7/1灰 自色砂贅土

SO∞2

S0003

b=く
な ↓ノ ー ー ー ー

~~ヽ
幸
′ b.

―  d.

338

338

S0003
1 25Y6/1浅責色混じり責灰色粘質シルト
2 25Y6/2灰 責色砂質シルト

SD003
1 25Y6/1浅費色混じり■灰色鮎■シルト
2 25Y6/2灰 貴色砂■シルト

CSD∞
3
1 7 5YR7/1明襦灰色砂貿シルト
2 10YR7/1責 色混じり灰自色砂■シルト
3 10YRア /2にぶぃ責橙色砂貿シルト

SD003
1 7 5YR7/1明掲灰色砂質シルト
2 10YR7/1■ 色混じり灰自色砂■シルト
3 10YR7/2に ぶぃ責橙色砂質シルト

SD∞ 3
1 7 5YR7/1明襦灰色砂■シルト
2 10YR7/1■ 檀色 褐色混じり灰自色砂質シルト

1 10YR6/1明 贅鵜色混じり襦灰色粘買シルト
2 75YR6/1■ 色混じり褐灰色砂質シルト

33 7      SO∞ 2

338

1 7 5YR7/1明貴襦色混じり明褐灰色砂費シルト
2 10YR7/8灰 白色混じり贅書色砂費シルト
3 10VR6/1■ 色混じり書灰色粘贅シルト
4 10Yn7/1に ぶい贅檀色粘土混じり灰自色砂貿土

S0002                               e
l 10YR6/1,色 混じり掲灰色粘質シルト
2 75YR7/1■ ■色混じり明■灰色砂買シルト

SD002                                  f
1 25Y7/21n褐 色混じり灰責色粘■シルト
2 25Y7/1■も7Eし り灰自色砂贅シルト

SD002
1 灰褐色混細砂粘質土
2 11灰 襦色混相砂粘質土
3 褐灰色E砂粘質土
4 略褐色混綱砂粘質土+2
5 貴灰掲色シルト(地山 )

S0002
1 灰貴襦色シルト
2 灰襦色混餞砂粘費土
3 ■襦色粘■■ (地山〕

339
h―

8 :DT秩
貴色粘質土

2 晴灰色粘質土

SO∞3
4 灰貴襦色シルト(やや帖質土 )
5 灰色粘貿土
6 灰色砂層
7 略灰色粘贅土
8 赤襦色シルト+灰色粘贅土 (ク サリ礫含む )

10cm
一

==

161

|

0°

0

‖

一」

SD∞ 2・ SD003断面取得位置

ヽ
｀

9     5m

右図拡大範囲

(1ノ 10Ю )

第 46図  SD002・ SD003断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

(1/40)

土器 (1/4)

淑
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337
b―

337

1 25Y7/3浅責色砂質シル ト
2 25Y7/6明 責褐色粘質シル ト
3 25Y7/1灰 白色砂質シル ト

d望    _d,

337

338
f 
一

338

1 25Y7/3明 責掲色混 じり浅黄色砂質シル ト
2 25Y7/2灰 責色砂質シル ト
3 25Y7/1灰 白色砂質土

SD005 b‐ b.

1 25Y7/3浅 黄色粘質シル ト
2 25Y6/1責 灰色粘質土
3 25Y6/2黄 掲色混 じり灰責色粘質シル ト
4 25Y7/1黄 色混 じり灰白色砂質土
5 5Y6/1黄褐色混 じり灰色粘質土

1 10YR7/1浅 責色混じり灰自色粘質シルト
2 10YR7/6明責掲色砂質シルト

343                  ,
一――            一―― j

SD005 j‐ 1'
1 25Y7/2責橙色混じり灰黄色粘質シルト
2 5Y7/1褐 色プロック 浅責色混じり灰白色
粘質土

SD005断面取得位置

SD005断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

だ

SD005 k・ k

l 10YR7/1褐 色プロック混 じり灰白色砂質シル ト
2 10YR8/1灰白色粘質シル ト

162

≡≡三≡皇塁きヽ≡≡≡≡≡163
0          10cm

0       10m

(1/500)

SD005 d‐ d'

1 25Y6/1責灰色粘質シル ト
2 5Y6/1灰色砂質土

SD005 e‐ e'

1 25Y6/1責灰色粘質土
2 10YR6/1褐灰色粘質土
3 25Y6/2灰 黄色粘質シル ト
4 25Y6/1責 灰色粘質シル ト
5 5Y6/1灰 色砂質土
6 10YR7/8黄 橙色粘質シル ト(地山 )

1 25Y6/2明責褐色混 じり灰責色粘質シル ト
2 10YR7/1灰白色砂質土

口
同
又
図

1 25Y6/2明 黄褐色混 じり灰責色粘質シル
ト+10YR7/1灰 白色砂質土

1 7 5YR6/1掲灰色砂質シル ト
2 10YR6/1褐灰色シル ト
3 25Y6/2灰 責色砂質シル ト

0        1m

(1/40)

岡

――

‐―

土器 (1/4)

＼
＼

＼

　

　

ヽ

第 47図
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338

V

i nn

SD0091 .灰
色シルト

2 灰色砂贅土
3 灰色粘費土
4 略灰色粘費土
5 明灰色粘質土
6 灰襦色粘贅土
7 費掲色粘質土

b 340                    _ b.     

土器 (1/4)

SD0101 
灰責色粘質土
2 灰色帖質土
3 明灰褐色砂■土
4 灰襦色砂■土

0        1m

(1/40)

第 48図 SD007断面図 (1/40)

ヽ:
0         5m

(1/200)

とから、SD001～ SDCX13と 同時期に

機能した溝状遺構と推定する。

(5)包含層出土遺物

第 50図 に北地区の上面精査等で出

土した土器・土製品を一括して提示し

た。166～ 169は須恵器杯・皿である。

SD001を 代表とする溝状遺構の出土遺

物と同様の時期幅がある。166は古墳

時代後期の杯、167は 9世紀前半期の

杯、168は 8世紀前半期の不、169は

8世紀後半期の皿である。170は土師

質の飯蛸壺で、古代に通有の形態であ

る。171は輔羽口片である。高温操業

を反映して外面が一部ガラス化する。

第 49図  SD009・ SD010断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

｀
==:≡
≡≡:≡≡ヨ墓菖≡:::::戸

“
169

ゴ

Q^

171

第 50図 北地区包含層出土遺物 (1/4)

SD007

土器(1/4)
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第 3節 本郷遺跡南地区の調査

(1)概要と土層序

<概要>

本郷遺跡南地区は、予備調査で古墳時代の溝状遺構や河川跡を検出した北側 (Dl～ D3区、5～ 10区 )

と、予備調査で南北方向の条里型地割坪界線に相当する溝状遺構を検出した南側 (1～ 4区 )に分かれる。

北側の 5～ 10区 は、14～ 17年度に跨って、小刻みな調査区設定を行っており、Dl～ D3区 は平成

14年度、5～ 7区は平成 15年度、8。 9区は平成 16年度、10区 は平成 17年度に調査を行った。このよ

うに小刻みな調査区設定を行ったのは、官民境界部分の本体工事と発掘調査が併行して行われたことに

よる。南側では現況の地割りに沿って 1～ 4区 を設定した。このうち 1区については、田地割を境に北

側と南側に分かれる。主な遺構・遺物としては、北側 (Dl～ D3区、5～ 10区 )で は古墳時代の溝状

遺構の他に、縄文時代後期の堅果類貯蔵穴跡、晩期頃の溝状遺構や柱穴跡を検出し、県内でも数少ない

縄文時代の生活遺構の一角が明らかとなった。また、自然地形の窪み跡 SX103で は、旧石器時代～縄

文時代の尖頭器 。縦長剥片石核 。石鏃を含む、サヌカイト製の石器・剥片類が多数出土した。南側 (1

～ 4区)では条里地割に沿う溝状遺構の他に、旧石器時代のナイフ形石器や剥片接合資料を伴う石器集

中域や、古代以前の河川跡も検出した。

<北側 (Dl～ D3区、5～ 10区 )の土層序>

北側の調査区壁面土層にしたがつて、層位関係を説明する。Dl区西壁 (第 51図 )で は、地表下 0.5

～ 0.6mま で灰色系のシル ト層が水平に堆積する。その下位の 7・ 8層 は、黄褐色系シル トの北側への

傾斜を埋積する褐色系粘質シル ト層である。平面的な記録はないが、8層の南端に幅約 1.6mの溝状の

落ち込みが見える。これは 6・ 7区から連続する落ち込み地形 SX101で ある。一方、壁面南寄 りの 16

層は、Dl区から6区に続 くSD107埋土で、上部は水平に削られる。D2区西壁では中央やや北寄 りに

SD105断面が見られ、その北側は 10区北端と同様に、褐色系シルト層が広がる。SD105の南側は水平

堆積層が覆う。5区東壁では遺構が見られず、現耕作土を除去すると、その 0.2m下位にベースの黄褐

色粘土層が確認できる。なお、この黄褐色層中からはサヌカイト製剥片類が出土する。6区 (第 52図 )

は地表下 0.5～ 0.6mで調査区全面に SX101の黒色粘土層 (3層 )が広がる。壁面中央付近では、溝状

遺構 SD107が SX101の下位に認められる。両者の埋土は酷似 し、明確な層境を形成する訳ではない。

SX101を埋積する黒色粘土層 (3層 )は、SD107の すぐ北側で約 0.15mの 高まりを形成し、さらにそ

の北側では広く水平に堆積する。南側では SD107の近くで約 0。lmの窪みがあり、南に向かって緩やか

に上昇する。6区南壁ではその SX101は水平に堆積する。7区 (第 53図 )では、東壁で 6区から続 く

SX101(9'層 )を認める。また、9'層 の北端 (6区東壁の中央部付近に対応)に若干の窪みがある。

その窪みの南側はほぼ水平に堆積する。南壁では西から東に向かい緩やかに下降する SX101埋土を認

める。つまり7区では、北東及び南側中央部付近に地形の高まりがあり、その周 りの全面に SX101の

黒色系粘土～シルト層が堆積し、西壁際の河川跡 (SR101堆積層)の上部を覆うことがわかる。

以上の SX101と した広範囲の落ち込み地形は、部分的に傾斜をもちながらも、水平堆積として認識

できる箇所が多く、また層下面に細かな凹凸が見られる等、9。 10区の SX103上層に類似する点が多い。

SX103上層は後述するように水田耕土の可能性が高く、6。 7区 に広がる SX101も 水田耕土層として

位置付けるのが妥当である。8区 (第 54図 )では SX101を検出していないが、河川跡 SR101。 102の
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上部を覆う水平堆積西壁 6層は、7区から続くSX101と 同一層とみてよい。8区北東部が地形的にわず

かに高く、その付近に縄文晩期頃と推定できる溝状遺構 SD101や柱穴跡が存在する。また、SX101下

位の河川跡には、黒色系埋土の SR101と 、灰黄色系埋土の SR102があり、後者が古い。SR101は調査

区西側を蛇行して走行する状況が認められるが、SR102は、石器剥片類が多数出土した9区 SX103下

層と同様に、平面的な広がりが確認できないような幅広い河川域の最終埋没層である。9区 (第 55図 )

東壁では地表下 0.5m、 SX103と SD105を検出した。10区東壁では両者が同一層 (第 55図中段 7層 )

で埋没する状況を確認した。SX103の堆積状況を細かくみると、水平堆積部の端に0.04～ 0.05mの 高

|: |: |:

|

0       10m

(1/500)

Ю8区て

'2m81

第 56図 南調査区全体図 (1)(1/500)
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まりを認めることができる。これを畦畔と考えると、

SD105を 中心としてその南北に広がる水田景観を復

元できる。

10区南端部 (10-3区 )拡張 トレンチでは、現況の

条里型地割坪界線上に灰色系埋土の溝状遺構 SD108

を検出した (第 55図 5層 )。

<南側 (1～ 4区 )の土層序>

1・ 3区の東壁 (第 58図 )は、南北延長約 95mに

わたってこの地区の堆積状況を示す。厚さ0.3～ 0.5 X=14960

mの上部層を除去すると、南北方向に併走する複数

の溝状遺構が現れるが、遺構の最上部層 (1区 南 5

層など)は薄く水平に広がり、溝状遺構に切られる

河川跡 SR201の最終埋没の窪みをも覆う。溝機能時

の水田耕作に伴う堆積層と考える。その層を除去す

ると、黄橙色系粘土のベース層が現れる。黄橙色粘  X‐ 141940

土層 (第 58図 10・ 11層、第 59図 35。 38層)は「複

雑に灰色粘土が入り込む」という記録が残るように、

乾燥痕が明瞭な土層である。厚さ0.15～ 0.40mを 測

り、南に向かって緩やかに下降する。1区で出土し

た旧石器資料はこれらの層に含まれていたものと推

定する。2区では、水平堆積の上部層を除去すると、 x¬ 41920

条里溝跡 SD201が現れる。同遺構に切られる河川跡

SR201は、流水を伴わない黒褐色粘土で埋没する遺

構である。壁面で観察すると、埋土が北側に薄く広

がる。一方 4区では北 。西壁断面に河川堆積層が認

められる (第 60図 4区西壁 6層 以下、4区北壁 14

～ 19層 )。 平面プランは不明だが、SR201の蛇行部

分と推定できる。                 ~

(2)旧石器時代

<出土層位と分布>

1区北 。1区南で、条里溝跡内部や遺構面精査で

出土 した石器の一部に、明らかに旧石器時代の所産

と推定できる石器 。剥片類が 11点ある。調査記録等  X引
4i880

からその出土位置を推定すると、第 61図に示したよ

うに、 1区北調査区から 1区南調査区にかけて径約

20mの 範囲で出土した可能性が高い。これらは、出

土位置が一定範囲にまとまることや、接合資料が得ら

0       1om

(1/500)

|:
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第 57図 南調査区全体図 (2)(1/500)
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れたこと等から、遺構面の下位に旧石器時代の遺物包含層があり、遺構掘削や精査の過程で包含層から

遊離した遺物の一部を回収したとみるのが妥当である。包含層は、条里溝跡のベースとなる黄褐色粘土

層と推定される。乾燥痕が顕著で、やや硬質な粘土層である。第 59図の 1区南調査区北壁断面図では、

35・ 38層が相当する。なお、旧石器出土層の下位に、黄灰色砂質土層 (42層 )が存在する。この層は

写真で見る限り、ブロック状に介入する、やや白味を帯びた硬質の砂層である。近隣の旧石器時代遺跡

である中間西井坪遺跡においても旧石器包含層の下位に同様の土層が介入する。中間西井坪遺跡では火

山灰分析の結果、その介入層はAT火山灰の降灰層準であることが確認されている。当遺跡の 42層 も

類似した堆積状況からみて、AT降灰層準の可能性が考えられる。

く出土遺物>

172～ 182の うち、定型器種はナイフ形石器 1点のみである。172は長さ2 9cmの 小型のナイフ形石

器である。先端部付近を素材剥片の背面側から部分的にブランティングを行い、打面を除去し尖頭部を

作出する。背面のネガティブな剥離面は 3面あり、当該剥片の直前に剥離した剥片は、打面の位置が余

りずれていないが、それに先行する基部側の剥離面は、90° 違う方向からの打撃である。さるに先行す

る剥離面は当該剥片とほぼ同じ位置に打点を想定できる。素材剥片の背面側から加工する同様のナイフ

384 rEfi ltgr

3区  北壁

SD204  SD203   SD202

他はSD206

0          4m

(a1/40・ 横1/160)

l ll作土
2 5YR5/8明赤襦色砂買土 (床■ )
3 5YR3/3崎赤■色砂質土
4 10YR6/6明■■色砂質土
5 10YR2/2黒褐色砂質土 固い Fe Mn粒の沈着層 上部は25Y8/8■ 色
6 10YR4/2灰贅襦色粘質土
7 10Y4/1灰 色帖土 (かなリシルト■)
8 5YR3/3晴赤褐色組砂層 (上の方は若千おい)
9 5YR6/1■灰色口砂ましリシルト
10 7 5Yn4/3襦 色鮎質土 (駄m程度の■まじる)
1110Y5/,灰色粘土 (シル ト■ )
125Y7/1灰白色組砂層
135Y5/1灰色粘土
145003/1晴■灰色シル ト (颯砂層とのラミナ )
15 5YR3/1灰 自色薔砂層
16 5YR4/6赤襦色砂滉粘質土
17 5BG3/1晴青灰色シル ト 旧 砂層とのラミナ)
18 10YR5/6費襦色砂費土
19 10YR3/2黒襦色颯砂層
20 5YR3/4腱赤襦色砂混鮎質土
21 10YR5/6責襦色砂贅土 (ややおい)
225Y5/4オ リープ色組砂層
235Y6/1灰 色粘土
245Y4′ 1灰 色シル ト
25 10YR3/4崎襦色お土
265Y7/3浅 責色シル ト
275Y7/2灰 白色楓砂層
28 5YR4/1■灰色粘土
2925Y5/6贅 襦色粘質土
30 10YR6/1■灰色シルト (10YR3/1灰 自色シルトをプロックで含む)
3125Y5/1■ 灰色シルト
32 10YR4/6襦色粗砂層
335Y7ノ 1灰自色シルト
3425Y5/1■ 灰色シルト
35 10YR2/2黒綺色砂質土 やや灰色がかる 複雑に灰色粘土が入り込む
3625Y6/2灰 黄色檀砂層
375Y5/6オ リープ色岨砂層 小■混じる
38 10YR7/8責書色粘土 帖性強い (ヘース)
39 7 5YR5/4に ぶい掲色粘質土
40 5YR3/3晴赤■色糧砂層
41 7 5YR6/3に ぶ́い褐色粘贅土
4225Y6/1責 灰色砂質土
4325Y5/6貴 襦色粘土
44 10BG7/1明青灰色組砂層
4575Y8/3演 ,色粘土
4625Y8/2灰 自色粘± 6層 が漸移的に色調変化
475G6/1崚 灰色祖砂混じリシル ト
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形石器は、高松市中森遺跡 (信里編 2004)等に例がある。173は瀬戸内技法第 2工程によるファースト

フレークである。剥片背面に盤状剥片の打面を留め、打点部には打撃痕及び顕著な打瘤が残る。打面調

整は主に5回、図の下から上に向けて順次施す。剥片剥離後の加工は行っていない。174は剥片剥離の

素材となる盤状剥片と位置付ける。打面は石理に沿ったネガティブで平坦な剥離面で、打撃痕が複数残

る。剥片形状は扇形で、図の上側縁に自然面、下側縁に当該剥片の剥離に先行する調整剥離痕を認める。

調整剥離痕は、当該剥片の打面と同一面を打点をずらしながら打撃するもので、剥離前の石核調整と考

え喝れる。当該剥片の背面に残る大きな剥離面は、先行して剥離した盤状景1片のネガティブな剥離面で

ある。リング形状から見て、当該剥片とは打面を共有しない可能性が高い。したがって、塊状の大型の

母ギ|を打面を入れ替えながら交互に剥離する盤状剥片剥離作業が復元できる。

175ヽ 178は平坦打面をもつ横長剥片で、4片が剥離する面で接合する。接合状態の図をもとに剥片

求1離の流れを説明する。素材は石理にそって剥離した厚さ約 5cm以上の板状石核である。接合状態の

背面には当該 4剥片と剥離方向が等しい 2枚の剥離面が残る。これを a、 b面 とする。剥離面の切 り合

いから、aが先行する。いずれも打点は残っていない。一方、当該 4剥片の打面部には、当該 4景1片 と

は剥離方向が 90° 異なる3面のネガティブな剥離面が残る。これらをA～ C面 とする。A面が先行し、B、

Cの順で剥離する。A面は背面側の a・ b面に後出する。B面は石核の図上側を剥離した剥離面である。

b面で形成した平坦面を打面として裾広が り

の剥片を剥離している。その後、A・ B面境の

稜線付近を打撃して、178を 剥取する。178は

打面に A・ B面、背面に a・ b面 を留めた幅約

3cm、 長さ約 2cmの横長剥片である。その後、

打面を入れ替え、a面 と 178の ネガ面によって

生成された稜線付近を打撃 して C面 を剥離す

る。C面の剥片は幅 6cm以上で形状が整った

横長剥片と推定できる。その後、打面を入れ替

え、177→ 175→ 176の順で剥離する。以上の

剥片剥離のうち、C面の横長剥片及び 175につ

いては、長さが 6cm以 _11でナイフ形石器の素

材となり得る剥片である。打面も山形整形され

た稜線付近を打撃し、剥片形状は瀬戸内技法第

3工程による翼状剥片に近い。ただし、翼状剥

片に頻繁に伴う細かな単位の打面調整は見られ

ない。

179～ 183はその他の横長剥片である。打面

転移や打点が、石核上を左右にずらす作業を行

う横長剥片が目立つが、180に ついては、背面

の先行剥離面と同じ位置に打点があり、石核底

面が付着、山形稜線を打撃する点で翼状剥片の

特徴を備える。

「…

173

■・ 419∞∞   176

第 61図 旧石器分布図 (1/500)
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173

175+176+177+178

5cm

176

石器 (2/3)

175

や

第 62図

178

石器実測図
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/→
0             5cm

石器(2/3)

180

183

第 63図  石器実測図 (2)(2/3)

以上の剥片類及び剥片剥離作業は、調査状況から、必ずしも一括資料とは確定できないが、ファース

トフレークや、交互剥離による盤状剥片等の瀬戸内技法と、小型ナイフ形石器や交互剥離による剥片剥

離作業が共存する資料である。

(3)縄文時代

縄文時代の遺構・遺物は、Dl～ D3区、5～ 10区で出土した。第 64図の分布概要図に示したように、

縄文時代でも比較的古い段階の河川跡の上部埋没層 SX103下層や、後期の貯蔵穴跡 SK106、 晩期と推

定できる溝状遺構 SD105。 河り‖跡 SR102等がある。これらの遺構埋土は、いずれもベース層の黄色系

シルト層に良く似ている。黄色系土層は、平面的あるいは断面においても細分するのが困難な場合が多

い。 9区 と 10区 に跨って検出した SX103下層では、9区の黄色系シルト層の調査は不十分であつた可

能性もあるが、10区 に比べ、 9区の石器出土量が少ない。南西から北東に向かって包含層が傾斜する

ことにより、石器包含層がすでに削除されたと見ることもできる。なお、SX103の 河川岸跡は調査対

象地内に見出すことができない。調査範囲のベース層全体がこの河川跡の埋土と判断するのが妥当であ

る。また、河川跡 SR102は同時に検出した溝状遺構 SD101と 埋土を共有することから、縄文晩期頃の

河川跡と推定できる。ただ、SR102と した浅い堆積層は幅広い河川跡の最終埋没層である。先の SX103

下層とは別に、SR102下位の自然河川跡も複雑に重複 しているものと考える。7区の貯蔵穴跡 SK106、

8区の土坑 SK101等 は、これらの河川跡埋土を切って営まれた遺構である。

SK106(第 65図 )

7区北側で検出した貯蔵穴跡である。直径 1.25mの 円形で、検出面から底面までの深さは0.5mを測る。

断面形は逆台形で側壁に細かな凹凸があり、底面は平坦である。埋土上部は黄色粘土の基盤層に類似す

る土質で、やや白味を帯びる色調を呈す。埋土下部ほど褐色味が増し、検出面から0.3mで縄文土器 1

個体分を検出した。土器の下位は褐灰色シルト質粘土が堆積 し、底面付近で腐朽した堅果類を検出した。
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堅果類は遺存状態が悪く、種を確認するには至つていないが、底ni全面に薄く分布することを確認し

た。底面 F部のベース層は灰白色系の砂質シルト層で、現状では湧水はないぃ出土遺物としては、縄文

上器深鉢 1個体の他、深鉢頸胴部片 1点、底部片 1点がある。184は同縁部から底部までの部材が残る

14団体の深鉢であるが、llpl部下半は取り 11げ時に、11ごとlAl着 して取りLげたため、一部を図 ll復元し

ながら実測図を伯:図 した。図に示したように、肩が張るll・l部から頸部が直立、日縁上端に 4"i,サ子の山形

状隆起を備え、[]縁部 llドを大きく拡張して縁帯文を施すr)IJ縁部は RLの縄文を密に施し、隆起部に

渦巻、平端部に複線を大いヘラで線刻する.頸部外面は横方向の顕著なヘラミガキを施し、内漁iは幅広

「̈ ∞ v‐ 45′ 20(Ю

土坑

(SK105)
O

清跡

(SD105石器分布 )

~~ 
河川跡

(SX103下層石器分布 )

′。3国
第 64図  縄文遺構分布概要図 (1/500)
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1 10YR8/4浅責橙色粘質土 (下層に行くにした
がって漸移的に10YR4/118灰 色へ変化)
2 10YR4/1褐灰色粘質土 (シ ル ト質 )
3 5Y7/6責色粘土 (地山 )

ヽ
＼

第 65図 SK106平・断面図 (1/20)、

く軟らかい工具によるナデを施す。肩

部には渦巻をモティーフとした線刻を

施し、その下地には研磨痕が残る。底

部は径が大きい平底で、やや薄手に仕

上げる。底縁部は高台状の外下方への

張 り出しを認める。185は深鉢の頸胴

部片で、肩部の張りは 184と 比べて弱

い。186は厚さ約 2cmの厚手の底部片

である。184は 口縁部の縁帯文及び肩

部の渦巻文等から見て、縄文時代後期

前葉の津雲A式土器に相当する。県内

では善通寺市永井遺跡 (渡部編 1990)

や高松市小山南谷遺跡 (片桐編 2007)

等 12例 がある、平野部で遺跡が一様

に増加する時期である。

土器 (1/4)

出土遺物 (1/4)

／

一

５８

切

一

―‐

一

ヽ貌

(1/20)
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SK101及び周辺柱穴群 (第 66図 )

8区の東側中央付近で検出した楕円形土坑と、その周辺に広がる 10基からなる柱穴群である。SK101

は長さ 1.46m、 幅 1.Om、 深さ約 0.lmを 測る浅い土坑である。埋土は上層が明黄褐色粘性シルト、下

層が灰黄色粘性シルトである。掘り方中央やや南寄りに、187の叩石が立った状態で出土した。叩石周

辺を精査すると、灰色粘質シルトが柱痕のように円を描くことから、元来、柱穴であつた可能性が考え

られる。そのほかの柱穴跡は、直径 0.3～ 0.7mで収まり、その一部では埋土中よリサヌカイト製石器

が出土した。187は SK101で出土した叩石である。石材は緑色岩で、図の下端に敲打痕を留める。

SK105(第 66図 )

9区で検出した円形土坑である。直径は約 1.lm、 深さは 0.13mで、ベース層に類似した黄橙色系粘

土層が堆積する。断面形は台形で、底面は平坦である。出土遺物はなかった。埋土の特徴から縄文時代

に所属するものと考える。

〇
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年

1 10YR7/6明 貴襦色粘性シルト
2 25Y7/2灰 贅色粘性シルト
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″
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0        1m

(1/40)

(9
SK101断面取得位置および周辺柱穴跡 (1/100) |
楽()内は日査時の■●●■

“

０
‐ｓ

a里22 SK101

罵よJ

0
第 66図  SK1 01・ SK105平・断面図 (1/40)、

石器 (1/3)

出土遺物 (1/3)

187
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SD101(第 67・ 68図 )

8区で検出した溝状遺構である。自然河川跡 SR102の東肩部ラインから連続 して検出した。埋土は

SR102と 共有することから、分岐する遺構と判断できる。幅は 0.6～ 0.7mで北東方向に流下する。埋

土中から多数のサヌカイト剥片類が出土し、少量の土器片や焼土粒が伴う。断面形は逆台形で、検出面

からの深さは 0.2mを 測る。埋土はベースの黄橙色粘質シルト層に似た黄色系粘質シル トで、上部はや

や白味が強く、下部ほど橙色味が強い。底面付近に堆積する粘性の強い第 67図 3層は、弥生時代以後

の遺構であれば黒色系となる場合が多いが、この遺構では橙色味が一段と強い。

出土遺物の分布を第 67図に示した。全面にわたって遺物が分布する様子が窺える。なかには焼土粒

も含んでおり、この遺構の直近に居住域を想定する必要がある。先の土坑 SK101や柱穴群は、状況的

に見て同時に存在 した可能性が高いものと言える。188。 189は縄文土器片である。188は器壁が極端

に薄く、表裏に横方向の研磨を認める。縄文晩期前葉から中葉にかけての黒色磨研系の浅鉢と考える。

189は強く摩滅する土器片で、図の上部が大きく膨らむ。縄文後期の縁帯文系土器の混在品と考える。

190～ 196はサヌカイト製石器である。190は長さ 12.5cm、 幅 3.8cm、 厚さ0.6cmの 打製石庖丁状石器

である。製作工程を復元すると、次のとおりとなる。図の上が素材剥片のネガ面、下が主要剥離面に当

る。主要剥離面側は素材の形状を整えるための初期剥離を行い、厚みを一定に仕上げる。その後背部・

刃部に幅 1～ 1.3cmの調整剥離を横方向に連続して施し、形状を整えた後、背部を敲打し刃潰しを行う。

刃部端に使用痕が見られないことから、刃部側の細部調整は再調整後と推定できる。なお、素材面の一

部に、線状痕を伴う強い摩滅痕がある。通常、線状痕は縄文期の打製石斧に多く見ることができる使用

痕である。つまり素材剥片を整形した後、打製石斧として使用する局面があり、それを転用して刃部調

整を行った可能性が考えられる。191～ 195はサヌカイト製石鏃である。いずれも平基式で、長さ 2.3

～ 2.5cmと小型である。194は平面形が五角形を呈す。この形式は縄文時代晩期前葉～中葉に多く、土

器の年代観と矛盾 しない。196は剥片の一辺に表裏両側から連続的な刃部加工を施したスクレイパーで

ある。SD101は 、出土遺物からみて縄文時代晩期前葉～中葉、つまり突帯文土器出現以前の溝状遺構

とみてよい。

SR102(第 69図 )

8区 自然河川跡 SR101に 先行する河川跡である。SR101と 比較して浅いのは、当該河川跡が元来幅広

い河川域をもつ古い時期の河川跡で、その最終埋没層だけをSR102と したことによる。幅は 0.8～ 4.0

mと 一定せず、埋土は橙色系砂質シルト層である。図に示したように、主に北側で微細な土器片や石器。

剥片類が出土したが、実測可能な遺物はなかった。SD101と 埋土を共有することから、縄文時代晩期

に所属するものと推定する。

SX103(第 70～ 72図 )

9区東側から 10区 にかけて検出した落ち込み状遺構である。南北約 20m、 東西約 1l m、 深さ約

0.lmに暗褐色砂質シル トが広がる。10区調査の結果、この暗褐色砂質シル トは古墳時代の溝状遺構

SD105と 埋土を共有し、平面プランもSD105と 90° で接続する等、互いに関連する遺構であることが

明らかとなった。一方で、9区調査中には埋土中にサヌカイト製の石器 。剥片類が多数出土し、当初は

旧石器時代から縄文時代の古い時期に相当する堆積層という想定も行っていたことから、10区調査で

はベースの黄色系砂質シルト層を掘り下げ、石器分布及び堆積状況の確認を行った。その結果、SX103

の範囲で出土した石器は、元来縄文時代以前の河川堆積層に包含するもので、その河川跡の上部埋没層
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第 67図 SD101断面図・遺物出土分布図 (1/40)
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第 68図 SD101 出土遺物 (1/4。 2/3)

が SX103の位置と概ね合致することが判明した。つまり、河川跡の窪みが古墳時代頃の水田耕作の田

地割 りに微地形として影響を与えたことが推定できる。この最終埋没層をSX103ド層として取 り上げ

る。

10区東壁断面 (第 70図 )において石器出土状況を詳細に検討する。図の 9層 までは古墳時代に所属

するSX103の堆積層である。12・ 15・ 19層は石器を多数含む黄橙色系シルト層である。その下の 13・

14層は灰白色系のシルト層で、石器分布の中央付近で下方に窪む状況が認められる。石器は少量 しか

出上しない。さらに下の 16層 (灰 白色砂層)も 下方に窪む状況を確認し、河川堆積層と判断したが、

石器は全く出「Lし ないことがわかり、調査は 16層途中で中止した。ただし、北側に分布する 5層は 16

層より下位に相当するが、自色に風化した旧石器の可能性が高い石器が 1点出土した。5層からはこの

1点 しか出上しないことから調査を中断したが、周辺の 5層中に旧石器が含まれる可能性も考えられる。

出tし た石器には石鏃・尖頭器・楔形石器に類似する縦長テ1片石核 。縦長剥片・スクレイパー等があ

る(,こ れらは白色・灰色に風化するものや、ハリ質安山岩の剥片を含んでおり、綾川町西末則遺跡の石

器プロック出土の石器群 (小野 2005)や坂出市加茂明神原遺跡出土の石器群 (香川県 1987)等縄文時

代でも古い段階に想定できる石器群の様相に類似する.

ここでは、SX103か ら出土 した遺物にその遺構の所属時期を示す良好な遺物がなかったことから、

SX103に影響を与えた下位の自然河川跡最終埋没層出土の石器群をSXlo3下層出土遺物として報告す

ることとする。SX103の上位で出土した准f器には縄文時代後期～弥生時代の遺物が混在する。

<SX103出土遺物>

197ヽ 214は サヌカイト製打製石鏃である。197・ 198は長さ約 2 5cmの 平基式石鏃である。197は素
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第 69図  SR102断面図・遺物出土分布図 (1/50)

材面が摩滅しており、打製石庖丁もしく

は打製石斧を転用 した石核から剥離 し

た剥片を素材とするものである。199～

202は 長さ 1,7～ 1.9cmの 小型の平基式

石鏃である。203～ 207は 1.1～ 1.7cm

の超小型に相当する凹基式石鏃である。

特に 203・ 204は長さより幅カサてい形態

で、県内ではあまり例がない。坂出市大

浦浜遺跡 (真鍋編 1988)。 り‖津東山田遺

跡 (森下友編 2002)等 、縄文時代前期

ごろの遺跡に散見できる。一方、坂出市

羽佐島遺跡 (渡部編 1983)等の縄文時

代早期以前の遺跡ではこの形態の石鏃は

含まれない。208～ 212は長さ1.8～ 2.Ocm

の凹基式石鏃である。213・ 214は長さ

3cm前後の凹基式石鏃で、かえりが長

い形態である。

215は 白色風化が進んだ長さ3.7cmの

尖頭器である。216・ 217は剥片の一辺

に連続的な刃部加工を施 したスクレイ

パーである。

218は暗灰色系のサヌカイトを素材と

する縦長剥片石核である。石理に反して

剥離した大きな剥離面を打面とし、側縁

に大小の調整剥離、下端に敲打状の調整

を施して石核形状を整え、短辺側を作業

面にして縦長剥片を剥ぎ取る。作業面に

は、打面側だけでなく、下端部側からも

∫

終 る
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第 71図 SX103出土遺物 (1)(2/3)

剥離した痕跡がある。これは、打面転移したものではなく、打撃の際に台石等を使うことで、下縁から

の反作用によって剥片が剥離された痕跡と見ることもできる。このように下縁部からの剥離方向をもつ

石核は、備讃瀬戸島嶼部の資料や高松市蓮光寺山遺跡 (香川県 1987)。 赤子谷遺跡第 1地点等に散見で

きる。

219・ 220は 白色に風化する縦長剥片である。打点周辺が潰れ、敲打に近い打撃であったことがわかる。

221はハリ質安山岩製の不定形剥片である。これも打点付近が潰れており、敲打状の打撃が想定できる。

222と 223は縦長剥片石核と縦長剥片の接合資料である。片面に自然面を残す板状石核の小日面を作

業面とし、分割した平坦面を打面に設定して、石核幅一杯のサイズの剥片を剥取する。223に は下端部

に反作用と見られる下方からの小剥離面が観察できることから、台石等の存在が想定できる。

以上の SX103下層石器群については、一部弥生時代の混在品の可能性がある石鏃を除くと、他の遺

跡の事例から考えて、縄文時代早期～前期頃に位置付けるのが妥当である。ただ、当石器群の時間幅を

見積もる材料に乏しいことから、同時期のセット関係は明確でない。

石器 (2/3)
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第 72図  SX103出 土遺物 (2)(2/3)

(4)弥生時代以後

弥生時代以後の遺構は、古墳時代の溝状遺構、条里地割に沿う古代～中世の溝状遺構、自然河川跡、

その他の近世に所属する土坑や、古墳時代から古代の落ち込み状遺構等がある。

以下、土坑、溝状遺構、落ち込み状遺構、河川跡の順で報告する。

`

鷲
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SK216

4区で検出した土坑である。直径 0.9mの円形を呈 し、深さ0.25mを 測る。断面は逆台形で埋土中よ

り近世備前焼揺鉢が出土した。内面に細かな摺目を施し、赤褐色系に焼き締まる。19世紀以後の所産

である。

SD105 0 SX106。 SA101 0102(第 73。 74図 )

9区、10区、D2区 で検出した溝状遺構である。幅 0。9m、 深さ0.2～ 0.25mで断面形はU字形を呈

す。延長約 35mを検出した。底面のレベル差から見て、D2区→ 10区→ 9区の順に流下する。9区で

は、溝状遺構北側に隣接 して不定形な落ち込み遺構 SX106が伴い、遺構の南側には柵列跡 SA101及び

SA102が伴う。また、9。 10区で確認した SX103は、10区の断面観察の結果、当該溝状遺構と埋土を

共有することから、同時期に機能した遺構と判断できる。埋土の上層は、灰褐色系砂質シル トが 0.1～

0.15m堆積する。この層が SX103と した落ち込み遺構や、SX106と した不定形落ち込み遺構に連続す

る。埋土下層は灰白色 。褐灰色砂層が薄く堆積 し、穏やかな流水の痕跡を留める。10区から9区東半

分にかけては、上下層間で多数の礫が出土した。これらは、遺構内に人為的に配置した礫ではなく、崩

落した状態で出土 している。礫の分布が一定範囲にまとまることから、直近に礫を使用 した構造物が

存在した可能性が考えられる。SX106は長さ約 3mの不定形落ち込みである。底面で柱穴状の窪みを 3

～ 4基検出した。断面精査の結果、柱痕に類似する直径 0.07～ 0。15mの粘性土を検出した。木杭等が

付属 した可能性が考えられる。南側の SA101は 、5基の柱穴跡で構成される柵列跡である。溝状遺構

との間隔は約 1.8mで 、並びは直線的ではなく、ジグザグになることから建物跡に伴うものとは考え難

い。柱穴跡埋土断面には直径0.lmの柱痕が明確に残 り、やや粘性を帯びた黄橙色系シルトで裏込めする。

また SA102は 2基の柱穴跡で構成され、堆積状態は SA101と 一致する。

以上の調査内容から見て、SD105を灌漑用水路跡と仮定すると、南北に広がる SX103は 隣接する水

田耕作土の最下部、SX106は北側水田からの排水調整施設、柵列 SA101は 南側の畦畔等の押さえの矢

板固定柱列等に復元すると理解 し易い。なお、7区 に広がる SX101を水田耕土とした場合は、当該溝

状遺構がその導水機能を果たした可能性が考えられる。埋土中から弥生土器片も出土したが、ここでは、

遺構の機能廃絶時期を示す須恵器を提示 した。225。 226は 7世紀中葉頃の須恵器杯蓋である。227～

231は埋土中から出土した石器である。227～ 229は 弥生時代に所属するサヌカイト製石鏃で、227は

長さ4.8cmの 大型品である。230は両端に扶 りをもつサヌカイト製打製石庖丁で、自然面を大きく残す。

231は片面に顕著な砥面を残す砂岩製砥石で、中央の稜線を境に2面に分かれる。

SD102 0 SD103(第 75図 )

9区南側から一部 10区西端にかけて検出した、併走する2条の溝状遺構である。SD102は幅 0.5～ 0.65

m、 深さ0.06～ 0.12mを 測る。埋土は灰白色～灰褐色系の締まりのない軟弱な砂層である。SD103は

幅約 0.8mで、肩部が不定形な溝状遺構である。深さは 0.06mと 浅い。埋土はベースの黄橙色細砂に似

て、やや粘性の強いシルト層である。これらの溝状遺構は出土遺物がなく、時期は不明だが、走行方向

が北から約 10° 東偏し、周辺の条里型地割に概ね合致することから、古代～中世の遺構と推定する。

SD106

6区西壁に沿って検出した溝状遺構である。6区西壁は周辺の条里型地割の方向と合致しており、当

該遺構も条里に沿う溝跡と評価できる。幅 1.6m分 を検出したが、西肩は調査区外に延びる。深さは約 0.5

mで、小礫を含む明青灰色粗砂で埋没する。出土遺物は陶磁器類が出土したことから、近世以後に所属
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土器(1/4)
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0
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魃―蛯
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5cm

石器 (2/3)

230 匡コ 摩減

第 74図 SD105出土遺物 (1/4・ 2/3)

する.

SD107(第 76図 )
Dl区 、6区で検出した溝状遺構である。幅 145m、 深さ0.1～ 0.25mで断面は皿型を呈 し、一部

では底面に凹凸を認める。土層序の項でも説明したように、6区東壁では古代以前の落ち込み状遺構

SX101の堆積層の下位に、極めて類似 した黒褐色系粘質シルトの埋土をもつ、当該遺構断面を確認し

ている。走行方向は古墳時代の SD105と 比較して、やや北方向に振れるが、ほぼ同一方向に走行する

溝状遺構とみて良い。出土遺物がなく、詳細な時期は不明だが、SD105と 同様に水田耕作土層の可能

性が高いとした SX101に関係する溝跡と判断した。

SD201-SD204 0 SD206(第 77ヽ 79図 )
1区 と2区の境、及び 3区 と4区 の境が現在の条里型地割における坪界である。SD201～ 204・

SD206は その坪界線付近で検出した 4条の溝状遺構である。SD201は坪界線の西側で、その他は東側

で検出した。SD201は 2区の北壁及び南壁で断面を記録 している。これによると、幅 2.4m以上、検

出面からの深さ0.35mを 測る大型の溝状遺構である。一方、SD206は主に 3区で検出した溝状遺構で、

231

石器(1/4)

-83-



1 10YR7/1灰 白色細砂混じり極細砂
2 10YR7/1灰自色糧細砂 しまり良い

―
1 10YR7/4に ぶい責植色細砂混しリシルトわずかに粘性 Mn多く含む
2 10YR8/3浅黄橙色粘性シル ト

371

7 5YR7/1明 格灰色綱砂混じり極細砂
7 5YR7/1明 褐灰色極細砂 Mn多 く含む
7 5YR7/2明 撮灰色細砂混じリシルト Mn多 く合も

c,           d 371                 d.

―
1 10YR7/2に ぶい贅檀色極網砂

0        1m

(1/40)

第 75図  SD102・ SD103断面図 (1/40)

1 25Y3/2黒褐色粘土
■25Y5′ 6贅褐色粘土 (地山北側に広がる)

2

耕作土
褐灰色シルト

淡灰襦色シルト

談責掲色シルト

弱略灰褐色シルト+贅■色シルト (Mn.Fe含 む)
略灰褐色シルト+責掲色シルトSD107
責褐色混佃砂粘質土+灰 自色混砂粘■土 (地山)

第 76図 SD107断面図 (1/40)

1 25Y7/8責 色砂質土
2 25Y6/3に ぶい貴色樹砂層
3 5YR4/8赤襦色組砂層 (Fe Mn)
4 25Y8/4淡 責色砂質土
5 25Y7/1灰 白色糧砂層
6 25Y6/8明 責襦色岨砂層
7 537/1明 青灰色シルト混組砂層

lm

(1/40)

第 77図 SD201断面図 (1/40)

SD202～ 204に 先行して同一方向に流れる。断面記録から見て、SD201か ら続 く溝跡である可能性が

高い。ここでは、SD201と 206を 同一の遺構として取 り扱う。つまり各遺構の重複関係からSD201・

206の埋没後、重複のない SD202～ 204が開削されたと考える。これらの遺構は、いずれも淡黄色や灰

色を呈す砂層・砂礫層で埋没することから、流水を伴う溝跡と推定できる。図に示したように SD202

～ 204は 、今回の調査範囲においては、溝幅、深さともほぼ共通し、遺構の重複関係がないことから、

同時並存の可能性が高い。

出土遺物は、弥生時代の土器や石鏃等の石器が混在するが、SD203で は 239～ 242の 8世紀の須恵器、

SD204で は、237・ 238の 9世紀前半期の須恵器、SD206で は 246の 8世紀後半期の須恵器等が遺構の

存続時期を示している。この中で、241は皿底面に墨書が残るが、文字は判別できない。
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376

377

379
d―一一

38.8

203

377
b―

第 78図  SD202-SD206断 面図 (1/40)

SX101(第 80・ 81図 )

6・ 7・ 8区、Dl区で検出した落ち込み状遺構である。図上では、7区中央部から6区南半にかけて走

行する流路跡のように表示しているが、実際には 7区全体から8区の北端部にかけて広がる遺物包含層

と同一の褐色・灰色を呈する粘性の堆積層である。7区では部分的にトレンチを設置し、下部の状態を

確認した。その結果、東西方向に走行する当該落ち込み状遺構の最深部を検出している。ただし、6区

の調査区壁面ではその最深部がなく、埋土が類似する SD107が 、当該遺構堆積層の下位に位置するの

みである。したがって、7区 トレンチで確認 した最深部は、SD107か ら分岐して北西方向の SR101埋

没後の窪みへ向かう小流路跡であった可能性が高い。

SX101の 出土遺物は、249～ 252の 弥生土器、及び 253の 円筒埴輪片等が混在する。253は周辺の丘

陵部に古墳が存在した可能性を示すものである。255は 7世紀の須恵器、256は 8世紀の須恵器、254。

257は 8世紀後半期～ 9世紀の須恵器である。これらの須恵器が当該落ち込み状遺構の存続時期を示す

ものと考えられる。

1 10YR4/2灰 責褐色粘質土
2 10Y4/1灰 色粘土 (か なリシル ト質 )
3 5YR3/3暗赤掲色粗砂層
(上の方は若干粘い)
4 5YR6/1褐灰色粗砂まじリシル ト
5 75YR4/3掲 色粘質土
(5cm程 度の礫まじる)
6 10Y5/1灰 色粘土 (シ ル ト質 )

7 5Y7/1灰白色40砂層
8 5Y5/1灰色粘土
9 5BG3/1暗青灰色シル ト (粗砂層とのラミナ)
10 5YR4/6赤褐色砂混粘質土
11 5BG3/1暗青灰色シル ト (tE砂層とのラミナ)
12 10YR5/6黄掲色砂質土
13 10YR3/2黒掲色粗砂層
14 5YR3/4暗赤褐色砂混粘質土

′

′

仁_b'
′

SD202

15 10YR5/6黄掲色砂質土 (やや粘い)
165Y5/4オ リープ色粗砂層
175Y6/1灰色粘土
185Y4/1灰色シル ト
19 10YR3/4暗掲色粘土
205Y7/3浅 黄色シル ト
215Y7/2灰 白色粗砂層
22 5YR4/1掲灰色粘土

0        1m
|

(1/40)

2325Y5/6黄 褐色粘質土
24 10YR6/1褐灰色シル ト
(10YR8/1灰 白色シル トをプロックで含む)
2525Y5/1責 灰色シル ト
26 10YR4/6掲 色粗砂層
275Y7/1灰 白色シル ト
2825Y5/1黄 灰色シル ト

SD204

SD203
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石器 (2/3)

SD201～ SD206出土遺物 (1/402/3)
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SD206

第 79図
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′

256

第 80図  SX101出 土遺物 (1/4)

一７
‐ノ．御

土器 (1/4)

247

SD201

SR101(第 82図 )

8区西壁際から7区北西隅にかけて検出した自然河川跡である。幅 6m以上、深さ 1.lmを 測る。著

しく蛇行し、8区南西隅で最も広 く検出した。また、8区西壁際の中央、北端、7区西壁際南端、北端

等で東肩部が少しずつ検出される。8区南西隅の河川形状を見る限り、それぞれの肩部確認地点を蛇行

の東頂部と捉え、12～ 15m単位で波状に蛇行する流路形状が予想される。

断面図 (第 82図 )で は、1～ 4層 までが水平堆積のシル ト層である。これらの土層は河川跡埋没後

の水田耕作土の可能性が高い。その下位に、5層の灰白色細砂が 0.28mの厚さで堆積する。この層は均

質な砂層で、洪水等によリー度に堆積 したものと推定する。同様に 14層 も均質な砂層が一度に堆積 し

ており、その下位の 15層 中には木片や堅果類等を多く含む泥炭質堆積物が多く見られた。木片はすべ

て自然木で、加工痕をもつものはない。

1～ 15層が SR101の堆積層だが、16・ 17はベース層に類似する灰黄色系シルト層で、SR102の最終

埋没層である。この層は縄文晩期頃と推定した SD101の埋土に接続する。さらにその下位の 18層以降

一一
一一一一
・・一
纂

一

土器 (1/4)
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は、縄文晩期以前の河川堆積層である。20層は硬 く締まった明緑灰色極細砂層で、洪水堆積層の可能

性が高い。その下位の 24層 は、圧縮された状態で木の葉や堅果等の有機物が含まれる。この下層河川

跡の時期は不明だが、SR101の最深部の泥炭質土層 (15層 )と ほぼ同じ位置に泥炭層が形成されており、

全 く無関係に存在する訳ではないものと考える。縄文晩期に最終埋没を迎える SR102の河川機能時期

の堆積層とするならば、縄文後期頃の河川跡であつた可能性が最も高い。しかし、出土遺物がなかった

ことから、土壌分析用のサンプルは採取したものの、分析は行っていない。

SR101出土の遺物は非常に少なく、土器片が主に 15層で少量出土したに留まる。259は 弥生時代中

期の底部片で、258・ 261は後期前半期、262～ 264は後期後半期の土器である。これらは河川跡の存続

時期を示すものである。

SR201(第 83図 )

1～ 4区にかけて、著しく蛇行して走行する自然河川跡である。遺構ラインは必ずしも十分に記録 し

ていないので、断面図や写真記録から流路走行方向を推定すると、3区から4区に向けて走行 した後、

大きく蛇行 して 2区南東隅から 1区南へ向かい、1区南で再度蛇行し、2区北西方向に抜けるようであ

る。このような蛇行の形状は先の SR101と 良く似ている。埋土は上層に黒色・褐色系の粘土層が堆積 し、

下層に灰褐色系の粗砂層が 0.25mの 厚さで堆積する。粗砂層は洪水等によリー度に堆積 したものと推

定できる。

出土遺物は少ない。265は摩減が進む縄文土器深鉢片で、後期前葉に相当する。266は 弥生時代後期

前半期の壺である。これらの出土遺物からSR101と 同様に、弥生時代後期を中心とした存続時期が想

定できる。なお 1区北側では、黄色粘土層中に旧石器が含まれており、SR201のベース層は SR101と

異なって安定した粘土層である。このように、SR201は著しく蛇行する河川跡の平面形状や、洪水堆積

層を含む点等、SR101と 同一の河川跡であつた可能性が高い。一方で、SR101の下位に存在した縄文時

代後期頃と推定した河川跡 SR102に 相当する河川跡は、1～ 4区調査区範囲では見られない。

(5)包含層出土遺物 (第 84図 )

本郷遺跡南地区 (1～ 10区 。D地区)の包含層出土の遺物を一括 して掲載 した。このうち 268は 7

区包含層で出土した 9世紀前半期の杯底部片である。底面に判別不能の墨書が残る。279は 6区包含層

で出土したサヌカイト製打製石剣である。刃部の加工途上の破片で、側縁に整形の剥離痕が連続的に見

られるが、一部で剥離が深くおよび、器体が折れたものと考える。281は サヌカイト製石庖丁状石器で

ある。長さ 1lcmの完形品で、側縁に自然面を留める。刃部は角度の深い加工を連続的に施しており、

摩滅は顕著でない。刃部再加工後の状態と推定する。7区包含層で出土しており、時期は不明である。

282・ 283は 出土位置から見て、SR201に 含まれる可能性が高い石器である。282は サヌカイト製打製石

庖丁片、283は、加工状態が 279の打製石剣に類似するサヌカイト製石器だが、先端部が湾曲すること

からスクレイパーとしている。
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第 4節 本郷遺跡北地区溝状遺構出土杭材の樹種同定分析結果

株式会社古環境研究所

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料

試料は、本郷遺跡より出土した弥生時代後期後半期～古墳時代前期前半期に所属する溝状遺構の護岸

杭列の杭材 31点である。

3.方法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 日と同

義)の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって 40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形

質および現生標本との対比によつて行った。

4.結果

第 5表に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect.Aegi!ops ブナ科 第 85図

横断面 1年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道管が、単独でおよそ放射方向
に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、

本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、 径 60cmに達する。材は強靭で弾力に富み、

器具、農具などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen.Cyclobalanopsis ブナ科 第 85図

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。道管は単独で複合しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイ

ガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径 1.5

m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性が強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

クスノキ科 Lauraceae 第 85図

横断面 :中型から小型の道管が、単独および 2～数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管の周囲を鞘状に軸方向柔細

胞が取り囲んでいる。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔のものが存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部の 1～ 3個程度が直立細胞から

なる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。上下の縁辺部に直立細胞がみられる。

以上の形質よリクスノキ科に同定される。クスノキ科には、クスノキ、ヤブニッケイ、タブノキ、カ

ゴノキ、シロダモ属などがあり、道管径の大きさ、多孔穿孔および道管内壁のらせん肥厚の有無などで

細分できるが、本試料は道管径以外の点が不明瞭なため、クスノキ科の同定にとどまる。なお、本試料
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は道管径の大きさから、クスノキ以外のクスノキ科の樹種のいずれかである。

ムクロジ Sapindus rnukorossi Gaertn.ム クロジ科 第 86図
横断面 :大型でやや厚壁の道管が単独もしくは 2～ 3個複合して年輪のはじめに配列する環孔材である。晩材部では小型で薄壁の

やや角張った道管が数個おもに放射方向に複合して散在する。軸方向柔細胞は早材部で周囲状、晩材部では数列幅で帯状
となって接線方向に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は同性である。小道管の内壁にらせん肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は、同性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。放射組織の外形はいびつである。

以上の形質よリムクロジに同定される。ムクロジは本州 (茨城県、新潟県以南 )、 四国、九州、沖縄

に分布する。落葉の高木で、高さ25m、 径 lmに 達する。材はやや軽軟で脆弱な材で、器具、家具な
どに用いられる。

ヤブツパキ camellia japonica Linn.ツ パキ科 第 86図
横断面 :小型でやや角張った道管が、単独ないし2～ 3個複合して散在する散孔材である。道管の径はゆるやかに減少する。
放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は9～ 30本 ぐらいである。放射組織は平伏細胞と直立細胞か

らなる異性で、直立細胞には、大きく膨れているものが存在する。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅である。直立細胞には大きく膨れているものが存在する。

以上の形質よリヤブツバキに同定される。ヤブッバキは本州、四国、九州に分布する。常緑の高木で、

通常高さ5～ 10m、 径 20～ 30cmである。材は強靭で耐朽性が強く、建築、器具、楽器、船、彫刻な

どに用いられる。

サカキ Cleyera japonica Thunb.ツ パキ科  第 86図
横断面 :小型の道管が、単独ないし2個複合して密に散在する散孔材である。
放射断而 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く50を越える。放射組織は平伏細胞、方形細胞、直立細

胞からなる異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で単列である。

以上の形質よリサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑

高本で、通常高さ8～ 10m、 径 20～ 30cmである。材は強靭かつ堅硬で、建築、器具などに用いられる。

ヒサカキ属  Eurya ツパキ科 第 87図
横断面 :小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く50を越える。放射組織は平伏細胞、方形細胞、直立細
胞からなる。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅で、多列部と比べて単列部が長い。

以上の形質よリヒサカキ属に同定される。ヒサカキ属にはヒサカキ、ハマヒサカキなどがあり、本

州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑の小高木で、通常高さ10m、 径 30cmである。材は強さ中庸で、

器具などに用いられる。

タイミンタチバナ Myrsine seguinii Lev.ヤ ブコゥジ科 第 87図
横断面 :小型で角張った道管が、単独あるいは 2～ 3個放射方向および不規則方向に複合して散在し、全体に放射方向に配列する

傾向を示す散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で極めて高く、鞘細胞を有し、 3～ 6細胞幅である。

以上の形質よリタイミンタチバナに同定される。タイミンタチバナは、近畿以西の本州 (千葉県以西)、

四国、九州、沖縄に分布する。常緑の大低木または高木である。

ムラサキシキブ属 Cal!icarapa クマツヅラ科 第 87図
横断面 :小型で丸い厚壁の道管が、単独あるいは2～ 4個放射方向に複合して散在する散孔材である。
放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管相互ないし道管と放射組織間の壁孔は、小型で密である。放射組織は異性である。
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接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。直立細胞からなる単列部が長い

以上の形質よリムラサキシキブ属に同定される。ムラサキシキブ属には、ヤブムラサキ、ムラサキシ

キブなどがあり、北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。落葉ないし常緑の低木から小高本である。

5。 所見

同定の結果、本郷遺跡の杭材は、コナラ属クヌギ節 4点、コナラ属アカガシ亜属 3点、クスノキ科 2

点、ムクロジ 1点、ヤブツバキ7点、サカキ 11点、ヒサカキ属 1点、タイミンタチバナ 1点、ムラサ

キシキブ属 1点であった。最も多いサカキと続くヤブツバキは、強靱かつ堅硬な材である。コナラ属ク

ヌギ節は概して弾力に富んだ強い材で、コナラ属アカガシ亜属はきわめて硬堅な材である。クスノキ科、

ヒサカキ属は概して強さ中庸の材と言える。ムクロジはやや軽軟で脆弱な材である。

コナラ属アカガシ亜属は、一般にカシと総称されるが、イテイガシ、アラカシなど多くの種があり、

イチイガシは自然度が高いが、アラカシは二次林性でもある。コナラ属アカガシ亜属、ヤブツバキ、サ

カキ、ヒサカキ属、クスノキ科は温帯下部の暖温帯の照葉樹林を形成する要素であり、遺跡の立地する

地域には基本的に分布する。コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキがあり、乾燥した台地や丘陵地に

生育し、温帯に広く分布する落葉広葉樹で二次林要素でもある。ムクロジ、タイミンタチバナは、温帯

下部の暖温帯から亜熱帯に分布し、ムクロジは日あたりのよい適潤地を好む落葉広葉樹で、タイミンタ

チバナは林内に生育する常緑広葉樹である。ムラサキシキブ属は温帯を中心に広く分布する落葉ないし

常緑の広葉樹である。

以上、多様な樹種が杭材に使われているが、いずれの樹種も温帯及び温帯下部の暖温帯照葉樹林域に

分布するものばかりであり、遺跡周辺あるいは近隣よりもたらされたとみなされる。
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資料         結果 (学名/和名 )

700  2“κ″S Sect И鱈′′9が
701   2“ικ

“
S SCCt И鱈llops

702   2:``κぶ Sect И箸′ノ9μ9

703   Cra17ι rrJノαρο″たα Thunb

704   S夕ρJ77″6″ :′κο′οss,Gacnn

705   0″
`〃
ねノ″ο′たα Lhn

706    Cα 277ι〃fαプqρο″IC・α Linn

707  2“κ″s SubgCnの cわ bο′α″のsお

708  Rqρα″αια″″i1/●ノfα Mez

709    Lauraceac

710    Cα PPI′〃Jα,製ο″′Cα Linn

7H   C′ζッιrrJブ q′ο″たα Thunb

712   21`θ rCt`S Subgcn Cκあbα /r7″9′sお

713      Lauraccac

714   Ca″
`′

″αプψο″たα Linn

715   ヽ t″″′ο″′εα Thunb

第

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

サカキ

ムクロジ

ャブツバキ

ヤブツバキ

コナラ属アカガシ亜属

タイミンタチバナ

クスノキ科

ャブッバキ

サカキ

コナラ属アカガシ亜属

クスノキ科

ヤブツバキ

サカキ

5表 本郷遺跡における樹種同定結果

資料         結果 (学名/和名 )

716   C/“ソ′′ηブψο″たα Thunb          ‐ナカキ

717  Cαノ′た″′フα              ムラサキシキブ属

718  6α′″ιノノ′αノ″ο″
'Cα

 LInn        ヤブツバキ

719   αの夕 ′́ηο′
'た

′Thunb         サカキ
720  C/q、 ,ι″ルρο′つたα Thunb        サカキ

721   C′′″ι′ノ′αブψο″たα Linn         ヤブツバキ

722  0ンικパ SCCt/響 jあハ         コナラ属クヌギ節
723   C/り

`′

可″ο″たα Thunb         サカキ

724   0″ノノ′αプのο″た4 Linn          ヤブッバキ

725   Craッ″αプ4ノ,ο″た′Thunb         サカキ

726  a″να                ヒサカキ属

727   Cicッι′
`ヵ′

,ο″′ια Thunb          サカキ

728   ②
``κ
tt Subgcn oィ ′οわσ″″″sお     コナラlllアカガシ]il14

729   C/りι
“
ブ《′ο″たα Thunb         サカキ

730  Cゎで
“
力PοlllCa Thunb        サカキ
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第4章 川原遺跡

0                     100m

(1/2000)

第 88図 調査区及び予備調査 トレンチ配置図 (1/2,000)

第 1節 川原遺跡 1～ 41ズの調査

(1)概要と土層序

川原遺跡は、平成 14年 度に ,'備 1]‖ 介を

実施し、本調査範 LIlを確定 した後、官民境

界構造物工事箇所を先行して本調査に着「

した。平成 14年 度に発llII調 査を実施 した

箇 Ph‐ は、 市道 lytiり「 l・F円 座線より南の 1ヽ 3

区である.1区 は東側の境界部分の中高3ヽ

5m、 延長 50mで設定 した調査 |〈である

2区 は西側中央部の境界部分の中‖3 nl、 延

長 16mで設定した調査 lκである 31κは 2

区南側に同幅で延長 22mで設 ,と した IJ対 介

区であるぃ平成 17年 度には、市道 lllリト坪

円座線から南の残地 (用地本体部分)すべ

てを4区 として設定した.

1 ・ 21κでは、 寸i道ソЧナけli Pl座線からlll

に 30mの 地点で、東西方向に走行する溝

跡を検出したぃまた 1区ではその溝状 j量構

の北約 12mに 溝状遺構があ り、その溝状

遺構間が古代南海道推定線に合致すること

から、南海道側溝と位置付けて調査を進め

ている。その後、平成 17年 度の 41κ の i〕封

査では、南北の溝跡が平行に走行するもの

ではなく、道路側溝として位 ittlNlけ ること

が困難となった..

ただし、当該地は、自然地理学のI調 査成

果に基づくと、占代南海道及び粂11!11地害1

の余剰帯が最も顕著になられる部分に相
l`(

し、道路跡の存在が確実視されている

"iサ

サi

であったため、溝状遺構を中心とした1董構

内容ではあったものの、層位的調査や ll仲 |

の記録等、調査の進行に慎重を期した .

第90ヽ 921メ|は調査区壁面の ll層 li」 f求で

ある。41{西側のJヒ壁断由iは 、 市道 lllサト1平

円座線から南に 5mの地点で、それに｀14行
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する土層断面である。1～ 5層は、近年までの水田耕作に伴う耕土や床土で構成される水平堆積層であ

る。6・ 7層は溝状遺構 SD03・ SD04の埋土で、灰色シルト及び灰色砂層で構成する。東側の 16・ 17層 は、

すぐ西側の 9。 10層で構成する畦畔で区画された水田耕土で、近世以降に所属するものと推定する。そ

の下位にある 18層 は、溝状遺構 SD07に 関連する埋土である。ベースは黄灰色シルト質粘土層である。

4区中央付近の南北断面図を作成し、 第 90図 として、SD12部分の拡大図を添えた。4・ 5層 は、4

区西側北壁の 16。 17層から続く近世以降の水田耕作土である。調査区北端から13mま で水平に堆積 し、

9。 10層の畦畔を経て、南の SD12南肩部付近まで続 く。この水田耕土に網目を掛けたが、その後の調

査で中世までの溝状遺構はすべてその下位で検出している。

4区西壁は、土層①に不定形落ち込み遺構 SX06が、②に溝状遺構 SD12、 ③に SD02。 SD03が掛かる。

断面③の中ほどに、柱穴跡が 1基掛かる。調査範囲内では柱穴跡は存在しないことから、調査範囲西側

に建物跡等の遺構が広がつている可能性がある。これらの遺構の上部は、近世以後の水田耕土が水平堆

積する。

4区束壁断面においても、近世以後の水田耕土層が広範囲に堆積する。ただし、 4区の西側に比較し

て、遺構面が西から東に向かって傾斜することから、SD03・ 09や SX05と いつた溝状遺構や落ち込み

状遺構の堆積層が厚く、近世以降の水田耕土層より下に前後関係のある複数の土層が堆積する。このう

ち、16～ 34層 は SD08。 SD03・ SD09の 堆積層で、互いに関連しながら埋没する様子が窺えることか

ら、これらは同時期に存在したものと推定できる。一方、SX05は これらの溝状遺構の堆積層より古く、

細かな土層堆積が見られる。しかし、断面図からは、SD12が完全に埋没した後に、若千上部が削られ、

その後にSX05が堆積した状況を読み取ることができる。

なお、SX05の 上位には、近世以降の水田耕土に伴うか、あるいはそれ以後の畦畔 (も しくは段差 )

がある。この地境は、4区中央付近南北断面図の 9層や、4区北壁断面の 9層 にも対応するものと判断

できる。つまり、近世以後、現代までの間に、 4区の北東部に、周辺よリー段低い水田が営まれていた

可能性が高いものと言える。

(2)溝状遺構

SD01(第 93図 )

4区北西付近で検出した溝状遺構である。幅 0.15～ 0.2m、

深さ0.06mと細く浅い。埋土は灰白色系、灰黄色系シル ト層

で、西北西方向に走行する。西側はやや深めで、東ほど浅く

なり、延長 5m付近から途切れる。出土遺物はなかった。4

区西壁断面では、SD02と 一体化 し、重複 しない。後述する

幅広い SD02の流路域に包括される遺構と考える。

SD02 0 SD17(第 94図 )

(1/40)

第 93図 4区 SD01断面図 (1/40)

302          ,
a~三
ヽ豊グ=~a

SD01

b7げ

SD01
7 5YR7/1明 掲灰色粘質シル ト
25Y7/1灰 自色粘質土
25Y7/2灰 黄色粘質シル ト

lm

4区北西から南東に流下し、4区中央部付近で東方向に屈曲する溝状遺構である。さらに SD03と接

近した後、南東方向に向きを変えた後、すぐに東方向に変化して流下する。1区では確実にこれと組み

合う溝状遺構は検出できていないことから、調査区境で途切れるものと推定する。SD03と接近した後

の流路をSD17と して別の遺構番号を与えたが、全体図を作成する過程で SD02と 同一の遺構と判明し

た。

最も溝幅が広い 4区北西部で、幅約 4mを 測るが、東部では急速に幅が狭くなる。深さは 0.lm以下
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と浅く、灰色・灰黄色系砂もしくはシルトで埋没する。なお、

体化する。出土遺物はなかった。

a  9Ξ
=_==_==ミ ミと二

=三
二三こ]乙三ニコ奎

====二
≦≡
=フ
==ミこここここラフ==二 =´

′ニニー a

Eヨ 石
S002

1 10YR7/1明 責褐色混じり灰自色砂質土
2 25Y3/6明 責褐色混 じり責色粘質シル ト

25Y7/6明 黄褐色粘質土
10YR6/6明責褐色砂贅土
25Y7/6明 黄褐色粘質土

―
SD02

1 10YR7/1灰 白色粘質土混じり細砂

f 322             ___f,        a

SD02
1 25Y7/2灰 責色粘質土混じり細砂
2 25Y6/1黄灰色小粒レキ混じり中砂 rttv,rttLlll脇鮨λ粗土   m

4区中央付近南北断面では、SD03と 一

b,望       b

SD02
1 10YH8/8贅 橙色粘質シル ト
2 10YR7/8責 檀色粘土

302                .

―
SD02

1 25Y6/1責 灰色中砂
2 25Y8/2灰 自色砂■シル ト

302                                  ,

SD03
1 10YR6/2灰責褐亀10砂混しり粘質土
2 10YR7/1灰 自色中砂
25Y6/2灰責色細砂混じり粘土
25Y6/1責灰色細砂混じり粘土
25Y7/1責橙色混 じり灰自色le砂混じり粘土

0       1m

~==~ 4

0            3cm

(1/1)

2/3・ 1/1)

第 94図  4区 SD02。 SD17断面図 (1/40)

S D03(第 95図 )

SD02と 平行し、東方向に流下する溝状遺構である。SD02と は逆に、西ほど浅 く細 く、東ほど幅広

となり深みを増す。 4区東端では SD09と 合流し、1区ではそのまま南東方向に流下する様子が窺える。

4区中央部付近の溝幅は 15～ 2mを測る。 4区東半では溝幅が 4mに広がり、SD09と の合流部では 5

mに達する。断面 dラ イン付近では、流路が埋土中で 2つ に分かれる箇所があり、 cラ インでは掘 り直

しの痕跡がある。埋土は灰色～灰黄色系砂質土で、溝底に粗砂 。中砂が堆積する。 4区東側では、調査

区東壁の断面に示したように、SX05か ら北への地形傾斜に伴い、SD07～ 09の流路域に包括され、底

面の凹凸の一部として、流路域を残すに留まる。埋土中かいは、14世紀頃の土師器杯や、同じ時期の

302

―
S003
1 25Y7/1灰 自色中砂
2 25Y6/1黄 灰色IB砂

302
d

b`坐三          b.

1 25Y6/1鈍い贅色～黄灰色砂混じり粘土

―
 d'

EEl 石

EEl i器

1 25Y6/1責 灰色粘土混 じり砂質土
2 5Y6/1 灰色砂質土
3 25Y7/1灰 白色細砂
4 25Y7/2灰 責色砂贅土
5 25Y6/2灰 責色細砂混 じり粘土

2と 同じ
25Y6/1責 灰色粘費土混 しり細砂
10YR6/1掲灰色砂質土
10YR8ノ 8灰自色 責橙色細砂混 じり粘土

(  `          3
0              5cm

|

石器 (2ノ 3)

第 95図 4区 SD03断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4
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十瓶山系須恵器碗が出土した。また、1368年初鋳の明銭「洪武通宝」が出土している。なお、川!il中 より、

小型のナイフ形石器が 1点出土した。長さ3.Ocmで サヌカイト製横長剥片を素材とする1)

S D04(第 96図 )

4区の SD03の北側で、概ね平行して検出した溝状遺構である.4「X西側では明確な遺構として認識

できるが、4区東側ではSD03の 幅広い窪みに包括される。最大幅は5mで、灰黄色砂質 llが浅く堆積

し、その下位に幅 06～ 09mの流路跡がある。4区東側では SD03と SD09の 中間に位置する溝状 i童構

が確認できており、そこに合流するものと推定する。出土遺物はなかった.

302

ａ．
　

１

２

25Y7/2灰 責色砂質土
25Y7/1灰 自色砂混じり粘土 0        1m

SD04b b           (1/40)

1 7 5YR7/1明 掲灰色粘■シル ト
2 10YR8/4浅 責橙色粘質シル ト
3 5Y6/1 明責褐色 灰色細砂混 じり粘質■
4 25Y7/2灰 責色砂混 じり粘貿土

302           ,

一

1 10YR5/1褐灰色砂質シルト

304

b302   __ b.

―
1 10YR5′ 1掲灰色砂質シル ト
2 25Y5/1責 灰色砂混 じり粘土

304

125Y6/1 黄色フロゥク混 じり黄
灰色粘質シル ト

2 10YR7/1黄 色フロック多 く含む
灰白色砂質シル ト

3 10YR6/1黒 褐色フロック含む褐
灰色粘質土

第 97図  4区 SD05断面図 (1/40)

302

―SD05

1 25Y7′ 2灰黄色粘士
2 25Y6ノ 1黄灰色粘土
3 25Y6′ 2灰黄色粘質土

f 303               1

ヽ
万

1 ,OYR5,2褐 色フロ″混 じ|,
灰責掲色砂質シル ト

2 10YR6/1 褐灰色細砂混 しり粘質土

0        1m
― ―

―

― |

(1/40)

第 96図  4区 SD04断面図 (1/40)

SD05(第 97図 )

重複関係から見て、今回検出した溝状遺構のうち、最も古い時期に位置付けられる遺構である.南 lll

から北東方向に流下する。幅 03～ 046m、 深さ0.28mを 測る。断面やや深めのU字形で、「 ll 11は ‖iキ

褐色系が主体である。ただ、埋土上部には黄橙色土プロックを多数含んでおり、人11:的 に埋められた痕

跡を認める。埋土中から、弥生土器もしくは土師器の破片が出土したが、図化できる遺物はなかった,、

後述するように SD12の 下層にも切られ、機能停止時に人工的に埋めた可能性があることから、SD12

の [1限時期を決定する可能性をもつ遺構である。今後の周辺地区の調査も注視すべき遺構である.,なお、

51えの SD14と 同一遺構である。

１〉
1 75Y6/2灰 ヤ,7色砂質シル ト
2 5Y6′ , 灰色砂質土
3 7 5YR4/2責 色フロック混 じり灰掲色
砂質シル ト

4 5Y5/1  責橙色フロ′ク混 じり灰掲色
砂質シル ト

5 25Y5/1 着色混 じり黄灰色砂質土

SD07(第 98図 )

4区北東部で検出した溝状遺構である。幅広い窪地地形の一つの流路底部であるⅢ
｀
14mi形は極めて

不定形で、南は SD09と 合流し、北では幅を減じながら西方向に延びる。西側での幅が 05ヽ ()6 nlで 、
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SD09付近の不定形部分の最大幅は約 3mと なる。深さは 0.12～ 0.2mで、埋土は灰白色系シル ト層も

しくは細砂層で埋没する。SD08・ 09と 4区東端では完全に一体化する。出土遺物は主に SD09と の合

流点付近で出土した。5は 12世紀頃の土師器杯、6は 9世紀頃の須恵器杯、7は 12世紀頃の土師器土

鍋である。また、8は初鋳 1111年の北宋銭「政和通宝」である。

298
b―

SD07
1 10YR7/1明責褐色 灰白色粘土混 じり砂質土
2 25Y7/1淡 責色混 じり灰白色細砂
3 5Y7/1 灰白色少 し粘った細砂

SD07 Aの 西側 (壁部分)

1 25Y7/2灰 責色粘質土
2 25Y6/2灰 責色細砂

0       1m

(1/40)

!OYR7/2鈍 い黄橙色砂質土
:OYR7/1灰 白色細砂混 じり粘土

0 3cm+
(1 /1)

第 98図 4区 SD07断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4・ 1/1)

SD08 0 SD09(第 99図 )

4区東端で検出した溝状遺構である。SD08は 北方向へ、SD09は 北西方向から南東方向へ走行する。

いずれもSD03や SD07と 合流し、幅広い窪地地形の流路底部をそれぞれ形成する。SD08は 4区北東

隅で、わずかに東へ立ち上がる肩部を検出したが、大半は 4区 と 1区の境の未調査部にある。1区では、

SD08と 平行 して走行する溝状遺構がある。その南端では東方向に流れを変化させており、SD08も 同

様に、SD03に合流する。SD09は不定形のままSD03に合流する。出土遺物は、主に SD03と の合流部

付近で出土した。9は、8世紀の須恵器杯高台部片である。10は 中国龍泉窯系の青磁碗で外面に鏑連弁

SD07

1 10YR7/1灰白色粘土混じり砂質土
2 10YR7/2鈍い責橙色砂質土

298d       ご

｀   ′

6

SD08
29.5

土器 (1/4)

SD09
,         29.8

0        1m

(1/40)

0        1m

(1/40)

ヽ    ′

9

0

土器(1/4)

第 99図  4区 SD08 e sD09断面図 (1/40)、

tl

3cm

(1/1)

出土遺物 (1/4・ 1/1)
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306

S012Eの 西アゼ

S012Fの 西 南北断面

SD12上層

SD12下層

■■ 石

SD12下層

135Y6/1 灰色砂質土
145Y7/1  晴襦色粒滉じり灰自色日砂滉じり粘費土
15 10YR5/1 褐灰色粘土
16 7 5YR7/1明 褐灰色粘質土
17 7 5YR7/1責 橙色フ

・口,ク、略縄色粒滉じりp25■灰色粘■シルト
18 10YR6/1■ 灰色粘土
195Y6/1 灰色粘■シルト
2025Y8′ 1鈍い■■色フロ,ク混じり灰白色砂質シルト
215Y6/1   貴書色7‐口,ク混じり灰色 砂買シルト

●～ヽ,)は花粉分析サンプル

1 5Y3/2 灰自色砂贅シルト
2 10YR7/4鈍い責橙色砂■シルト
3 25Y7/2灰 費色砂■シルト
4 25Y6/1 明贅襦色粒混しり責灰色砂■シルト
5 10YR6/1 ■灰色砂贅シルト
6 25Y5/1■ 灰色格土
7 5Y7/1 灰自色砂費シルト
8 5Y7/2 灰自色凛砂滉じり帖贅土
9 4と同じ
10 10YR7/1明貴襦色フロ,ク混じり灰自色砂質シルト
1125Y7′ 1灰自色口砂混じり粘賞土
1225Y6/1■ 灰色お土
13 10YR7/2鈍い貴橙色粘質土
1425Y6/1■ 灰色粘贅土
1575Y7/1灰 自色砂質シルト
165Y7/1 鴫費襦色混じり灰自色口砂滉じり帖贅土
175Y7/1 ■橙色混じり灰白色砂費シルト
1825Y7/1■ 色フロ,,混 じり灰自色砂質シルト
19 10YR7/1責橙色7Eじ り灰自色砂質シルト

SD12上層
SD12中層

1 10YR6/1 襦灰色砂質シルト  包含層C)層対応清
2 10YR7/3鈍い責祖色粘質シルト包含層③層対応■の下層
3 75YR6/4銃い橙色粘質シルト 包含層③層対応清の影口層 (Fe)
4 10YR7′ 1貴籠色糖混じり灰自色粘質シルト S012最 終埋没層
5 75YR5/3灰 白色混じり鶴い■色診■シルトSD12上 層上位
0 10YR6/1灰賛色、明責褐色フnラク滉じり襦灰色砂貿シルト
7 5Y6/1  ■襦色フ・口,ク混じり灰色粘■シルト
8 5Y6/1  オリーフ欄色粒混じり灰色粘■シルト
9 10YR5/:掲灰色粘土
105Y6/1 灰色績～中砂
11 10YR6/1灰贄襦色フロック混じり掲灰色砂質シルト
12 10YR6/1■色粒混じり襦灰色細砂混じり粘費土

304

2L 29

~~｀
7~~~

SX04
SX05 SD12南 北アゼ

2 5Y6/1灰 色砂■土 (綱砂)
3 5Y7/1■ 橙色少し混じる灰自色砂贅シルト
4 10YR6/1■ 灰色中砂
5 25Y7/6明貴襦色口砂
6 25Y6/,責灰色粘費シルト
7 10YR7/3鈍 い貴橙色中砂混じり枯■土
8 25Y7/1鈍い責掲色粒混じり灰自色砂■シルト
1025Y6/2灰 貴色砂贅シルト
1125Y7/2明 貴褐色混じり灰贅色細砂
8 10YR7/1晴 襦色、■檀色糧混じり灰自色砂贅シルト
9 25Y6/1■灰色砂■シルト

1025Y6/1略 ■色粒混じり責灰色砂質シルト
115Y7/2責燎色、腱責褐色粒混じり灰自色砂質シルト
1225Y8/1掲 色フロ,'含む灰自色砂質土 (a砂 )
1325Y7/1■ ■色粒状に混じる灰自色細砂
1425Y6/2明 責相色混じり灰責色砂■シルト
15 10YR6/1灰 白色フロック混じり褐灰色砂贅シルト
1625Y6/1晴 襦色、責橙色粒混じり贅灰色粘買シルト
175Y5/1灰 色粘土
1825Y7/2灰 黄色粘費土
195Y6/1灰色細砂混じり粘質土
20 10YR6/1暗 掲色粒多く含む褐灰色粘質シルト

25V8/1■色フロック混じり灰白色砂■シルト
5Y7/1 明責福色フロ,ク混じり灰自色砂■シルト
75Y6/1灰 色細砂混じり粘質土
1と 同じ

2,10YR7/1■ 橙色混じり灰自色砂質シルト
22 7 5YR5/1■ 檀色混じり

`灰
色粘■シルト

23 7 5YR6/1贅 祖色混じり■灰色粘質土
24 10YR6/1■ 灰色粘贅土
25 10YR5/1■ 灰色砂贅シルト
2625Y6/1■ 灰色砂貫シルト
2725Y7/1崎 褐色|1混 じる灰自色砂贅シル ト
285Y6/1灰 色砂質シル ト
295Y7/1貴 ●色混 じり灰白色粘贅土

SD17 SD19

0       1m

(1ノ40)

303
d  ―――

S012Z区 下層 西側のアゼ

303

25Y8/1明責襦色フロック 褐色粒混じり灰自色砂質シルト
5Y7/1 明黄襦色、鈍い贅橙色混じり灰自色砂■シルト
75Y6/1灰 色細砂混じり粘質土
6Y7/1 鈍い責橙色フロ,ク混じり灰自色調砂混じり粘■土

第 100図 4区 SD12断面図 (1/40)

SD12 Y Z同 下層
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文を施す。14世紀前半期頃の所産である。11は初鋳 1068年の北宋銭「熙寧元宝」である。

SD12(第 101～ 104図 )
1・ 2・ 4区で検出した溝状遺構である。周辺の条里型地割の方向に合致し、調査区を横断するよう

に、東西方向で直線的に走行する。最大幅は 3.7～ 4.3mで、深さは 0.73mを 測るが、断面観察により

3条の溝状遺構の重複が確認できており、ぞれぞれの遺構の大きさはそれより小さくなる。各層位の溝

底レベルとも、西が高く、東が低い。したがって、西から東への流水機能を想定することができる。当

該遺構とその他の遺構との重複関係は、2・ 4区で SD05を切って、4区東端では SX05に 切られる。な

お、本遺構の南を斜め方向に走行する、SD15と は直接重複しないが、埋土は当該遺構に類似 しており、

併存する遺構である可能性が考えられる。

当該溝状遺構の南側肩部で、長さ 1～ 3m、 幅 0.5～ 2mの張 り出し部を複数検出した。また、北側

肩部でも張 り出し部を 1箇所検出した。南側張 り出し部は、西から一つ日と二つ目の間隔が約 10m、

二つ目と三つ目の間隔が 20mで ある。また、二つ目と三つ目の丁度中間に、SD15と の再接近点がある。

三つ目の東 10mの地点は、1区 と4区の調査区境の未調査部となる。これらの張 り出し部が SD15と

関連するのであれば、南側肩部の張り出しについては、10m間隔の規格的な配列を読み取ることがで

きる。

SD12の埋土は上層、中層、下層の 3層 に区分可能である。調査に当っては、各層位ごとに掘 り下げ

を行っている。調査順にしたがい、上層から説明を加える。

上層は、溝幅の南側を中心に開削された溝状遺構である。幅 1.8～ 1.9m、 最大の深さ0.6mを 測る。

中層より溝底のレベルが 0.08～ 0.lm浅い。断面で見る限り、中層が完全に埋没した後に、開削した状

況が確認できる。埋土は、最下部に灰色系砂層が厚さ約0.03m堆積する。穏やかな流水の痕跡と見て良い。

その上部には、褐灰色系粘土層が約 0.lmの厚さで堆積 し、滞水状態を示す。その上部は、ブロック土

が混じるシルト層で、人工的な埋め戻しが行われたことを示す。特に最終埋没層は、ベース層である明

黄褐色土ブロックが多量に混じる整地土である。出土遺物は、主に埋土下位の褐灰色系粘土層付近で出

土している。

中層は幅 1.85～ 2.2mで、深さ0.6mを 測る。当該遺構幅が最も大きい時期である。下層が完全に埋

没した後に開削している。埋土は、最下位に灰色系砂質土が薄く堆積 し、流水を示すものと推定するが、

上層最下位ほどの明確な砂層堆積ではなく、bラ インのように砂層堆積がない部分もある。その上に厚

さ約 0.2mの 粘土層堆積があり、滞水状態を示す。その上位には、aラ イン 11層、bラ イン 13層、cラ

イン21層等の砂質土の堆積を認める。最終埋没は、ブロック土混じりの埋め戻し層である。出土遺物は、

主に粘土層堆積付近で出土した。

下層は、当該溝跡の中で、最も細 く浅い溝状遺構である。大部分が中層に南側肩部を切られるが、4

区西側の一部で南側肩部が残存する箇所があった。その部分で計測して、溝幅 1.13m、 深さ0.25mである。

埋土は砂層堆積がなく、最下位の土層が若干砂分が多い程度で、顕著な流水痕跡ではない。その上位は

ベースの明黄褐色系ブロック土で埋没する。出土遺物は主に砂質土上部で出土した。

南肩の張り出し部については、最も大きい西から二つ目の張り出し部を拡大して作図した。張り出し

部の断面形状は、南から北へ溝底が傾斜する。当該箇所は、張り出し部が北側にも付属する。さらにこ

の周辺に限って、溝状遺構本体から20cm程度の大きさの礫が多数出土した。断面図にも示したように、

礫は主に中層で出土している。また、礫は溝底に貼 り付いているのではなく、どちらかというと中層の
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中位付近で出土している。つまり、

埋土にブロツク土が多く混じる堆

積層中に礫が混在している状態で

ある。一方、南佃1への張り出し部

は、断面図のように溝状遺構本体

の上層と埋土を共有する。特に下

位の砂層 (5層 )も 張 り出し部ヘ

連続して堆積する。張り出し部か

らは礫も出土した。上層の張り出

し部の礫は、中層の礫と異なり、

溝底に貼 り付いた状態で出土 し

た。また、断面図に掲載した部分

とは別に、それと重複して東側に

もほぼ同サイズの張り出し部が認

められる。重複関係を明確に捉え

ることができなかつたが、東側の

張り出し部が先行して存在した 11‐

能性が高い。この先行する張り出

し部が中層に伴うものと考えるっ

一方、北側の張り出し部は長さ

lm、 幅 03m程度で、埋土中に

約 10cmの礫を含む。 ド層埋 ilを

除去 した後に検出したことか′)、

下層に伴うものと考えたが、中層

との重複関係については、明確で

はない。礫を埋土中に含む箇所は

遺構全体の中で、この場所の中層

に特に多いことから、当該張り出

し部も、中層に伴う可能性が高い

と考えられる。

以上の各層位の埋没状況及び張

り出し部のイや兄から見て、当該溝

状遺構は比較的規模が大きく、直

線的な遺構でありながら、当初は

基幹水路として機能したような顕

著な流水痕跡を見ることができな

い。 ド層段階では小規模な遺構だ

が、中層に至って規模が拡大 し、
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SD12 F G同 アゼ断面および

“

●●部見通し図  11°
YR7/2灰 自色混じり■色載多く含む鈍い■e色砂貿シルト
|と同じ

1～ 6 SD12上 層
7～ 10 SD12中 層
1l  SD12下 層

3 75YR6/1明貴■色フ・口,ク混じり相灰色畑砂混じり粘質土
4 25Y7/1襦 色フ0,ク混じり灰白色砂貿シルト
5 5Y6′ 1 灰色粘土濃じり細砂
6 5Y7′ 1 灰自色砂費土
7 5Y6/1 灰色砂■シルト
8 25Y6/1■ 灰色混じり■灰色枯土混じり細～中砂
9 10YR5/1■灰色帖■■
10 10YR7/1 ■橙色粒混じり灰自色砂費シルト
1l SD12下層

第 102図 4区 SD12礫集中周辺平・断面図 (1/50)
規則的な張り出し部の配置が始まる。この張り出し部は、南から北への排水機能を有したものと推定で

きる。北への張り出し部も検出したことから、北から南への排水機能も考慮する必要がある。このよう

な排水施設の存在は、隣接 して水田が営まれたことを示すものと判断される。

当該遺構は、予備調査段階から古代南海道の道路側溝の可能性が指摘された遺構である。直線的に走
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行する溝状遺構は道路側溝とも共通するが、現状では当該遺構に対応する反対側の側溝を、南側でも北

側でも確認することができない。南側への張り出し部が規則的に配列する点では、南側には条里型の水

田が接 して存在 した景観を復元するのが妥当であり、道路敷きがあるとすれば、北側に想定すべきであ

る。しかし調査地は全体的に中世以後の削平が顕著で、北側側溝はすでに滅失したと考えることもでき

る。現段階の材料では、考古学的に道路側溝と位置付けるには材料が不足する。

出土遺物は層位ごとに提示した。12～ 15は上層出土の遺物である。12は土師器杯、13は土師器高

台付皿、14。 15は土師器小皿である。これらは 12世紀頃に位置付けられる。16～ 26・ 33は中層出土
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土器 (1/4)

第 104図 4区 SD12出土遺物 (1/4)

m

(1/250)

第 103図 4区 SD12遺物出土位置図 (1/250)

:   14  15

′
郷
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文
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の遺物である。16・ 24は須恵器碗である。讃岐十瓶山系で 10世紀頃の所産。17～ 23は須恵器杯である。

やはり10世紀頃で、23は底面に墨書が残るが、文字の判読はできない。25。 26は土師器で 25は高台付皿、

26は碗である。33は土師器甕で、外面に煤が付着する。

27～ 33は下層出土の遺物である。27・ 28は須恵器長頸壺口縁部、29～ 32は須恵器杯である。これ

らは 8世紀末期～ 9世紀の所産である。

以上の出土遺物から、当該遺構の推移を示すと、8世紀末期以前に下層を開削、9世紀に埋めて、中

層を開削し、10世紀頃まで中層が機能する。その頃には、遺構の南北に水田が営まれた可能性が高い。

10世紀～ 12世紀のいずれかの時期には、中層を埋めて上層を掘削。上層段階でも南側には、水田が営

まれる。上層は 12世紀まで継続 した後に、埋め戻 し、当該遺構は機能を停止する。その後は、4区北

東部の SD01～ 11に、西から東への流水機能が引き継がれるものと考える。

SD15(第 105図 )

SD12の南側で、南東から北方向にカーブしながらSD12に接近する溝状遺構である。調査区東側で

は 1条だが、途中で 2条 に分岐し、そのままSD12に 至る。SD12の 北側にはこれに対応する溝状遺構

がないことや、埋土が SD12の上層に類似すること等から、SD12に 関連する遺構である可能性が高い。

溝幅は 0.4～ 0.5mで、 分岐する bラ イン以西ではそれぞれの溝幅が約 0.2mに なる。埋土は灰白色

系砂質シルトで、SD12上層下位の砂質土に類似する。

出土遺物は、34の須恵器甕もしくは壺の胴部片が出土した。外面に格子叩きが残 り、十瓶山系須恵

器と推定する。10～ 12世紀に相当するので、SD12の 中層から上層に対応する遺構と判断できる。

306
e        e

25Y7/1掲色粒混 じり灰白色砂質シル ト
5Y7/1 灰白色砂質シル ト

l賀期譜暦日鞭駐等決白帥混則細土

(1/40)

第 106[ヨ  4[X SX01,断藍百[コ (1/40)

a ゴ b  げ 」

1 25Y7/1灰 自色砂質シルト      1 25Y7/2灰 責色砂質シルト (砂多い)
2 25Y7/1灰白色砂質シルト

d  ご

1 10YR7/1褐 色粒混じり灰白色砂質シルト
2 25Y7/2灰責色砂質シルト

第 105図 4区 SD15断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

(3)不明遺構

SX01(第 106図 )

4区北側中央付近で検出した段状の落ち込み遺構である。断面観察の結果、近世以後の水田地割を反

映した段と判断した。断面図の 1層は黄灰色系粘質シルト層で、水田耕作土と考える。また、その下の

2層は主にマンガンの暗褐色粒が顕著な床土層である。この水田層は、SX01か ら4区北東部にかけて

分布し、後述するSX05や SX04の堆積層の上部を覆う水平堆積層 (調査中は「包含層 3層」として基

301

(1/40) 土器 (1/4)
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本層位の鍵層とした)に繋がる。SX01の 範囲内では、図化可能な出土遺物はなかったが、後述する包

含層出土遺物の多くは、SX01から繋がる土層で出土したものである。

SX05(第 107図 )

SD12と 重複 し、SD12が埋没した後に開削された落ち込み状遺構である。4区東側で南北 10m、 東

西 13mの範囲で不定型に落ち込む。深さは最大で 0.2mである。

4区東壁拡大図 (第 100図 )が SD12と の関係を良く示す。図では SD12上層埋± 41層上面を、ほぼ

水平に削り取るように 36層が堆積する。その上位の 35層 も水平に広く堆積する。これらの水平堆積層

は SD12埋没後、それを覆う形で造成された水田面を反映する堆積層と考えられる。調査時にはこの土

層までを包含層として取 り扱った。SX05は それより下位で、SD12の 堆積層より上に位置する間層と

も言うべき堆積層である。図では 38～ 41層がこれに対応する。各土層は砂を多く含むが、それととも

に明黄褐色土の小ブロック土が日立つ。図では細かく分層したが、硬く締まる土層ではなく、むしろ軟

弱な土質である。35。 36層 の水平堆積層を造成するための整地層とも考えられるが、一度に整地した

土層とは考え難い。

出土遺物は、35の須恵器杯身高台部片がある。8世紀の所産だが、層位関係から見ると、混在品と考

えられる。

30.3                                      ^

SX05 SD12南 北アゼ (SD12は 約 lm東の断面 を使用 ) 1 25Y6/1褐 色粒少 し混 じる責灰色砂質シル ト
2 10YR6/1掲 灰色砂質シル ト
3 25Y7/1鈍 い責掲色フ・ロック混 じり灰白色砂質シル ト
4 10YR7/1明 責褐色～鈍い責掲色フ・ロック混 じり灰白色砂質シル ト
5 25Y8/2灰 白色細砂
6 5Y7/1鈍 い責掲色混 じり灰白色細～中砂
7 25Y7/6灰 白色混 じり明黄褐色粘質シル ト

b地
~                   

‐~＼
下
げ

SX05鋼 8耐アゼ li:¥子好嬰層理

'場

姜増[覆号愕髪白蜘砂
3 5Y6/1明 責褐色フ・ロック混 じり灰色細砂混 じり粘質土

、              1             ノ′

30.1 」        5

m 0             10cm

土器(1/4)
2 25Y8/1黄 橙色フ・ロック混 じり灰白色細砂混 じり粘質土

第 107図 4区 SX05断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)
SX04(第 108図 )

SX05の北側で検出した、不定型な落ち込み状遺構である。幅4m、 長さ7mの溝状に見えるが、深さ0.15

～ 0.2mで肩部が不整形となることから、落ち込み状遺構とした。

堆積層は上位に水田耕作土と考えられる、黄灰色粘質シル トが水平堆積する。この土層は、4区東壁

断面で明確にSX05堆積層を切 り込む。下位には灰黄色細砂が堆積する。下位層 SX05と 同様に、硬 く

締まる土層ではなく、むしろ軟弱な土質である。SX05で確認した水田層の北側をさらに削って水田化

1 5Y3/2 灰白色砂質土 (細砂 )
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する整地層と考えられる。

出土遺物は、36の須恵器壺口縁部片がある。外面に櫛描波状文を施し、日縁端部外面に原体の刺突

文を回らす。6。 7世紀の所産である。37はサヌカイト製石鏃、38はサヌカイト製ナイフ形石器である。

いずれも、SX04に伴うものではなく、混在品と考える。

25Y6/1責灰色砂質シル ト
5Y6/1 灰色tB砂
25Y6/2灰責色細砂 (少 し粘質土混 じり)
5Y5/1 灰色粘土混 じり細砂

25Y6/1責灰色砂質シル ト
25Y7/1灰白色砂質土

5 25Y7/2黄 檀色混 じり灰責色砂質土
6 10YR6/2灰 責褐色砂質シル ト
7 10YR7/3鈍 い責橙色組砂

30.2

SX04副 耐 ヒアゼ
 1:爆 み7発 議 t号羨 白帥 難
3 25Y6/1黄 灰色細砂混 じり粘質土 (1/40)

38

0            1c

土器(1/4)

37

_:〔さよ_0せ∫〕∫ _X_‖芍
〇

―

兌 |

―

閂  ′
′

懃

_I迪0

土器(1/4)             _

0

石器 (2/3)

42

0                  5cm

石器 (2/3)

第 109図 包含層出土遺物 (1/4・ 2/3)

第 108図 4区 SX04断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/402/3)

(4)包含層出土遺物

その他、包含層出土の遺物を一括して報告する。39～ 42はサヌカイト製打製石鏃である。大きさや

形態から見て、縄文時代の石鏃と推定する。特に 40～ 42の ようにかえり部先端を丸 く収める形態は、

縄文時代後期頃に多い。

43は、SX04で出土した 36の須恵器壺と直接接合はしないが、同一個体の可能性が高い。「包含層 3

層」として取 り上げていることから、SX01と 同一層準で、SX04・ 05の上位に位置する水平堆積層で

出土したものである。7世紀の所産で、溝状遺構の掘削や水田化に伴う整地により、散在 したものの 1

つであろう。
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第 2節 川原遺跡 5・ 6区の調査

(1)5区の概要と基本土層序

調査前は、水田等の耕作地であったが、一部水路改修等の先行工事により盛土がなされていた。現地

表面の標高は、30.2～ 30.5m前 後で、緩やかに北に下る。耕作土下には、数層程度に細分される旧耕

作土層ないし床土層が水平堆積し、それを除くと弥生時代以降の遺構面となる浅黄色粘質土～明黄褐色

粘土層が露出する。本層をベースとして、弥生時代の落ち込み (SX01)、 古代の水路群 (SD14・ 15等 )、

近世の出水状遺構と水路群 (SX02・ SD12等)や屋敷地 (SB01・ SE01等 )等の遺構が検出された。

調査区南部では、現耕作土直下で浅黄色粘質土が露出する等、遺構面は大きく削平されている可能性

が窺える。こうした削取は、近世以降の地下げによるものと考えられ、より以前の遺構に影響を与えて

いると考えられる。旧耕作土層からは、近世後半～明治期頃までの遺物が極少量出土し、当該時期の耕

作域と推定される。旧耕作土層の堆積状況より、近代以前の耕作面は現状よりさらに細分・分筆されて

いたことが考えれる。なお、これら旧耕作土下で検出した暗渠群は、いずれも西へ傾斜して調査区西辺

を北流する現水路方向へ流下している。弥生時代以降の遺構面の標高は、調査区南東隅付近で 30.lm

前後、南西隅付近で 30.2m前後、北東端付近で 29.8m前後、北西隅付近で 29.85m前後をそれぞれ測り、

大局的には緩やかに北東方向へ傾斜すると見られる。

また、弥生時代以降の遺構面ベース層である浅黄色粘質土層からは、調査区北部を中心に有舌尖頭器

を始めとするサヌカイト製石器が出土した。遺構面下には、3層 に細分される黄色系粘土層が層厚 0.25

～ 0.5m程度堆積し、その下位に基盤となる砂礫層が認められた (図版 51)。 この黄色系粘土層は、よ

り下位になるにしたがい、砂礫層の影響により、砂や礫の混入度が高くなり、上位に粘性度の高い土壌

が堆積する。石器は各層より出土している。基盤の砂礫層は、粒径 5～ 10cm程度 (少量 20cm程度の礫

が混じる)の砂岩を中心とする円～亜角礫で構成される。礫層上面は顕著な起伏が認められ、その窪地

を黄色系粘土層が充填している。

(2)6区の概要と基本土層序

6区においても5区と同様、調査前は、水田等の耕作地として利用されていたようだが、一部先行工

事により盛土がなされていた。盛土を除く現地表面の標高は、6区①で 29.3～ 29.4m、 6区③で 29.4～

29.8m、 6区④で 29.2m前後と、北東方向へ緩やかに下る。基本的には、6区東端で検出された旧河道

跡 SR01等、旧地形面の高低差を反映していると見られる。現耕作土以下の堆積層も、5区の内容と大

きくは違わない。旧耕作土層群を除去すると、弥生時代以降の遺構面のベースとなる黄色系粘土層が露

出する。6区③では、旧耕土層直下で基盤となる砂礫層が露出する部分も見られる等、全体に遺構面の

削取が顕著である。弥生時代以降の遺構面の標高は、6区①で 29.0～ 29.lm、 6区②で 29.2～ 29.3m、

6区③で 29.1～ 29.5m、 6区④で 28.9～ 29.Omで あった。本調査区では、この黄色系粘土層をベース

として、弥生時代の水路群 (SD17～ 20)と 、その給水源である出水状遺構 (SX03)、 弥生時代から古

代の旧河道 (SR01)、 中世の水路群 (SD21～ 24。 28)、 近世の水路群 (SD25。 29。 30)と 塚等の遺構

が検出された。

また、本調査区においても、6区③を中心に黄色系粘土層よリサヌカイト製石器の出土を見ている。

本遺跡での石器ブロックの様相を踏まえるなら、黄色系粘土は本遺跡周辺に広く堆積することが予想さ

れ、周辺にもこうした石器ブロックが点在している可能性が想定される。
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5区ら北璧

w翌里

5区①②西璧

S型

3

8

表土・盛土
麟作土
1日紛作土
にぶい責色 (25V6/3)Jヽ●混砂質土 ("径 5"程 度のベースプロックを多■に含 逍成■)
灰色 (5Y5/1)鮨 質± 00耕作■)
疇灰責色 (25Y5/2)砂質土 (薇佳 ,0"程度の灰色粘土プロックを少量含.置■)
灰責色 (25Y7/2)～ 浅責色 (25Y7/3)颯砂混積■土 {1日耕作±7)
浅責色 (25Y7/4)粘 ■土 (石

=包
含層)

1 耕作土
2 耕作土
3 掟乱
4 灰自色 (25Y7/1)粘 質土 (1日耕作土 ?)
5 灰色 (5Y5/1)粘質土 (l日耕作土)
6 灰色 (5Y6/1)日砂滉粘質土 (旧締作土)
7 贅灰色 (25Y6/1)粘 質土 (ベースプロックを多量に含 晴渠 )
8 灰責色 (25Y7/2)組 砂混粘■土 (Mn 16層プロックを少量含、 日耕作土)

9 褐灰色 (10YR6/1～ 6/2)粘■土 (粒径 1～ 3 cnの 16層 プロック少量含、S003)
10褐灰色 (10YR6/1)粘費土 (粒径 1～ 5 onの 16層 プロック少量含、SD06)
11個灰色 (10YA5/1)粘土 (粒径 1～ 3"の 16●プロンク少量含、SD09上層)
12灰色 (5Y4/1)砂質土 (ヨ砂やや多■に混、S009下 層)
13褐灰色 (10YR5/1～ 6/1)粘口土 (粒径 1●前後の 16層 プロック少量含、S007)
14褐灰色 (10YR5/1)粘土 (粒径 1～ 3●の 16層プロンクを少量含、SX01)
15褐灰色 (10YR6ノ 1)粘贅土 (粒径 1～ 5"の 16層プロックやや多量に合、S015)
16浅責色 (25Y7/4)粘 貿土 (石器包含層)

5区①南壁

308
E  l

―― W

■■ 石

1 耕作土
2 灰贅色 (25Y7′ 2)橿砂混粘質土 (旧紛作土 ?)
3 灰オリープ色 (5Y6/2)糧 砂混粘土 (旧耕作土)
4 黄灰色 (2.5Y6/1)組 砂混粘質土 (粒径 lc●程度の 10層 プロック少量含、旧耕作土 ,)
5 黄灰色 (25Y6/1)糧 砂混粘質土 (Mn沈 着、SEXDl)
0 責灰色 (25Y6/1)彗 砂滉粘質土 (粒径 1～ 5 cnの 10層プロック少量含.SD02)
7 にぶい■構色 (10YR6/3)粘質土 (柱穴埋土 ?)
8 相灰色 (10YR6/1～ 6ン2)粘貫土 (社径 1～ 3"の 10層 プロック少量含 S004・ 05)
9 ■灰色 (7 5YR4/1～ 5/1)粘質土 (粒径1～ 10●の 10 11層 プロックを多量に含 SD14上層)
10浅責色 (25Y7/4)粘 質土 (石器包含層)
11明責褐色 (25Y7/6)粘 土 (ベース)
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第 110図  5区壁土層断面図 (1/80)
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耕作土

床土

灰自色 (10YR7/1)粘 質土 (近世遺構埋土 ?)
貴橙色 (10YR7/8)粘 土 (Mn沈 着 旧耕作土 ?,
灰自色 (25Y7/1)粘 貿土

6 褐色 (7 5YR4/3)粘 土 (近世遺輌埋土 ?)
7 灰責鵜色 (10YR6/2)粗砂混粘質土 (sD24上層)
8 灰責僣色 (10YR5/2)粘質土～灰自色(25Y7/1)砂 ラミナ(SD24上層)
9 明責褐色 (25Y7/6)粘 土 (SD24中層)
10黄灰色 (25Y6/1)砂 rll(sD24下 層)

ら  ,L     6 5      3
11灰責褐色 (10YR5/2)粘 土 (S●24最下層 )
12灰自色 (25Y7/1)徴 砂混お質土 (ベ ースプロ ノク少量舎 SD21上 層 )
13灰責色 (25Y7/2)日 駆 粘質土 (組砂多量に含 S021下 層)
14に ぶい責色 (25Y6/3)粘 質土 {SD22上層 )
15灰責色 (25Y6/2)日 現 粘質土 (粒径 3～ 10 cnの ベースプロ ック少量含 S022下 層 )

16黒襦色 (10YR3/2)粘土 (SD19上層)
17灰色 (5Y6/1)組 砂混粘質土 (組砂多量に含 SD17上 層 )

18明貴得色 (10YR7/6)粘 土 (ベース)
19灰自色 (5Y7/1)砂環 (餃径 5～ 1011● の砂岩礫を多量に含 ベース)
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1 表土 盛土
2 耕作土
3 撹乱
4 明責褐色 (25Y6/8)粘 土 (Mn沈 着 やや強粘質 床土)
5 灰責色 (25Y7/2)粘 土 (Mn沈 着 1日耕作土 ?)

1 表土・盛土
2 耕作土
3 灰白色 (5Y7′2)シ ル ト (上面にFe沈着、弱粘質 粒径 1-2●のベースプロンク少量含 炭粒少量含 床土層)
4 贅灰色 (25Y6/1)粘 土 (Fe多 、やや強粘質、炭粒少量含 1日耕作土?)
5 明責褐色 (25Y6/6)粘 土 (Fe、 やや弱粘質、 日耕作土 ?)
6 贅灰色 (25Y4/1)組 砂滉粘土 (Fe・ Mn多、やや強粘■、担砂やや多量に混 粒径 2～ 10ぃのベースプロック少量含、SD19 SX03上 層)
7 オリープ褐色 (25Y4/4)組 砂混粘土 (Fe・ Mn、 やや強粘質、颯砂若干量混 炭化物粒少量含、S019・ SX03中層)
8 明責褐色 (25Y7/6)～ 責色 (25Y8/6)粘 土 (Mn、 強粘, SD19 SX03中 層)
9 暗灰責色 (25Y5/2)中 ～組砂 (Fe 粒径 1●n程の小石少量混、SX03下 層 )

相灰色 (10YR6/1)粘土 (Mn、 l日耕作土 ?)
明責褐色 (25Y7/6)シ ルト(Mn沈, 日耕作土?)
黒襦色 (10YR2/3)粘土 (粒径 2～ 5 ceのベースプロックを少壼含 SX03上 層 )
明責褐色 (10YR7/6)粘土 (Mn やや強輩質 ベース)

^Bttt+>/'v w

!0灰自色 (5Y7ノ 1)細砂～灰白色 (25Y8/2)中 ～颯砂～責灰色 (25Y5/1)糧 砂混粘土 ラミナ (Fe
粒径 2～ 3●●のベースプロ ノク少量合、炭化綺粒若干量含 SX03下 層 )
11灰色 (N4/)粘土 (上面に一部 Fe沈着 強粘費、グライ化、プロ ック状に粗砂混 SX03最 下層 )
12灰白色 (25Y7/1)～ 贅灰色 (2ノ 5Y6/1)綱～毬砂 (SX03最 下層)
13責灰色 (25Y5/1)中 ～組砂 (粒径 2●程度のベースプロック少量含、S019下層)
14黄色 125Y8/6)～ 明責福色 (25Y7/6)粘土 (Mn 強粘質 ベース)
15灰自色 (25Y7/1)中 ～粗砂 (粒径 1～ 2 cmの小石少量混 ベース)

SD29
1 表土・盛土
2 耕作土
3 灰自色 (5Y7/2)粘 土 (上面 Fe沈着 弱粘質、1日紛作土 ?)
4 明責褐色 (10YR6/8)粘 土 (Fe沈

"、

やや強粘質 粒径 2～ 3輌 の小石極少■合、床土)
5 明責褐色 (25Y6/6)粘 土 (Fe多 、やや強粘質、床土)
6 灰自色 (5Y7/2)シ ルト (Fe Mn 弱粘費、 日耕作土 ?)
7 責灰色 (25Y6/1)砂 混粘土 (Fe Mn 粒径 3■程度のベースプロック若千量合、粒径 3∞前後の小石少量含、SD29)
8 褐灰色 (10YR6/1)粘土 (Fe Mn、 弱帖質 SD27上面付近で粒径 3～ 7 cmの 9層 プロック土を若干量含 粒径 2-
3ぃの小石極少量含 SD28上層)

9 灰責色 (25Y7/2)粗 砂 (粒径 3ぃ程度の小石若干量含 SD28下 層 )
10責灰色 (25Y4/1)粘 土 (Fe・ Mn やや強粘質 中位にわずかに組砂混、SD27上層)
11黄灰色 (25Y6/1)砂 礫 (粒径 3●前後のクサレ薇等多■に合、S027下 層)
12明責掲色 (10YR6/6)粘土 (Fe Mn多 、やや強お質、ベース)
13明責福色 (25Y7/6)粘 土 (Fe・ Mn 弱粘質、粒径 2～ 3 cmの クサレ礫少量含、石器包含層 )
14灰自色 (25Y7/1)粘 土 (Fe Mn 弱粘責、粒径 3～ 25 cnの 砂岩円～重角礫等をやや多量に含 ベース)
15灰自色 (25Y7/1)粘 土 (やや糧砂混、粒径 3～ 10ぃの砂岩円～重角礫等をやや多量に合、ベース)

6区③北壁
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15黒色 (25Y2/1)粘 土 (強粘質、植物遺体含 SR01下 層 )
16黄灰色 (25Y4/1)粘 土 (Fe、 やや強粘費 炭化物粒合、SR01最下層 1)
17責灰色 (25Y5/1)粘 土 (Fe、 やや強粘費、SR01最下層 I)
18貴灰色 (25Y6/1)粘 土 (Fe、 細～中砂多滉、炭化物載やや多量に合、SR01最下層 1)
19灰責色 (25Y6/2)砂 凛 (粒径 1～ 20"の 砂岩円～重角礫等多量に合、SR01最 下層■)
20浅責色 (25Y8/4)粘 土 (Fe 上面付近にMn、 粒径 1～ 5輌の砂岩円～亜角礫等少量含 石器包含層 )
21灰 自色 (5Y7/1)組砂混粘土 (粒径 3～ 20ぃの砂岩円～壺角苺等多量に含 ベース)
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3 明責褐色 (25Y6/6)粘 土 (Fe、 やや7E砂混、3分的に 2～ 3層に細分可 床土層)                      9 灰白色 (10YR3/1)シ ルト～浅責橙色 (10Y3/3)細砂ラミナ (Fe Mn 粒径 3"の 910層 プロック若千量含、小流路埋土 )
4 灰色 (5Y6/:)粘土 (Fe Mn、 やや強粘質、旧耕土層 ?)                                  lo褐 灰色 (10YR5/1)粘土 (Fe Mn、 やや強粘■、西岸付近で粒径 1～ 5 cnの クサレ礫若千混、炭化物糧含、SR01上 層)
5 浅責色 (25Y7/3)粘 土 (Fe Mn、 やや弱粘質でシル ト味強い、旧耕土層 ?)                         11掲 灰色 (10YR5/1)粘土 (Fe Mn、 やや強粘質、西岸付近で 5 cn程度の砂岩円～クサレ苺若干量含、炭4La粒含、SR01■ 層 )
6 黄灰色 (25Y6/1)粘 土 (Fe Mn、 ややシル ト質 粒径 1～ 2"の 710層 プロック若千量含 桂穴埋±2)           12福 灰色 (10YR4/1)粘土 (Fe 中砂若干量混、下面凹凸額著 西岸付近で5"程度のクサレ凛少量、SR01中層)
7 黄灰色 (25Y6/1)粘 土 (Fe、 上面付近に Mn多 、やや弱粘■ SR01最 上層)                         13黒 福色 (25Y3/1)粘 土 (Fe やや強粘質 SR01下層)
8 灰自色 (10YR3/1)シ ルト～灰自色 (25Y7/1)粘 土ラミナ (Fe・ Mn、 粒径 4～ 5■の 9 10層 プロック若干量含 小波路埋土) 14黒 色 (25Y2/1)粘 土 (強粘質 植物遺体多量に含 SR01下 層)
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1 カクラン     SD29
2 耕作土
3 黄褐色 (10YR5/8)砂混粘土 (Fe沈着、やや強粘質 床土)
4 灰オリープ (5Y6/2)砂混枯土 (Fe、 強粘質 粒径 2～ 3 cmの ベースプロック少量含
粒径 3～ 10 cmの 砂岩円～亜角苺等を多量に含 SD29)

明贅福色 (10YR6/6)帖土 (Fe Mn多 やや強粘質 ベース)
浅贅橙色 (10YR3/4)砂混粘土 (Fe Mn、 弱帖質 中砂若千量混 ベース)
浅責橙色 (10YR3/4)砂苺混粘土 (糧径 3-35 cHの 砂岩円～亜角彙等を多量に含、ベース)
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1 表土 盛土
2 撹乱
3 オリープ黒色 (75Y3/1)組 砂混粘土 (粗砂多混 粒径 3～ 4c●の小石少■混、耕作■ )
4 オリープ黒色 (75Y3/1)粘 土 (やや強粘質 粗砂少二混、粒径 3～ 5ぃのベースプロ ックを多■に含 耕作土 ?,
5 責福色 (25Y5/4)組 槻 粘土 (Fe沈着 組砂多量凛、床土 ?)
6 灰色 (75Y4/1)粘 土 (壼粘質、粒径 3 cn前 後のベースプロ ック少量含 炭化場粒含 畦畔盛土 ?,
7 灰オリープ色 (5Y4/2)シ ル ト (Fe 粒径 2～ 5● のベース等プロ ック多■に含 畦畔盛土 ?)
8 灰オリープ色 (5Y5/2)粘土

`Fe多
 粒径 2 cn前 後のベースプロ ック少量含 炭イし物粒含 SD25上 層 '

9 灰色 (5Y5/1,粘 土 (Fe Mn 強帖質 底面付近に粒径 3 cn前 後のヘースプロ ´ク若千二含 SR01最 上層 ,
10明責褐色 (25Y7ノ 6)粘 土 (強鮎質 ベース )

第 111図 6区① o③・④壁土層断面図 (1/80)
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(3)縄文時代

石器包含層 (第 112・ 113図 )

概要で既述したように、5区北半部及び6区③において、サヌカイト製石器が黄色系粘土層より出土

した。黄色系粘土は調査区全域に広がっているが、5区北半および6区③以外では、石器は出土してい

ない。遺構検出時等において、石器が一定量出土した5区北半部を中心にトレンチ調査を実施した。5

区では、国土座標に沿つて lm四方のトレンチを設定し、そのうち.47箇所のトレンチについて、掘り

下げを行った。出土した石器類は、それぞれトータルステーションで出土位置を記録し、必要に応じて

写真撮影する等して取り上げた。また、約半数のトレンチの土壌については、水洗選別を行い、微細な

サヌカイトの検出に努めたが、細かなチップ類の出土は限られる。このような調査によって、5区から

は有舌尖頭器 (44)、 石鏃 (45)、 スクレイパー (49)の計 3点の製品を含むサヌカイト製石器 。剥片類

が出土した。

これらサヌカイトは、器表面の風化度の相違により、自色風化の進んだものと余り顕著ではない、2

者に分類が可能である。こうした風化度の相違やその平面分布及び接合関係から、第112図 に示したよ

うに、A～ Gの 7ブロックに分布を見ることができる。図示した遺物では、44。 50が Fブロック、45

がAブロック、47が Dブロック、48が Eブロック、49が Bブロック、51が Cブロック、52が Gブロッ

クよりそれぞれ出土した。

出土した石器には土器類が伴わず、考古学的に詳細な時期を特定することは困難であった。そこで本

層より出土した炭化材 2点について、放射性炭素年代測定を行った。分析結果の詳細については後掲す

るが、概ね縄文時代後期中葉頃の測定結果が得られた。またこの分析結果は、本層を開析 して流下する

6区 SR01最下層Ⅱより出土した、流木の放射性炭素年代とは整合的で (分析結果は後掲 )、 この年代

幅の中で、本層の堆積時期の下限が求められる。

(4)弥生時代

溝状遺構

SD17。 18(第 114図 )

6区①西端部で検出した。わずかに蛇行しながら南北走する溝状遺構で、北端は調査区外へ延長し、

南端はSX03に より撹乱を被る。延長25,03mを 確認した。切り合い関係より、SD19、 SX03よ り先行する。

また北半部で、SD18が分岐 。合流する。幅 1.37～ 2.48m、 残存深さ0.07～ 0.40m、 断面形は概ね皿

状ないし椀底状を呈するが、流路底面は起伏が顕著に認められ、安定した形状を呈さない。最深部底

面の標高は、北端部で 30.Om前後、南端部で 28.7m前後を測り、高低差より南へ流下すると見られる。

埋土は5層 に細分され、上層 (第 114図 1・ 2層 )、 中層 (同図3層 )、 下層 (同図4層 )、 最下層 (同

図5層 )の 4層に大別する。上層には強粘質の粘土層が堆積し、穏やかな環境下で埋没した可能性が考

えられる。北半部では後世の削平により、本層は残存せず、後述する中層が検出面に露出する。中層

は、溝機能時の堆積層と考えられる。C土層断面に示されるように、上 。中層は後述する下 。最下層の

上面より切り込んで堆積しており、溝改修後の堆積層と見られる。また、溝幅が一定せず、底面に起伏

が顕著に認められるのも、こうした改修に起因すると考える。下層は、ブロック土を多量に含み、人為

的に埋め戻された可能性が考えられる。最下層は、改修前の溝機能時の堆積層と考えられる。SD18は 、

SD17北半部で検出された溝状遺構で、断続的にSD17東岸を半環状に周る。幅 0.48～ 0.95m、 残存深

さ0.04～ 0.07m、 断面形は皿状を呈する。埋土は単層で、SD17中層と同質のシルトが堆積し、ほぼ同
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▲ 有舌尖頭器

A 石鏃

■ 使用疲 力0工痕ある剥片
(善通サヌカイ ト)

LJ 使用痕 加工痕ある剥片
(自 色サヌカイ ト)

()石 核 (自 色サヌカイ ト)

● 大型剥片 (普通サ
ヌカイ ト|

冒頭にSか つ く番号は調査時の

取 り上け番号である

S2

sl,S10

10m

(1/200断面図垂直方向 1/80)

第 112図 5区石器包含層石器出土分布図 (1/200。 垂直分布方向 1/80)
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石器(1/2)

6区石器包含層出土遺物 (2/301/2)
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時期に機能していたと考えられる。最深部底面の標高は、28.97m前後で概ね一定する。遺物は、図示

した以外には、各層より弥生土器等の小片や、サヌカイト剥片がコンテナ 1/3箱程度出土しているのみ

である。出土した遺物より、弥生時代終末期前後の時期の遺構と考えられる。

SD17

a                      a

292
d一

暗灰責色 (25Y5/2)粘土 (Fe・ Mn多、強粘質 )
明黄褐色 (25Y6/6)粘土 (Fe・ Mn少、強粘質、粒径 3～ 5cmのベースプロック少fl含 )
責灰色 (25Y4/1)中 ～粗砂混シル ト (Mn少 、砂多flに混、底面付近に粒径 2～ 3cmの小礫少量含 )
明黄褐 (25Y7/6)粘土 (Mn少 、強粘質、粒径 1～ 5cmの灰色粘土ブロックを多flに含 )
灰色 (5Y6/1)中 砂混シル ト (砂多flに混 )

aニ
ニ メ

「

ゴ   b型  1  ~げ

1 責灰色 (25Y5/1)細砂混シル ト (砂多flに合 )

291             ,

一0        1m

(1/40)

AIス
◆
｀      60

一遜δ館― ‖
^

b                  b'

SD18

第 114図 6区

0          10cm

土器 (1/4)

SD17・ SD18断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4 1/2)

SD19 0 SX03(第 115図 )

6区①西部で検出した。SD19は 、緩やかに蛇行 しながら南北走する溝状遺構で、北端は調査区外へ

延長し、南端は SX03に 合流すると見られる。延長 27.24mを確認した。切 り合い関係よりSD17・ 18

より後出する。また中央部で SD20が東へ分岐する。幅 0.89～ 1.08m、 残存深さ0.36～ 0.45m、 断面

形は概ね逆台形状を呈する。最深部底面の標高は、南端部で 28.69m、 北端部で 28.65mを 測り、底面

の高低差から北へ流下すると考えられる。埋土は 6層に細分され、上 (第 115図 1層 )、 中 (同図 2。

3・ 4層 )、 下層 (同図 5～ 7層 )の 3層に大別する。上層には強粘質の粘土が堆積 し、溝機能停止後

に穏やかな環境下で埋没したと思われる。中層は粗砂を多量に含む粘土を基本とする堆積層で、弱水流

下に堆積 したと考えられる。また、肩部には壁面の崩落に起因すると見られるベース層の堆積 (同図 2

層)が認められる。本層からはほぼ完形の土器を含む一定量の遺物が出土しており、埋土の状況からも

本層堆積時には、溝は機能していなかった可能性が考えられる。下層は、旺盛な水流下に堆積 したこと

が想定され、溝機能時の堆積層と考えられる。SX03は 、SD19の 南端部で検出した。合流部を含め大

半は調査区外へ延長するため、全形は不詳である。SD19と埋土が近似し、また SD19上層は本遺構ヘ

連続することから、同時併存する一連の遺構の可能性を考える。検出面で東西長 5.4m以上、南北長 3.9

m以上の大きな掘 り方をもつ。残存深さは 0.9m、 最深部底面の標高 28.22m、 断面形は概ね逆台形を

虔

５９

石器(1/2)
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呈する。埋土は7層 に細分され、上層 (第 115図 6層 )、 中層 (同図 7・ 8層 )、 下層 (同図 9。 10層 )、

最下層 (同図 11・ 12層 )の 4層 に大別する。上層は既述したように、SD19上層と一連の堆積層である。

中層もSD19中層と近似する。やや遺物の出土は乏しいが、遺構廃棄後の堆積層と判断される。下層は

細～粗砂等のラミナ堆積層で、緩急のある水流下での堆積が想定され、遺構機能時の堆積層と考えられ

る。SD19下層と近似し、同時期の堆積層と考えられる。最下層は、グライ化した強粘質の粘土層で、

滞水下における堆積の可能性が考えられる。上述したように、本遺構は底面に堆積した粘土層と、その

黒掲色 (25Y3/1)粘 土 (Fe・ Mn、 やや強粘質 )
明黄掲色 (25Y7/6)粘 土 (Fe'Mn)
黄灰色 (25Y4/1)tB砂混粘土 (Mn少 、組砂多量に混 )
責灰色 (25Y4/1)粘 土 (弱粘質 )
灰責色 (25Y7/2)中 砂 (わ ずかに暗褐色粘土プロック混 )
責灰色 (25Y6/1)シ ル ト～中～粗砂ラミナ
責灰色 (25Y6/1)中 ～粗砂 (粒径 3～ 7cmの砂岩等の円礫少fl含 )

0        1m

(1/40)

幸
‐

マ 2

土器 (1/4)

第 115図
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石器 (1/2)

6区 SD19断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/401/2)
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上位の厚い砂層の堆積に特徴があり、また底面は透水層である中～粗砂層を一部掘 り込んでおり、調査

時においても一定の湧水が見られた。これらの点から、本遺構は灌漑水路である SD19に 接続 した出水

状遺構と考えられる。遺物は、土器片が中層を中心にコンテナ 2箱程度出土している。石器は乏しく、

図示した以外にはサヌカイトチップが 3点出土したに過ぎない。出土した遺物より、弥生時代終末期～

古墳時代前期初頭前後の時期の遺構と考えられる。

SD27(第 116図 )

6区③で検出した。緩やかに屈曲して東西走する溝状遺構で、東端は SR01に合流 し、西端は SD28

により撹乱を被る。延長 6.8mを 確認した。切 り合い関係より、SD28、 SX04よ り先行する。幅 0.74～

0.98m、 残存深 0.17～ 0.25m、 断面形は皿状ないし逆台形状を呈する。最深部底面の標高は、東端部

で 28.64m前後、西端部で 28.83m前後を測り、高低差より東へ流下し、SR01へ合流する。埋土は 2層

に細分され、上層 (第 116図 1層 )は、溝廃棄後の自然堆積層である。下層 (同図 2層 )は、流水下に

おける堆積の可能性を示し、溝機能時の堆積層である。なお下層は、SR01と の合流部で、SR01上層が

上面より切 り込んで堆積 しており、上層の堆積より古 く遡る。色調 。土質は後述する SR01最下層 Iに

近似しており、SR01最下層 Iと 本溝下層の堆積が、時期的に併行する可能性は高いと判断される。

遺物は、図示 した以外は、弥生土器小片とサヌカイ ト剥片が少量出土したのみである。時期決定の

根拠となる資料に乏しいが、出土した資料は概ね中期前葉頃の年代を示す。この年代観は、後述する

SR01最下層 Iの年代と大きく矛盾せず、上記した堆積土からの推定とも合致する。

性格不明遺構

掲灰色 (10YR4/1)粘 土 (Fe・ Mn多、強粘質、粒径 1～ 2mのベースプロック極少量合 )
黄灰色 (25Y4/1)砂礫混粘土 (粒径 3～ 10 cmの砂岩円～亜角礫・tE砂 を多量に混 )

0        1m

(1/40)

マ

ｏ

巫

８３

土器(1/4)                                      石器 (1/2)

第 116図 6区 SD27断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/401/2)

SX01(第 117図 )
5区①西壁際で検出した。北半部及び西半部は調査区外へ延長するため、全形は不明。東西 9m以上、

南北 12mを測る。残存深さは 0.12m以上、最深部底面の標高 29.9m前後、断面は皿状を呈して緩やか

に北へ下る。埋土は単層 (第 117図 3層 )で、穏やかな環境下で自然堆積 した可能性が高い。平・断面

形状や埋土より判断して、窪地状の自然地形もしくは流路縁辺の可能性が考えられる。遺物は、図示 し

た以外に、弥生土器広口壺等の小片やサヌカイト剥片が少量出土したのみである。時期決定の根拠とな

る資料に乏しいが、出土土器から終末期前後の時期と考えられる。

旧河道跡

SR01(第 118・ H9。 120・ 1210122図 )

6区東端部で検出した。6区③南東部より北西方向 (N25.56° W)に延び、調査区内で緩やかに屈曲
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して北東方向 (N8.7° E)に流下する。南北両端は調査区外へ延長し、流路東岸部は調査区外にあり、

その西岸部のみ確認 した。幅 11.8m以上、残存深さ 1.lm、 最深部底面の標高 27.9m前後を測 り、西

岸は緩やかに流路中央部へ向って落ち込む。埋土は、11～ 12層 に細分され、最上層 (第 120図 1・ 2層 )、

上層 (同図 3層 )、 中層 (同図 4層 )、 下層 (同図 5。 6層 )、 最下層 I(同図 7～ 10層 )、 最下層Ⅱ (同

図 11・ 12層 )の 6層に大別する。とくに下層以下の堆積層で、観察部位により大きくその堆積状況を

異にしており、安定しない堆積環境であったことを示している。最上層は、流路上面を覆う粘土層。 1

～ 2層 に細分されるが、均質な堆積層である。上層も1～ 2層 に細分される、やや強粘質の粘土層。穏

やかな環境下で堆積 したと考えられる。中層は、強粘質の粘土層で、層下面に顕著な起伏が認められる。

以上の中層までの堆積層は、概ね均等な厚さで水平堆積しており、調査当初に低地部を利用した水田等

の耕作域の可能性が考えられたため、平 。断面の精査を繰り返し、畦畔等の遺構の確認に努めた。しか

し、調査によって耕作域を実証する資料は得られなかった。この結果は、後掲するプラントオパール分

析によつても追証される。下層は、調査区南半部では最下層上に水平堆積を示すが、北壁部分の観察で

は、最下層を上面より切 り込んで堆積する。 2～ 3層 に細分され、いずれも強粘質の粘土層である。特

に調査区北壁付近を中心に、下位 2層 には植物遺体が多く含まれる。最下層 Iは、 4層前後に細分され

る細～中砂が混じる粘土層で、より上位の層ほど砂の混入度が低くなり、安定した堆積環境を示す。最

下層Ⅱは、粒径 20cm以下の砂岩円～亜角礫等を多量に含む砂礫層で、旺盛な水流下に堆積 したことが

想定され、本流路機能時の堆積層である。断面図を作成した地点では、本層下位層から遺物は出土しな

かったため、より下位の掘り下げは調査区北壁付近での トレンチ調査に留めた。なお、本層より出土し

た木材試料 2点について、放射1生炭素年代測定を行った。分析結果の詳細については後掲するが、概ね

縄文時代後期末～晩期前葉頃の分析結果が得られた。

遺物は、最上層 。上層を中心に出土した。最上層からは、弥生土器・土師器・須恵器を主体に少量の

土師質土器小皿や瓦器碗等の小片、サヌカイト石器・剥片等がコンテナ 1箱程度出土した。出土遺物から、

13世紀を中心とした時期に本層の堆積が考えられる。低地部が完全に埋没し平準化されるのは、当該

時期にまで下る可能性が考えられる。また中世の遺物は極少量であり、周辺域は当該時期には居住域か

ら一定の距離のある場所であつたのであろう。上層からは、土師器・須恵器を中心に、弥生土器
・サヌ

カイト石器・剥片等がコンテナ 1箱程度出土した。器種は、図示したものでほぼ網羅している。全体に

細片化しているものが多いが、ローリングは認められず、至近地より投棄されたことが考えられる。本

層の堆積時期は、出土遺物より9世紀を中心とした時期と考えられる。中層からは、弥生土器
。土師器・

須恵器、サヌカイト石器・剥片がコンテナ 1/3箱程度出土した。遺物量は上位 2層 と比較すると大きく

減少する。時期的には、上層と大きくは違わないと考えられる。下層からは、弥生中期前葉から古墳時

代の遺物がコンテナ半箱程度出土した。弥生時代中～後期の遺物が主体を占める。出土遺物より、弥生

時代後期～古墳時代中期の時期幅の中で、本層が堆積 したと考えられる。最下層 Iか らは、縄文時代後・

晩期と弥生時代中期前葉前後の時期の遺物がコンテナ半箱程度出土した。縄文時代の遺物は、細片化し

たものが多く、おそらく混入と考えられる。最下層Ⅱの遺物は、やや摩減したものが多く、時期決定の

根拠となる資料に乏しい。縄文時代晩期の遺物が主体を占めるようであり、おそらくはこの時期より弥

生時代中期前葉の時期幅の中で、堆積したと考えられる。
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(5)古墳時代～古代

溝状遺構

SD09(第 123図 )
5区中央部で検出した。5.2～ 10.3m間隔で小刻みにクランク状に屈曲しながら東西走する小溝で、

東西両端は調査区外へ延長する。切 り合い関係より、SX01よ り後出し、SD04・ 06～ 08・ 10。 15よ り

先行する。延長 35.30mを確認した。幅 0.22～ 0.54m、 残存深さ0.06～ 0.16m、 断面形は皿状ないし

U字状を呈する。一定した流路方向を示す直線部分で、西半部の東西溝でN44～ 45° W、 同南北溝で

N43° E、 東半部の東西溝でN70° W、 同南北溝でN49° Eを示 し、各溝は概ね直交する位置関係にあ

ることから、平面的な配置は溝機能時の地割りの形状に規制された可能性が考えられる。底面の標高は

29,89～ 29.99mで 、高低差より西へ流下する。埋土は 2層に細分された。上層 (第 123図 1層 )は穏

やかな環境下に堆積 した自然堆積層と見られ、下層 (同図 2層 )は粗砂が多く混じることから、弱い水

流下での溝機能時の堆積層と考えられる。なお東半部では、遺構上面が削取されたためか、上層は認め

られず、また深さも浅い。

遺物は、黒耀石剥片 1点 (213)を 図示した。本来は、既述した縄文時代の石器包含層に帰属する遺

物であろう。図示した以外には、器種不詳の土器小片 2点が出土したのみであり、詳細な時期を特定す

ることは困難である。SD15と の先後関係や、流路方向が SD14と 近似することから、当該時期の遺構

と判断した。

b墜   _b, c墜   _c

V   マ

302           ,         30.2          ,
| ―――     ――― l       l ―~~    ~~~j

―
    ―

a墜   _a,b墜   _b,c墜  _c

―

   

―

V
―

―

ι

l)一

ハ

0 Scm

214
0 10cm

30.2             ,

1 掲灰色 (10YR4/1～ 5/1)粘質土
(粒径 l cm前 後のベースプロックを極少fl含 む)

第 124図 5区 SD10断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

d聖  _d, e望   _e'

f'   g塁 _g,h聖   _h

1 褐灰色 (10YR5/1)粘 土 (粒径 i～ 3mのベースプロック少量含む)
2 灰色 (5Y4/1)砂 質土 (粗砂やや多量に混る)

0        1m

(1/40)

第 123図 5区 SD09断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/2)

SD10(第 124図 )
5区で検出した。調査区西端部でL字状に配される溝状遺構である。東端は調査区内で途切れ、西端

は調査区外へ延長する。4.7mを確認した。切り合い関係より、SD07よ り先行し、SD09よ り後出する。

幅 0.26～ 0.41m、 残存深さ0.02～ 0.04、 断面形は浅い皿状を呈する。流路方向はN63° Eである。最

深部底面の標高は、延長距離が短 く30m前後で一定し、流下方向は不明である。埋土は単層 (第 124

図 1層 )で、溝廃絶後の自然堆積層と見られる。

遺物は、図示した以外に、弥生土器とみられる土器小片数点とサヌカイトチップ 1点が出土したのみ

⑫

２‐３

0       1m

(1/40)

石器(1/2)

土器 (1/4)

-133-



である。弥生土器は下位の SX01か らの混入と考えられ、時期決定の根拠となる資料に乏しい。本溝も

流路方向が後述するSD14と 近似することから、当該時期に位置付けられると考える。

SD14(第 125図 )

5区南東部を南西から北東方向へ配された直線溝である。北東及び南西両端は調査区外へ延長する。

11.9mを確認した。切 り合い関係よりSX02、 SD13に先行する。幅 0.40～ 0.52m、 残存深さ0.15～ 0.25

m、流路方向N49.0° E、 断面形は逆台形ないしU字状を呈する。最深部底面の標高は、南西端で 29,91m、

北東端で 29.82mを測り、北東方向に流下すると見られる。埋土は 2層に細分された。上層 (第 125図

1層 )は、ベース層ブロック土を多量に含み、人為的に埋め戻された可能性が考えられる。下層 (同図

2層 )は、強粘質の粘土層で、滞水下での堆積の可能性が想定される。溝の機能停止後一定期間オープ

ンな状態にあり、徐々に埋没が進行していったと推測される。

遺物は、図示した遺物を含め、土器小片が少量出土したのみである。出土した遺物より、古墳時代後

期の遺構と考えられる。

含

Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
量

Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”径粒

0       1m

(1/40)

5区 SD14断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

302
b一

褐灰色 (7 5YR4/1～ 5/1)粘質土
掲灰色 (5YR5/1)粘土 (強粘質 )

土器 (1/4)

第 125図

SD15(第 126図 )

5区南東部より北西部へ配された、直線溝である。南北両端は調査区外へ延長する。SD08。 15よ り

先行 し、SD09よ り後出する。延長 35.5mを確認 した。幅 0.59～ 1.06m、 残存深さ0.13～ 0.30m、 流

路方向N28.0° W、 断面形は皿状ないし逆台形状を呈する。最深部底面の標高は、南東端部で 29.94m、

北西端部で 29.80mを測り、底面の高低差より北西流する。埋土は 2層 に細分された。上層は、ベース

層のブロック土をやや多量に含み、人為的に埋め戻された可能性が考えられる。下層は、溝廃絶後の自

然堆積層と考えられるが、底面付近に一部堆積が確認されるのみである。したがって本溝は、溝機能停

止後比較的短期間に、人為的に埋め戻された可能性が考えられる。

遺物は、極めて乏しい。図示 した以外には、弥生土器や土師器の小片や、須恵器杯・皿等の小片が

10点程度と、サヌカイト剥片 3点が出土したのみである。出土した遺物より、11世紀中葉前後の時期

の遺構と考えられる。

(6)中世

土坑

SK18(第 127図 )

6区④で検出した。東端は撹乱溝に削られるが、概ね全形を確認した。東西 2.6m以上、幅 0.60～ 0.68

m、 長軸方向N66.59° Eの平面溝状を呈する。残存深さは0.13mと 浅く、最深部底面の標高は28.90m

前後、断面形は概ね皿状を呈する。埋土は2層 に細分されるが、大差はなく、いずれも人為的に埋め戻

された可能性が考えられる。平面プランの一部はSR01最上層を掘り下げて検出しており、遺構の開削

が SR01最上層堆積以前に遡ることは確実だが、遺物は出土しておらず、時期決定の根拠となる資料を
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1 灰責掲色 (10YR5/2)粘土 (Fe、 やや強粘質、粒径 5
cm程度の地山プロックを若干量含む)
2 褐灰色 (10YR4/1)～ 黒褐色 (10YR3/1)粘 土 (Fe少 、
強粘質、粒径 3～ 5 cmの地山プロックを多flに含む)

0        1m

(1/40)

第 127図 SK18平・断面図 (1/40)

欠 く。遺構の重複関係より本時期に位

置付けておくが、明確な根拠を伴った

ものではない。

SK19(第 128図 )
6区③で検出した。既述した自然流

路 SR01最上層の上位層を除去した段

階で、遺構の平面プランを確認したが、

明確な掘り込み位置を確認できたわけで

はない。東西 1.74m、 南北 1.32m、 平

冬 裂―1影
217   -    218

||

216

0          1ocm

土器 (1/4)

一又|ダ
~    219

220        H口“

第 126図 5区 SD15断面図 (1/40)、
出土遺物 (1/4・ 1/2)

面形は東にやや張り出した不整楕円形を呈する。この張り出し部は、検出面下数cm程度で、テラス面と

なる。残存深 0.34m、 最深部底面の標高 28.74m、 断面形は概ね逆台形状を呈する。埋土は 2層に細分

された。上層 (第 128図 1層 )は、テラス面より上位に堆積 し、下位層 (同図 2層 )にはやや炭化物粒

が多く含まれる。

遺物は、上下層とも器種不詳の弥生土器や、土師器等の小片が数点と、サヌカイト剥片が数点それぞ

れ出土しているのみである。出土した遺物より、13世紀前葉前後の時期に位置付けられる。
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性格不明遺構

SX04(第 1290130図 )

6区 3で検出した。切 り合

い関係よりSD27よ り後出す

る。また SD28に 南端部を削

られるため、全形は判然とし

ない。東西 1.10m、 南北 2.56

m以上、長軸方向N13.44° W

の平面不整形を呈する。残

存深 さは 0.13mと 浅 く、底

面最深部の標高は 28.90m前

後、断面形は概ね皿状を呈す

る。埋土は 2層 に細分される

が大差はなく、いずれも穏や

かな環境下で自然堆積 した可

能性が考えられる。遺物は、

図示 した以外に、器種不詳の

｀`
_ヽ_■=‐まテ́

″ 222

0             10cm

土器 (1/4)

一

已

223

1 灰オリープ色 (5Y5/2)粘 土 (Fe多 、粒径 3 cm程
の小礫少fl含 )

2 暗灰黄色 (25Y4/2)粘 土 (Fe・ Mn、 強粘質、炭
化物粒やや多flに合 )

0        1m

(1/40)

5cm

第 128図 SK19平・断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/401/2)

1 にぶい責色 (25Y6/3)粘 土 (Fe・ Mn、 ややシル ト質、
粒径 3～ 5 cmのベースプロック少量含む)
2 にぶい責色 (25Y6/3)砂 混 り粘土 (Fe、 中～粗砂若
千fl混、粒径3～ 10 cmの砂岩円～角礫・クサレ礫等
をやや多量に含む)

0 lm

(1/40)

129[コ  6[X SX04セ断面][コ (1/40)

‐‐臨
酬
Ⅷ
Ψ
Ｏ

ィ

一＼

第

第 130図 6区 SX04出土遺物 (1/2)

須恵器片 2点が出土したのみである。出土した遺物や後述する

SD28よ り先行することから、当該時期に位置付けられると考

える。

溝状遺構

SD21・ 22023(第 131・ 132図 )

6区 中央部で検出した。 6区 を南北に縦走する3条の溝状

遺構群で、いずれも南北両端は調査区外へ延長する。概ね延

長 47.Omを 確認 した。後述するように、切 り合い関係より、

SD23→ SD22→ SD21の 順に開削されており、ほぼ同一箇所
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で改修を繰り返して機能を維持された、ir_漑水路跡と考えられる。

SD21は最も西に位置する直線溝で、3条の水路の中では最も後出する。幅 1.52～ 2.24m、 残存深 0.20

～ 0.40m、 断面形は皿状ないし逆台形状を呈する。最深部底面の標高は、南端部で 28.88m前後、北端

部で 28.75m前後を測り、底面の高低差から北流すると見られる。流路方向は概ねN7.3° Eである。埋

土は3層 に細分され、上下 2層 に大別する。上層 (第 131図 8。 9層 )は、溝廃絶後の自然堆積層である。

下層 (同図 10層 )は、南半部では小礫を多量に含む旺盛な流水下における堆積の様相を示すが、北半

部ではシル ト質に変化し、小礫も乏しく、流水による堆積は顕著でなくなる。給水点からの遠近を反映

している可能性が考えられる。

遺物は、上層を中心に出土している。図示した以外に、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器碗、土

師質土器杯、サヌカイト剥片等がコンテナ 1/3箱程度出土している。後述する SD22・ 23と も共通するが、

細片化したものが多く、上 。下層間で時期差は明確には捉えられない。また、後述するSD22・ 23の出

土遺物とも、明確な時間差を認めることは困難である。

SD22は 、溝群の中央部に位置する。北端部でわずかにクランクして、東に流路を寄せる。南半部で

は SD21と 重複し、東岸がかろうじて確認されたに過ぎない。特に南端部では、SD21と 完全に重複す

るため延長部分は確認できなかった。幅 1.9m前後、残存深 0.36～ 0.44m、 断面形は皿状ないし逆台

形状を呈する。流路方向は、南半部直線部分で概ねN9。 1° Eである。最深部底面の標高は、南端部で

28.67m前後、北端部で 28.56m前 後を測 り、高低差より北へ流下する。埋土は 3層 に細分され、上下

2層に大別される。上層 (同図 11・ 12層 )は、溝廃絶後の自然堆積層である。下層 (同図 13層 )は、

小礫を含む流水下における堆積を示す砂層で、溝機能時の堆積層と考えられる。

遺物は、下層を中心に出土した。図示した以夕れこ、土師器、須恵器、土師質土器杯、サヌカイト剥片

等がコンテナ 1/3箱程度出土した。

SD23は 、 3条の水路の中で最も古 く位置付けられる。多くをSD22と 重複し、東西両岸が確認され

たのは、一部に限られる。幅 1.5～ 1.7m以上、残存深 0.32～ 0.36m、 流路方向N7.5° E、 断面形は皿

状ないし逆台形状を呈する。最深部底面の標高は、南端部で 28.90m前後、北端部で 28.70m前 後を測

り、高低差より北へ流下する。埋土は 3～ 4層 に細分され、上下 2層 に大別される。上層 (同図 14・

15層 )は、溝廃絶後の自然堆積層である。下層 (同図 16・ 17層 )は、溝機能時の堆積層と考えられるが、

SD21と 同様に、北半部では全体にシルト質へ変化し、礫の混入も乏しくなる。

遺物は、下層を中心に出土した。図示した以外に、土師器、須恵器、十瓶山周辺産須恵質土器、瓦器

等の小片やサヌカイト剥片が、コンテナ 1/3箱程度出土した。

上述 した SD21～ 23の出土遺物は、既述 したように各溝間で明確な時期差を認めることが困難で、

おそらくは 13世紀代の比較的短期間に埋没と改修が繰 り返されたと考えられる。一方、遺物の大半を

占めるのは、土師器や須恵器等の古代の遺物やサヌカイト剥片類である。溝群の開削時期を、遺物が示

す古代に遡る可能性も考慮すべきだが、小規模な溝が長期に維持されたとも考え難い。おそらくはより

上流域で古代の遺構と重複し、そこからの混入の可能性を想定しておきたい。

SD24(第 1310132図 )
6区①北東部で検出した。調査区隅部を南北走する溝状遺構と見られるが、南北両端及び東岸は調査

区外へ延長し、西岸の一部を確認したに留まる。切 り合い関係より、SD22・ 23よ り後出する。幅 1.98

m以上、残存深 0.45m、 断面形は概ね逆台形状を呈すると見られる。流路方向は検出範囲で、N9.8°
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Wである。埋土は6層 に細分され、上層 (第 131図 1・ 2層 )、 中層 (同図3層 )、 下層 (同図 4・ 5層 )、

最下層 (同図6層 )に大別される。上層は、SD24上面の窪地を埋める堆積層。下位層は弱い水流下に

堆積した可能性が考えられるが、基本的には溝廃絶後の自然堆積層と考えられる。中層は、ベース層粘

土のプロック状堆積層で、人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。下層は、シルト～中砂が堆積し、

291

「  刊ICとこ/ミ上
‐  石

Z2■‖

・―____ b,

29.2

292
d――

294
f 
―

293

16 ~~~=

\_ j_ ,n _-,

ご予.「#r
293
f 
―

: 灰貴襦色 (,OYR6/2)粘土 (Mn多 、やや強粘■ S024上 層)
2 灰貴襦色 (:OYR5/2)シ ルト～灰白色 (25Y7/1)中 砂ラミナ (Mn tt SD24上 層)
3 灰贄褐色 (,OYR5/2)粘土 (Mn少  弱粘■ SD24中 層)
4 明費襦色 (25Y7/6)粘 土 (SD24下層)
5 ■灰色 (25Y6/1)シ ルト(Mn、 S024下層)
6 灰オリーブ色 (5Y6/1)中 砂 (SD24最下層 )
7 ■褐色 (10YR5/6)粘土 (Fo Mn、 わずかに中砂混)
8 明貴褐色 (10YR6/6)粘 土 (Fe、 ややシルト質 粒径 1～ 3 cmの砂岩Jヽ燎少二含
SD21上 日)
9 襦灰色 (10YR6/1)コ砂混粘土 (Fe.Mn少  凛砂若干量混 SD21上 層)

※断面取得位置は付図 を参照

0       1m

(1/40)

10灰白色 (10YR7/1)中 ～■砂 (粒径 3～ 15 cmの砂岩円～亜角礫をやや多■に含
SD21下 層)
:1灰貴色 (25Y6/2)粘土 (Mn多、やや強帖質 SD22上 層)
12責灰色 (25Y6/1)シ ルト (Mn少 、SD22上 層)
13■灰色 (10YR6パ )中砂 (粒径 10c●前後の砂岩■を少■舎、SD22下 層)
14明責褐色 (10YR6/6〕 枯土 (Fe Mn、 わずかに中砂混 SD23上 層)
15掲灰色 (10YR6/1)シルト (S023上層)
16貴灰色 (25Y6/1)中 砂混シルト (Fo少 、中砂若干量混 |1径 3“前後の小■少量含
SD23下 層)
17灰自色(25Y7/1)中 ～颯砂 (粒径 2～ 10mの砂岩円～亜角■を若干量含、SD23下 層 )

第 131図 6区 SD21・ 22・ 23・ 24断面図 (1/40)
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溝機能時の流水下における堆積層である。上～下層は、後述する最下層堆積後に上面より掘り込まれて

おり、改修後の堆積層と考えられる。最下層は、改修前の SD24を埋める自然堆積層である。

遺物は、土師器、須恵器、土師質土器小皿・杯等の小片が極少量と、サヌカイト剥片が数点出土した

のみであり、詳細な時期を特定することは困難である。出土した遺物や SD22・ 23よ り後出する点等か

ら、当該時期に位置付けられると考える。
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第 132図 6区 SD21 0 22 0 23 024出土遺物 (1/4・ 1/2)

(7)近世

塚 (第 133・ 134図 )

6区南東部で検出した。現地割り(耕作地)の北東隅に位置する。調査前には、南北 3.20m、東西 2.35m、

平面長楕円形状で、現地表面から0.45mの 高さに礫や土砂が盛 り上げられていた。礫は、長軸 5～ 25

cm程度の砂岩の円～亜角礫を主体とし、一部安山岩や花商岩が混在していた。調査はまず、表土を取 り

除き、石を露出させ、図面や写真等の記録を作成することから始めた。平面図の作成を終えると、次に

盛土を半裁し、土層断面の観察を行った。土層の堆積状況から、塚の構築過程を復元する。塚の構築は、

平坦に造成されたベース面上に盛土することから始められる。ベース層は、長軸 5～ 20cm程度の砂岩

の円～亜角礫や風化礫を多量に含んだ粘土層である。最終的に盛土をすべて除去し、ベース面上を精査

したが、遺構は確認できなかった。ベース面上には、まず礫を少量含んだ粘土層 (第 133図 10層 )が、

高さ0.2m程度の円錐台状に盛 り上げられ (下位盛土層)、 塚盛土の基部をなす。南北方向の断面図に

示されるように、この下位盛土層の南縁辺を覆うように砂混じり粘土層 (同 図 9層 )がほぼ水平に堆積

する。この粘土層は地下げにより削られたために、確認範囲は狭小だが、ある時期の旧耕作土層の可能

性がある。またその広がりは、下位盛土層縁辺部に限られ、上面にまで及んでいないことから、後述す

る上位盛土がなされる以前より、塚状の構築物が存在したか、この下位盛土層の堆積範囲が耕地から除
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外されていた可能性を示 している。上位盛土 (同図 8層 )は、多量の礫を含んだ土壌で、最大 0.3m程

度盛 り上げられる。この上位盛土層は、細かく細分はできなかったが、複数回に及ぶ礫や遺物の投棄に

より形成されたと考えられる。またこの上位盛土により、下位盛土は完全に覆われる。土層断面図に示

されるように、この上位盛土の北及び東縁辺上には、近 。現代の旧耕作土層が堆積する。さらにこの旧

耕土層の上に、花間土により盛土がなされ、表土層が形成された後にも、塚上面には幾分かの礫などの

投棄がなされ、現状を呈するに至ったと判断された。

遺物は、表土層 (同図 la層 )及 び上位盛土層を中心に出土した。図示した以外に、表土層からは須恵器、

土師質土器焙烙・火鉢 。大甕・土管、瓦質土器焙烙、肥前系陶器刷毛目碗・鉢、同磁器碗 。皿 。小杯・

香炉 。人形、京・信楽系陶器小杉碗、瀬戸・美濃系陶器腰錆釉碗、不明磁器碗 。皿 。鉢、備前系焼締陶

器描鉢、平瓦、丸瓦、素焼土器大等の小片の他にサヌカイト剥片が、上位盛土層からは須恵器、十瓶山

周辺産須恵質土器碗、土師質土器足釜・焙烙・火鉢・五徳、肥前系陶器陶胎染付碗・刷毛目鉢、同磁器

瓶、瀬戸・美濃系陶器腰錆釉碗 。丸碗、備前系焼締陶器橘鉢、丸瓦、平瓦等の小片がコンテナ 1箱程度

出土した。また下位盛土層からは、須恵器や土師質土器小皿等の小片が数点と、サヌカイトチップが数

点出土したのみである。la層からは、18世紀代の遺物に混じり、19世紀後半以降に下る遺物も出土し

ており、幕末～近代に形成された土壌と考えられる。 8層は、肥前系や瀬戸・美濃系製品より18世紀

後半～ 19世紀前葉頃の遺物を下限とするようであり、概ねこの頃に形成されたと考えられる。10層 に

ついては時期決定の根拠となる資料を欠き、明確な時期については不明である。

民「=====]]:「 =≡≡≡≡==77:53

m

0             1ocm

土器 (1/3)

第 134図 6区塚出土遺物 (1/3)

包含層など

5区・6区の旧耕作土などより出土した遺物を第 135図 に掲載した。

６

圏

.€- 
1'

-Scm 0

金t(2/3)

第 135図 包含層出土遺物 (1/401/202/3)
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第 3節 縄文河川出土炭化物の放射性炭素年代測定分析結果

放射性炭素年代測定結果

(AMS測定)

川原遺跡

ⅡAA Code No。 試料番号 Libby Age(yrBP)

IAAA-61350 C3 3542  」= 41

IAAA-61351 C4 3613  」= 38

第 6表 年代測定結果 (1)

ここに記載するLibby Age(年代値)と 誤差は下 1桁を丸めない値です。

【参考値 :暦年補正 Radiocarbon determination】

(加速器分析研究所 )
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工AA Code No. 試 料 BP年代および友素の同位体レL

IAAA-61350

#1409-1

試料採取場所 :香川県高松市中間町 43)4

試料形態 : 炭化材。木炭

試料名(番号):C3

Libby Age(yrBP)   :  3,540±  40

δ13c(‰ )、 ∽口速器 )=-25。 78± 0.64

△14c(960)      = -356.6±  3.3

pMC(%)     = 64。 34± 0。 33

(参考)     δ13cの補正無し

δ14c(%。)      = -357.6±  3.2

pMC(%)      = 64.24± 0.32

Age(yrBP)     : 3,560±   40

IAAA-61351

#1409-2

試料採取場所 :香川県高松市中間町 439-4

試料形態 : 炭化材

試料名(番号):C4

Libby Age(yrBP)   : 3,610±  40

δ BC(‰ )、 (加速器)=-30。 97± 0。 85

△14c(960)      = -362.2±  3.1

pMC(%)     = 63.78± 0.31

(参考)     δ13cの補正無し

δ14c(%。)      = -370.0±  2.8

pMC(%)      = 63.00± 0.28

Age(yrBP)      : 3,710±   40

C3:3542性41BP
682%probab‖ ity
1950BC(41.00/● )1870BC
1850BC(272%)1770BC
9540/Op"bability

2010BC(1.4%)1990BC
1980BC(94.00/0)1750BC

C4:361338BP
682%probabinty
2030BC(682%)1920BC
954%pЮ bability
2130BC(65%)2080BC
2050BC(889%)1880BC
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放射性炭素年代測定結果

(AMS測定)

川原遺跡

IAA Code No。 試料番号 Libby Age(yrBP)

IAAA-72662 No.1 2992  」= 33
IAAA-72663 No.2 2999  」= 32

第 7表 年代測定結果 (2)

ここに記載する Libby Age(年代値)と誤差は下 1桁を丸めない値です。

I参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

ｃ
●
■
日
■
日
髯
ｏ
Ｏ
只
お
遍
受
）一■
屁

口
。
‥

口
ξ

コ

3300BP

32∞ BP

3100BP

2900BP

2700BP

3300BP

3100BP

1 60KICalBC    14∝ ℃alBC    12∞CalBC    l(Ю OCalBC

Cdbmtcd datc

第 138図  グラフ (3)

1600CalBC    14041CalBC    1200CalBC    10∞ CalBC

Calibmted datc

第 139図  グラフ (4)

IAA Code No. 試 料 BP年代および友索の同位体レヒ

IAAA-72662

#2140-1

試料採取場所 :香川県高松市中間町

460-1番地の西隣接地 り|1原遺跡

試料形態 : 木片

試料名(番号):No.1

Libby Age(yrBP)   : 2,990±  3(

δ13c(‰ )、 ∽口速器)=-28。 76± 0.8(

△14c(960)      = -311.0±  2.C

pMC(%)     = 68。90± 0。 29

(参考)     δ13cの補正無し

δ14c(%。)      = -316.3±  2.

pMC(%)      = 68.37±  0.2

へge(yrBP)      : 3,050±  3

IAAA-72663

#2140-2

試料採取場所 :香川県高松市中間町

460-1番地の西隣接地 り‖原遺跡

試料形態 : 木片

試料名(番号):No.2

断bby Age(yrBP)   : 3,000±  3C

δ13c(‰ )、 0口速器)=-32.68± 0。 75

△14c(960)      = -311.6±  2.8

pMC(%)     = 68.84± 0。 28

(参考)     δ13cの補正無し

δ14c(%。)      = -322.4±  2.C

pMC(%)      = 67.76±  0.26

へge(yrBP)     : 3,130±  30

No。 1:299"83BP
68.2%probab‖ ity
1310BC(ω 8%)H90BC
:!80BC(2.5%)H60BC:!80BC(2.5%)H60BC
l150BC(4.90/。 )1130BC
954%probability
1380BC(6.5%)1330BC
1320BC(8890/0)1120BC

No.2:299932BP
682%probab‖ ity
1310BC(64.90/0)1190BC

1150BC(3.3%)H30BC
954%probability
1380BC(88%)1330BC
1320BC(86.6%)H20BC
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第 4節 川原遺跡河川上層土壌の花粉分析結果

I.川原遺跡における花粉分析

1.は じめに

(株式会社 古環境研究所 )

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生
。環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉など

の植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存

していない場合もある。

2.試料

分析試料は、6区③ SR01、 6区① SX03、 5区②石器包含層の 3地点から採取された計 10点である。

試料採取箇所を分析結果図に示す。

3.方法

花粉の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)0.5%リ ン酸三ナトリウム (12水 )溶液を加えて 15分間湯煎

2)水洗処理の後、0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて 30分放置
4)水洗処理の後、氷酢酸によつて脱水し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエルドマン氏液を加え 1分間湯煎)を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理
6)沈溢に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
7)検鏡・計数

検鏡は生物顕微鏡によつて 300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによつて、科、亜科、属、亜

属、節および種の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示した。イネ

属については、中村 (1974,1977)を 参考にして、現生標本の表面模様 。大きさ
。孔・表層断面の特徴

と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

4.結果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 21、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 4、 草本花粉 18、 シダ植物胞子 2

形態の計 45である。分析結果を第 8表に示し、花粉数が 100個以上計数された試料については花粉総

数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔樹 木l花粉 〕 モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、
コウヤマキ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ヤナギ属、クルミ属、

サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属、プナ属、コナラ属コナラ亜属、

コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、ブドウ属

〔樹木花粉導 本花粉を含ゆ 〕クワ杵イラ列叫、ノラ科、マメ科、ニワhII属依 ズ嘱

〔草本花粉〕彎 属 ジ
ー
民 ＼ぜ 穂 イ神 kイネ融 オ ノヴ飛 、ミカ ガ風 万堀切嘔

"櫛
、ア刑料七 4}、 キンがング風 ワ

匿 瑚鳳 が ガサ酵 kセ月断状ゴキカス刺 、翔 、村 剌 隠 ヾ 鼠

〔シダ植物胞子〕 単条溝胞子、三条溝胞子
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6区③ SR01 6区① SX03  5区② 石器包含層
分類 aF 10層  H層  12層  16層  15層   10層    H層    1層   2層  3層

学名                和名                 1   2   3   4   5    6    7    8   9  10
ArborcJ polに n          樹木7と粉

/lbies
Tsugo

Pirrrs subgcrr. Diploxylon
Cnptomeria japonica
Sciadopitvs vert icil httu

Sa/i-r

Juglans
Pterocar;,u rhoifitlia
Alnus
Betulu
Corylus
Carpinus-Osln'a jupon icu
CestilrcI crenat0
Castunopsis

Fugus

Qlercr.s sttbgen. I.cpidohalanus

Ul nuts-Zel kovo serrato
Cel tis-Aphononlhc aspera
l/it i.s

モ ミ属

ッガ属
マツ属複維管束亜属
スギ
コウヤマキ

ヤナギ属

クル ミ属

サワグルミ
ハンノキ属
カバノキ属
ハシバミ属
クマシデ属―アサダ
クリ
シイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属

ニレ属―ケヤキ

エノキ属―ムクノキ

ブドウ属

Taxaccac-Ccphafotaxaxeae-Cupressaccae 4 +4 N-4 7)Irr+I-Y ) +N

Qrercrrs subgcn.C)'clobakurrysis a)-187rtfl'>W-Ft

Arboreal . Nonarborcal pollen
Moraccac-Unicaceae
Rosaccne

Leguminosac

Sumhucus-Vihurnunr

樹木・草本 7と粉

クワ科―イラクサ科
パラ科
マメ科
ニフ トコ属―ガマズミ属

Nonnrboreal pollen
Tltpha-Spurganiunr

AIisnn
Sttgiltaria
Granrineae

orytzu type

Cypernccae

Monochorkt
Polygonum sect. Persicoria
Chcnopodiaccac-Amanrnthaceac

Ranunatlus
Sanguisorba
Hydrocotyloidcac
Apioideae
Aclinoslennn lobelunt
Lactucoidcac

Asteroideac

Xcuilhiunt
Arlenrisia

ガマ属―ミクリ属
サジオモダカ属
オモダカ属
イネ科
イネ属型
カヤツリグサ科
ミズアオイ属
タデ属サナエタデ節
アカザ科―ヒユ科
キンポウゲ属
ワレモコウ属
チドメグサ亜科
セリ亜科
ゴキヅル

タンポポ亜科
キク亜科
オナモミ属
ヨモギ属

2

子
子
胞
胞
泄
溝
条
条
単

三

Arborcal pollcn

Arboreal' Nonarboreal pollen

Nonarborcal pollcn

Total pollcn

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

125    137 52    156

263    528

121

279

64

1(〕 5

166 0 0 0

Pollcn frcqucncics of lcml 試料 Icm3中 の花粉密度 r.4 t.7 t.2 8.8 8.6 5.2 6.6

xlo3 xlo:t xlo' xlo'xloo xlo2 xlo3
Unknown pollen 未同定花粉

シダ植物胞子Fern

寄生虫卵 (― )  (― )  (― ) (― )

Digestion rinreins 明らかな消化残液 (― )  (― ) (― )  (― )  () (― )

Charcoal fragments 微細炭化物 (― )  (― )  (― )

*:集 塊

第 8表 花粉分析結果

(2)花粉群集の特徴

1)6区③ SR01
下位の15層 (第 140図、試料 5)では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉では

カヤツリグサ科が卓越し、イネ科 (イ ネ属型を含む)、 ヨモギ属、オモダカ属、ミズアオイ属などが伴

われる。樹木花粉では、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科、コナラ属アカガシ亜属が比較的多く、スギ、

マツ属複維管束亜属、シイ属、コナラ属コナラ亜属などが伴われる。

16層 (同図、試料 4)では、草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではヨモギ属、イネ科が比較的多く、

キク亜科、セリ亜科などが伴われる。また、樹木花粉と草本花粉を含むクワ科―イラクサ科が認められ

る。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属が比較的多く、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、シイ属、コ

ナラ属アカガシ亜属などが伴われる。

12層 (同図、試料 3)か ら10層 (同図、試料 1)にかけては、樹木花粉と草本花粉の占める割合が
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ほぼ同等である。草本花粉ではイネ科 (イ ネ属型を含む)、 ヨモギ属が多く、カヤツリグサ科、オモダ

カ属などが伴われる。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属が比較的多く、ツガ属、

マツ属複維管東亜属、スギ、シイ属などが伴われる。

2)6区① SX03
11層 (第 140図、試料 7)では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではヨモギ属、

イネ科 (イ ネ属型を含む)が多く、カヤツリグサ科、セリ亜科などが伴われる。なお、ヨモギ属は集塊

が認められた。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属が比較的多く、マツ属複維

管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、シイ属、クリなどが伴われる。10層 (同図、試料 6)

では、花粉密度は比較的低いものの、試料7と おおむね同様の花粉組成である。

3)5区②石器包含層
1層 (第 140図、試料 8)、 2層 (同図、試料 9)、 3層 (同図、試料 10)では、花粉が検出されなかった。

5.花粉分析から推定される植生と環境

(1)6区③ SR01

埋没河川の埋土底部の堆積当時は、カヤツリグサ科、イネ科をはじめ、オモダカ属、ミズアオイ属な

ども生育する湿地から浅い水域の環境であったと考えられ、周辺の比較的乾燥したところにはヨモギ属

などが分布していたと推定される。また、少量ながらイネ属型が認められることから、当時は河川の周

辺で水田稲作が行われていた可能性が考えられる。森林植生としては、遺跡周辺にカシ類 (コ ナラ属ア

カガシ亜属)、 シイ属、ナラ類 (コ ナラ属コナラ亜属)な どの広葉樹、およびイチイ科―イヌガヤ科一

ヒノキ科、スギ、マツ類 (マツ属複維管束亜属)な どの針葉樹が生育する暖温帯性の森林が分布してい

たと推定される。

埋没河川の埋土中部から上部にかけては、河川の周辺で継続的に水田稲作が行われていたと考えられ、

周辺の比較的乾燥したところにはヨモギ属などが分布していたと推定される。ヨモギ属が増加し、カヤ

ツリグサ科はあまり見られなくなっていることから、堆積環境が乾燥化した可能性が考えられる。また、

遺跡周辺では人為的な植生干渉などにより二次林とみられるナラ類が増加したと推定される。

(2)6区① SX03

弥生時代終末期～古墳時代前期初頭とされる出水状遺構の埋土の堆積当時は、カヤツリグサ科やイネ

科などが生育する湿潤な環境であったと考えられ、周辺の比較的乾燥したところにはヨモギ属などが分

布していたと推定される。また、少量ながらイネ属型が認められることから、当時は水路の周辺で水田

稲作が行われていた可能性が考えられる。森林植生としては、遺跡周辺に二次林とみられるナラ類をは

じめ、カシ類、シイ属、クリなどが分布していたと推定される。

(3)5区②石器包含層

縄文時代後期とされる1層～3層では、花粉が検出されなかった。花粉が検出されない原因としては、

乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたこと、土層の堆積速度が

速かったこと、および水流や粒径による洵汰 。選別を受けたことなどが考えられる。

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第 10巻古代資料研究の方法,角川書店,p.248‐262

島倉巳三郎 (1973)日本植物の花粉形態.大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集 ,60p

中村純 (1973)花粉分析.古今書院,p.82-110.
中村純 (1974)イ ネ科花粉について、とくにイネ (Oryza sadva)を 中心として .第四紀研究 ,13,p187-193.

中村純 (1977)稲作とイネ花粉 考古学と自然科学,第 10号 ,p.21-30.
中村純 (1980)日 本産花粉の標徴 大阪自然史博物館収蔵目録第 13集 ,91p.
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Ⅱ.川原遺跡における植物珪酸体分析

1  はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微化

石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を

遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定およ

び古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋

蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2.試料

分析試料は、6区③ SR01から採取された計 5点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

3 分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で24時 間乾燥 (絶乾)
2)試オ1約 lgに対し直径約 40 μ mの ガラスピーズを約 ()02g添加 (01mgの精度で秤量 )

3)電気炉灰化法 (550℃  6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (3Cll)W・ 42KHz 10分間)に よる分散
5)

6)

7)

沈底法による20μ m以 Fの微粒子除去
封人却l(オ イキット)11に 分散してプレパラート作成

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として

行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400以 _Lになるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精

査に相当する。試料 lgあ たりのガラスピーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比

率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (10と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞

珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にと
')え
ることがで

きる。イネの換算係数は 294、 ヨシ属 (ヨ シ)は 631、 ススキ属 (ス スキ)は 124、 メダケ節は 116、
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検出密度 (単位 :× 100個 /g)

地点 。試料       6区 ③ SR01
分類群      学名                1   2   3   4   5
イネ科

イネ

キビ族型

ヨシ属

ススキ属型

Gramineae

Oryza sativa

Paniceae type

Phragmites

Mi-scanthus Lype

7       13

7        7

46

7     20

47      13

13      7

25

6

19

31, t, +tbRA Andropogoneae A type

Bタイプ 13 type

タケ亜科

メダケ節型

ネザサ節型

40      66

87     279

7      13

13     20

47     27

llambusoideae

Pleioblastus sect. Nipponocalamus

Pleioblastus sect. Nezasa

95

217

27

81

75

199

19

19

130

274

21

48

チマキザサ節型  助s′ sect.Sasa etc.
ミヤコザサ節型  勁

"sect.CrassinOdi
未分類等 Others

その他のイネ科  Others
表皮毛起源

棒状珪酸体

Husk hair origin

Rod-shaped

7      13

20     159

307     398未分類等    Others
14

325

6

12

236

21

48

383

樹木起源 Arboreal

ブナ科 (シイ属) のs"nopsな
クスノキ科

その他

I-auraceae

Others

7

7     33

14        7

34

7

12

12

6

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ぽ 。cm) 試料の仮比重を1.0と 仮定して算出
イネ

ヨシ属

ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

0.40    0.73    0.60

1.28    0.39    0.86

0.23

1.10    0.87    1.51

1.04    0.96    1.31

0.08    0.06    0.06

Oryza sativa

Phragmites

Miscanthus type
Pleioblastus sect. Nipponocalamus

Pleioblastus sect. Nezasa

0.20

0.08

0.46

0.42

0.05

0.04

0.39

2.93

0.25

0.77

1.34

0.10

0.06

チマキザサ節型  腸s′ sect.Sasa etc.
ミヤコザサ節型  腸w sect.CrassinOdi

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

52      48

46     43

5

2       4

Pleioblastus sect. Nipponocalamus

Pleioblastus sect. Nezasa

Sasa sect. Sasa etc.

Sasa sect. Crassinodi

50

47

4

46

51

3

第 9表 植物珪酸体分析結果

ネザサ節は 0.48、 チマキザサ節・チシマザサ節は 0.75、 ミヤコザサ節は 0.30で ある (杉山,2000)。 タ

ケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果

(1)分類群

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結

果を第 9表および第 142図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イ ネ科 〕 イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属など)、 Bタ イプ

〔イ ネ科 一タケ亜 科 〕メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、

チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科 ―そ の他 〕表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕ブナ科 (シイ励、クスノキ科、その他
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第 142図 植物珪酸体分析結果

(2)植物珪酸体の検出状況

下位の 15層 (第 142図、試料 5)では、ネザサ節型が多量に検出され、ヨシ属やメダケ節型も比較

的多く検出された。また、イネ、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族 A、 ミヤコザサ節型、および樹木

(照葉樹)のブナ科 (シ イ属 )、 クスノキ科なども認められた。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低

いことから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある (杉山,1999)。 なお、すべ

ての樹種で植物珪酸体が形成されるわけではなく、落葉樹では形成されないものも多い (近藤・佐瀬、

1986)。 16層 (同 図、試料 4)～ 10層 (同図、試料 1)で も、おおむね同様の結果であるが、16層 (同図、

試料 4)ではネザサ節型が比較的少量であり、ヨシ属は認められなかった。イネの密度は、700～ 2,500

個/gと 比較的低い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている5,000個 /gを下LJっ

ている。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねネザサ節型が優勢であるが、19層 などではヨ

シ属も多くなっている。

5 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

埋没河川の埋土の堆積当時は、おおむねヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、河

川の周辺では水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥 したところにはメダケ属

(メ ダケ節やネザサ節)を はじめススキ属やチガヤ属などが生育していたと考えられ、遺跡周辺にはシ

イ属やクスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される。
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第 5節 川原遺跡 における花粉分析 0種子同定結果

(パ リノ・サーヴェイ株式会社 )

はじめに

川原遺跡は、高松平野の西側の縁辺部あたり、西側には丘陵地が迫っている。本遺跡は、古代の主要

道路である南海道の推定地にあたり、古代の条里地割の一部が検出されている。今回は、奈良時代 (8

世紀)～平安時代末頃 (12世紀)の溝埋積物について、花粉分析と種実同定を実施し、当時の古環境

に関する情報を得る。

1.試料

分析調査地点である SD12は 、奈良時代 (8世紀)～平安時代末頃 (12世紀)ま で続いた溝で、古代

の条里地割に沿つて作られている (第 89図 )。 発掘調査の結果、SD12内堆積物は、堆積層の切 り合い

状況から、上層 。中層・下層の大きく3つのユニットからなることが確認されている。花粉分析は、こ

れらSD12内堆積物の堆積断面が作成された、東壁断面地点、Fの西 (南北断面)地点、西壁断面地点

の 3箇所について実施する (第 101図東壁。第 100図西壁 )。 東壁断面地点では、上層中位 (試料番号 1)。

中層中位 (試料番号 2)。 中層下位 (試料番号 3)の 3層準、Fの北南北断面では、上層下位 (試料番号 4)・

中層中位 (試料番号 5)。 中層下位 (試料番号 6)。下層 (試料番号 7)の 4層準、西壁断面からは、上層下位 (試

料番号 8)。 中層中位 (試料番号 9)。 中層下位 (試料番号 101・ 下層 (試料番号 11)の 4層準から試料が採

取された。これら全試料について花粉分析を実施する。

種実同定用試料は、SD12内堆積物 4地点 11層準とSX06埋土から、水洗選別によつて抽出された種

実類であり、各層準ごとに容器に収められた 12点である。1点の容器につき、数個～数百個の種実が

複数種類入つている。SD12の試料は、Y地点において上層中位 (試料番号 1)。 中層中位 (試料番号 2)。

中層下位 (試料番号 3)の 3層準、FG間 アゼ地点の上層下位 (試料番号 4)。 中層中位 (試料番号 51。 中

層下位 (試料番号 6)の 3層準、EF間 アゼ地点の上層中位 (試料番号 7)。 中層中位 (試料番号 8)。 中層

下位 (試料番号 9)の 3層準、C地点の中層中位 (試料番号 101。 中層下位 (試料番号 11)の 2層準から抽

出されたものである。SX06は埋土から抽出された 1点 (試料番号 12)である。

2.分析方法

(1)花粉分析

約 10gについて、水酸化ナトリウムによる泥化、飾別、重液 (臭化亜鉛 :比重 2.31に よる有機物の分離、

フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9,濃硫酸 1の混合液 )処理による植物遺

体中のセルロースの分解を行い、物理
。化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入

してプレパラー トを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査 し、出現する全ての種類

について同定・計数する。

結果は同定 。計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本

花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する。

(2)イ ネ属同定

イネ属同定はノマルスキー微分干渉装置を用い、検出されるイネ科花粉の表面微細構造
。発芽孔の肥

厚の状況・粒径などを考慮して、中村 (1974)を 参考にしてイネ属と他のイネ科に分類した。
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種  類

地点・試料番号

東壁断面 Fの西 雨北断面 西壁断面

上層下位 1中層中位 1中層下位 上層下位 1中層中位 1中層下位 1 下層 上層下位 1中層中位 1中層下位 1 下層
21 7 8 9

木本花粉

マキ属

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属単維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属 (不明 )

コウヤマキ属

スギ属
イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤマモモ属
サワグルミ属
クルミ属
クマシデ属―アサダ属
カバノキ属
ハンノキ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
ニレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属
イスノキ属
キハダ属
アカメガシワ属
シラキ属
カエデ属
ブドウ属
ノブドウ属
グミ属
ツツジ科
ハイノキ属
エゴノキ属
イボタノキ属
ガマズミ属
スイカズラ属

34

90

41

83

6

11

3

2

1

3

27

1

72

113

2

9

1

6

1

5

4

20

84

1

38

111

2

2

1

1

2

5

1

1

1

3

13

2

4

41

87

2

13

1

14

1

草本花粉

サジオモダカ属

オモダカ属
イネ属

他のイネ科

カヤツリグサ科
イボクサ属
ミズアオイ属
クワ科
ギシギシ属
イブキトラノオ節
サナエタデ節―ウナギツカミ節
タデ属
ソバ属
アカザ科
ナデシヨ科
キンポウゲ属
キンポウゲ科
アプラナ科
ワレモコウ属
バラ科
マメ科
ミソハギ属
ヒシ属
アリノトウグサ属
セリ科
ネナシカズラ属
ヤエムグラ属一アカネ属
オミナエシ属
ゴキヅル属
ヨモギ属
キク亜科
タンポポ亜科

2

1

1

59

8

55

14

1

1

2

2

不日■ル船 5 7

シダ類胞子
ゼンマイ属
イノモトソウ属
他のシダ類胞

-     5
50       173

3     -

17     8 36         16

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明 7

315

148

10

50

513

1

281

154

7

16

451

第 10表 花粉分析結果
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地点名 層位
料
号
試
番

個数
イネ属比率

イネ属 イネ科 イネ科総数

東壁断面

上層下位 1

中層中位 2 100.0%

中層下位 3 31.7%

Fの西
南北断面

上層下位 4

中層中位 5

中層下位

下層 7 l 1

西壁断面

上層下位 20.5%

中層中位

中層下位 20.2%

下層 100.0%

第 11表 イネ属比率

(3)種実同定

試料を粒径別にシャーレに集め、

双眼実体顕微鏡下で種実を抽出す

る。種実の形態的特徴を、現生標

本および原色日本植物種子写真図

鑑 (石川 ,1994)、 日本植物種子図鑑

(中 山ほか ,2000)等 との対照から種

類を同定 し、個数を数えて結果表

に示す。イネの穎の破片は、基部

の果実序柄の個数を数える。実体

顕微鏡下による区別が困難な複数の種類は、ハイフォンで結んで表示する。分析後の種実は、種類毎に

ビンに入れ、70%程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施して保管する。

3.結果

(1)花粉分析

結果を第 10表、第 144図 に示す。試料番号 7で花粉化石の保存が悪かったが、他の試料からは花粉

化石が比較的多く産出する。また、花粉化石群集は、いずれの試料も類似する。全体の構成比は、木本

花粉の比率が高く、全体の 45～ 75%程度を占める。木本花粉では、マツ属が木本花粉全体の 40-50%、

ツガ属が 20-30%検出されるため、これら2種類で、全体の 70%以上を占める。その他の種類としては、

モミ属、アカガシ亜属、スイカズラ属等を含む。草本類はイネ科が 10～ 20%程度検出され、サナエタデ類、

ヨモギ属、キク亜科等を伴う。その他、サジオモダカ属、ミズアオイ属、ヒシ属などの水生植物がみら

れる。この他、栽培種であるイネ属や、断続的ではあるがソバ属が検出される。イネ属の産状について

は後述する。

(2)イ ネ属同定

イネ属同定の結果は花粉分析結果とともに第 10表に示す。また、中村 (1980)の定義しているイネ属

比率 (イ ネ科花粉総数に占めるイネ属の割合)を 第 11表に示す。

栽培種であるイネ属は花粉化石が少なかった 1試料をのぞき検出される。全体に占めるイネ属の割合

は数%以下である。一方、イネ属比率は 10～ 100%と バラツキが大きいが、これは統計学上の問題であ

り、母数となるイネ科全体の数が少ないことに由来する。したがって、母数が多い試料 (イ ネ科全体の

数が概ね 100個以上 )についてみると、20～ 30%程度に収東する。

(3)種実同定

結果を第 12表に示す。木本 5分類群 91個、草本 32分類群 7149個 、計 7240個 の種実が同定された。

その他に、部位・分類群が特定できなかった不明種実が 6個確認された。栽培植物は、イネの穎が試料

番号 1か ら2個、試料番号 3か ら19個、試料番号 6か ら6個、試料番号 11から3個、コムギの胚乳が

試料番号 3から 1個確認された。

種実遺体の状態は、イネとコムギは炭化し、その他は比較的良好であった。以下に、本分析にて同定

された種実の形態的特徴などを、木本、草本の順に記す。

<木本>
・クワ属 (Morus)ク ワ科
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種子の破片が検出討τれ 灰褐色、完脚 ぎ長さ2rrlln、 径 15rrIIn程度の三角状広倒卵体で一側面ま狭倒卵形、他力ま秘こ拙府や薄υゝ 破片の大き
ぎま2mm槻 一辺が鋭禾|で、基音脇こ爪状鏃 起引貯2表面13ま

`糖

側鮒明模様が〃簿
゛
颯

日本に分布す″″局ま、ケグヮ、オガサワラク 、や 力 、ハチジョウカ の4種と栽培種のマカ が′来るケカ 、オガサワラク 、ハチジョウグワは分布地
が恨けして押,、 本地域13ま分布し

‐G濠しヽユカち や グアト″りに出来する可能性があ乙

。カジノキ属 (BrOuSSOnetia)ク ワ科
種子の破片が検出れ た 黄褐色、直方体状広倒卵疇 偏平。径23-程度。一側面ま狭倒卵形で、防 t渤磁わて薄υ、基部こ突起を持つ。
表面ルコま沈状の微沐[剛隆起が散在する

。ブドウ属(VitiS)ブ ドウ科
種子の破片が検出された 灰‐黒褐色、完形初 ぎ径 4451rm程度の広倒卵体で側面観は半広倒卵形も基部の踏の方1華1カつて細く

"、

嘴状に尖乙
破片の大きざま3-以 下。背爾こさじ状硼 みがあ乙 中央に縦筋が走り、わ 両脇コま楕円形の深く窪んだ孔が存在する腹面を欠損する 種皮は薄く硬く、
断ltilま柵1丸

。ブドウ科 (VitaCeae)
種子の破片が検出 鳴 灰褐色、灰―黒褐色、制 淘 ぎ径 445-程度の広倒卵体で側面観Iよ半広倒卵形。破片の大謁 ま35-以下。基紗
膳の方日t力つて糸Kが,、 嘴1カこ尖る 上述のブドウ属の同走根鯰 る背面が欠損しで′昴 、ブドウ科としフL腹 m~lコ沖 央に縦筋が走り、わ 両脇コま楕
円形の深く筋 だ孔が存Sk種 脚ま硬く、表面よ粗面も種皮断面ま柵1丸

。ウコギ科 (Araliaceae)
核 (内果皮 )が検出された 淡灰褐色、半円形で神 偏平。長さ2-、 幅 15rrm程風 月夏面灘]ま直線状で、片瑞こ突起が見け暖ヽ表面lコま微毛
が密生する

<草本>
・ヒルムシロ属 (PotamOgeton)ヒ ルムシロ科
果実が検出諫 九 淡灰褐色、左右非対秘 測 p体でやや偏平。径 25-、 厚さ151-程度。頂部こ嘴状の大い花柱基部が残る 佃l面の正中線上
に深い縦泄 い め 、観 音臓こ1イ酢辣1状突起があ乙 果皮はル ジ状で評ダん

。イバラモ近似種 (Naias ci mattna L.)イ バラモ科イバラモ属
種子の破片が検出れ た 淡褐色、8Pl偽 長さ2-、 径hm程披L両端琳К尖乙 種皮1却事く透謝酌、表面 Jま1嚇嚇 馴 模様が縦簿 ゝ
・ウげミドリゲ劫 似種Na,s d fOVeOlata瞳ヽ イ・濁t科イノラモ属
種子が検出れ た淡褐色、針状長相円イ札長さ251-、径鰤rrlln樹亀両端卦К尖る種皮は薄銀塾通りま面lJま 46角豚 ま節明模様が縦夕ける

。イバ ラモ属 (Nttas)イ バ ラモ科
種子が検出れ た 淡褐色、針状長楕円体。長さ21-、径∝油m程度。両枷琳К尖る 種皮はス透き通り、表面ヤコま微細翻側詔琳明模様が縦列ける

。オモダカ科 (Alismataceae)
種子が検出されれ 茶褐色、帥字状回肺tダミ柱状で偏平。長さ2-、 幅hm程度。種皮は膜状で薄くべ試理

'き

通喋り 、ヽ表m~l]ま微級醐明
が琳 筋力涸立2

・イネ(Oryza Sativa L.)イ ネ科イネ属
穎 (果 )の破片が検出された。炭化しており黒色、完形初 ぎ長さ睛 rm、 幅4-、 厚さ2-程 度の長樵円形でやや偏平。破片の大きさIwn程嵐
基割に斜切状円柱形の特疇 実序柄があ乙 果皮は薄く、表面ヤコま

`黎
粒状突起が縦列ける

。コムギ (TritiCum aest市 um L.)イ ネ科コムギ属
膠 剛 片が検階 亀 炭化して悧県色、初 鵜 ぎ長さ51rm、 径 35-程度の細 体識 片の大きざま3-1難魅 月夏面証 中縫「_lこやや太く深
い縦1勒ミ初 、背面は基部正中限Jこ月

“

噺動M渤 丸く窪悦 表面ま轡 平滑。

・オヒシバ (Eleusine indica(L.)Gaertner)イ ネ科オヒシバ属
種子が検出諫 た 赤褐色、狭倒

'M大
鈍三肌 長さ13-、 径解m租 亀

"数
鵬 鵬縫条が放射

'知

こ伸び、ひだ状をなす。

・イネ科 (Gramineao
果実が検出された 上述のイネ コムギ、オヒシバ以外の形態上差異のある複数の種を一括している 果実は淡‐黄褐色、半挟卵体でやや偏平。長さ
器 mm、 径 1 2rrlln程度。細灘駅柔ウ)くて弾ブ勁 あヾれ 果皮表m~13ま

`路

膨節明模様が縦列し ヨ勧油生する個体υ鶏れる

。ホタルイ属 (Scirpus)カ ヤツリグサ科
果実が検出れ た 灰褐色、片凸レンズ状の広倒卵体も長さ18-、 径 17rrm程度。果実頂部ま尖乙 背面は神 高d]粥趾に力勅 あゞ乙 基部力ち仲
び樋 束帷特つ髭状の腕が残乙 果皮表ril洸沢カミ籾 、不規貝峰波状の横跛状模様が発達すれ

・ウキヤガラ近イ以種 (BolbOSChOenus cl■ uviatilis(Torr.)T.Koyama subsp.yagara(OhWi)T.Koyama)

カヤツリグサ科
果実が検出れ た 黒褐色、三稜状倒卵体も長さ2535-、 径 15rrlln程度。頂部の柱頭部分|力ず洲こ伸び、断面は3角形も基部は切形で刺針状
の花被り1"ヾ延びる4団体υ鶏れる 果皮表面よ平滑。3裂した破片υ鶏れる
。清 ツリグサ属近イリ湘[(d Cypp9 カt刈グサ科
果実が検出れ た 黒褐色、三稜状狭倒卵体も長さ12-、 径∝hm程度。果皮は硬く、表面|コよゴく微月嗜沈状突起が密布する
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・スゲ属近似種 (ci Carex)カ ヤツリグサ科
果実が検出静 た淡―黒褐色、レンズ状α固体をA、三稜状倒

'ル

内羽固体をBと大分類した 径■2-租 曳頂割り柱頭部分がオ月ドカヽこ伸び、基音臓ま切務
果皮表面ヤJ郵棚駆鮒明模様があ乙

なム上述鉢 タルイ1融ウキWル近似種、片 ノリグサ属近似種、スデ駈 似種以外の形態上差賜 複数種を、片 ノリグサ科 lCyperaceac)と一括しでィヽ為

。イボクサ (Aneilema keisak Hassk.)シ ユクサ科イボクサ属
種子が検出討t旭 淡灰褐色 半横長相円

'執

径おrrlln程度。背面ま丸みが初、腹面は平魂脚線形で腹面の正中線_日勒 、1コま―¶1面の浅い
円形の四れこ存在すれ 種皮1却事く柔ウX、 表面鋼 形のノlfレ 多ゞ数存在する

。ミズアオイ属 (MonOChOria)ミ ズアオイ科
種子が検出れ れ 淡褐色、相円イ札 長さ12-、 径 Q(h皿 程度。種皮閥駆透き通り、柔りヽ、表面ヨま10本程度の大V協隆架 、例 1琳田い横
隆条が御輌顔幌 日利こ分布するミ着 六イ局ま、ミノンオイとけギの2種がみ勧 、ゞ種子の物誤はるこ別」困娠 梶

・サナエタデ近似種 (PolygOnum cf.lapathifolium L.)タ デ科タデ属
果実が検出諫 れ 黒褐色円形で偏平な二面偽 径25-稽謗L両面中央は剌 。頂部まメ露るこり2花柱が残存すれ 基部力つま花被の脈が伸び、
花被の知ま2つこ分かれ反り えヽる 果実表面よ平滑で光沢があ乙

・ヒユ科 (Amaranthaceao
種子が検出洸 た 黒色円朧状で偏平欄は稜1丸 径 12-程度6基部まメ黙型み切動シ%。 種皮表爾 3冊 取嘘■,ようこ微糸賤郡旺1模様力酒己列し、
光沢が強し、

・ナデシコ科 (CaryOphyllaceae)
種子が検出封した 淡―茶褐色、腎状円形摯 偏平。径 hm稲披L基部肱 磨があ 種皮は薄く柔り しヽ、種皮表面|コま、腱 取咽 むようこ瘤
状突起が同酬 栖げ幌

。ヤマゴボウ属 (PhytOlacca)ヤ マゴボウ科
種子が検出洸 亀 黒色、両凸レンズ状腎円形。径 28-、 厚さ15rrm程度も一端が大ま曝袂 淡褐色の踏があ乙 種皮は平滑。

日本に生育す権 ゴボウ局ま、マルミノ

“

ボウ、ヤマゴボウ、明治時イ畑こ渡来した北米原産の帰化植物であ在ウシュヤマゴボウの3種があ乙 今回検出さ
れた種子表面ま平滑であ紋2か牧 表面琳朧 状隆条が贈を取嘘駐はう師兄円オ知錮・LTけタ ルミノコい石「ホウa地朝J絶

・トウゴクサバノオ (IsOpyrum trachyspermum Maxim.)キ ンポウゲ科シロカネソウ属
種子が検出れ た 淡褐色 球体も径07-程度。種皮1ま薄く表面日ま小突起が密布しさ私

。タガラシ(Ranunculus sceleratus L.)キ ンポウゲ科キンポウゲ属
果実が検出された 広楕円形で皆 偏平。tt hm、 厚さ05-程 度。縁は如 色のスポンジ状で、中′亡ヽ部ま淡黄褐色で剛 軌 果皮表面は粗面。
水に7諮やれ 、

。キジムシロ属 ―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 (Potentilla― Duchesnea一 Fragaria)バ ラ科
核(内果皮)が検出封Ъれ 淡灰褐色、腎形響 偏平。径hm稽韻L内果脚却訳硬く、表面珊面。

・カタバミ属 (OxaliS)カ タバミ科
種子の破片が検出測にた 黒褐色、完脚 ぎ長さ17mm、 幅l― 程度の卵形で偏平。破片の大きぎまhm程 度。基割はやや尖る 種皮は薄く柔助ヽ
し、表面日ま47ダЮ船 状離

`紹

瀬・LTける

。アリノ トウグサ (Haloragis micrantha(Thunb。 )R.Br.)ア リノトウグサ科アリノトウグサ属
核が検出れれ 淡褐色、倒卵体。径hm程疲L頂部ま尖り、基部コま専片が宿村 れ表n~lま皆 平滑で、顕著な8本の稜が縦力向栖己列する

。セリ科 (Umbelliferae)
果実が検出討しれ 黄褐色、棚 薇 鷲 偏平。長さ23-、 幅 15-、 厚さ05-程度。果皮は

～
ジ状で、腹面と1詢面|コ蠍 ラ悩引副れ勒 渤 、

そ笏鼎鍔明拶於茶褐色″麟勒酒げ幌

・サクラソウ科 (Primulaceae)
種子が検出討tt茶 ―黒褐色 倒台形、背面はち で45,け晩 径 ll-1登熱 腹面は長軸方向コ

"詢
稜
'大

で、稜上の中央付う□砿 線形の1齊があ乙

表面ま〔蝸角形のり冥こよ釧明模様があ乙

。セリ科 (Umbeliferao
果実の破片が検出諫 亀 淡黄褐色、完脚 ぎ長さ獅 、幅ll―、厚さ05ml程度の長楕円形でやや偏平。破片の大き静まlllm程度も果皮は薄く
柔ウX、 表面|]ま数本の幅厳 協勒 縦ゞ列し てτ潤に半距 茶褐め 離動酒己夕l■r乙

・イヌコウジュ属 (Mosla)シ ソ科
果実が検出封tれ 淡灰褐色、倒広卵体も径 12rrm程度も基音脇コま踏′れがあり、舌状|力ず力ヽこ突出する 果皮はやや厚く硬く、表面は?ス大ま不規則
柵 模様があ乙

・タカサブロウ(Eclipta prostrata(L.)L.)キ ク科タカサブロウ属
果実が検出洸 れ 灰―茶褐色、倒皮針形で憎 偏平。長さ23-、 径hm程度も両端は切形、果皮表面はスポンジ状で、背腹両面|コま瘤状突起
が分布する 両繍曝きが淑)、 水に浮き̀“打し、

。キク科 (CompOS■ao
果実が検出諫 た 灰褐色、長さ23-、 径 hm程 度の長樵円体や倒皮針形で偏平の個体など、形態上差異のあ 複数の種を一括して亀ヾ 頂割ヽま
切形朝 物 踏があ乙 果皮表爾 ]ま輻 模様が縦,靖ゝ
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1 モミ属(試料番号5)
3スギ属(試料番号4)
5スイカズラ属(試料番号 6)
7 イネ科(試料番号 6)
9 イネ属(試料番号4)

い
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僣
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10a

(3-10)
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50μ m

(1,2)

2 ツガ属(試料番号4)
4マツ属(試料番号4)
6 コナラ属アカガシ亜属(試料番号4)
8ヨモギ属(試料番号4)
10ソバ属(試料番号4)

第 145図 花粉化石顕微鏡写真
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3 ブドウ属 種子(試料番号9)
6 ヒルムシロ属 果実(試料番号3)

フ イバラモ属(イバラモ近似種)種子(試料番号 12) 8 イバラモ属(サガミトリゲモ近似種)種子(試料番号 12)

9 イバラモ属 種子(試料番号12)  10 オモダカ科 種子(試料番号 12) ‖ イネ頴(試料番号3)
14 イネ科 果実(試料番号 11)12 コムギ 胚乳(試料番号3) 13 オヒシバ 種子(試料番号 12)

15 カヤツリグサ科ホタルイ属果実(試料番号3) 16 カヤツリグサ科(ウキヤガラ近似種)果実(試料番号 1)

17 カヤツリグサ科(カヤツリグサ属近似種)果実(試料番号12)

18 カヤツリグサ科(スゲ属近似種A)果実(試料番号7)  19 カヤツリグサ科(スゲ属近似種B)果実(試料番号1)

1 クワ属 種子(試料番号 11)

4 ブドウ科 種子(試料番号9)

20 イボクサ 種子(試料番号3)
23 ヒユ科 種子(試料番号11)
26 タガラシ果実(試料番号 1)

2 カジノキ属 種子(試料番号11)
5 ウコギ科 核(試料番号 1)

21 ミズアオイ属 種子(試料番号12)  22 サナエタデ近似種 果実(試料番号 12)
24 ナデシコ科 種子(試料番号2)    25 ヤマゴボウ属 種子(試料番号 12)
27 トウゴクサバノオ種子(試料番号 12)

28 キジムシロ属一ヘビイテゴ属―オランダイチゴ属 核(試料番号 1)
29 カタバミ属 種子(試料番号3)   30 アリノトウグサ 核(試料番号1)   31 サクラソウ科 種子(試料番号3)
32 セリ科 果実(試料番号12)    33 イヌコウジュ属 果実(試料番号1)  34 タカサプロウ果実(試料番号 11)

第 146図 種実遺体顕微鏡写真
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4.考察

(1)SD12内堆積物の花粉化石・種実遺体について

3箇所の地点におけるSD12埋積物の木本花粉化石群集は、層位的にもほとんど変化せず、木本植物

のマツ属・ツガ属が多産し、モミ属やアカガシ亜属を伴う組成を示した。これらの種類は、花粉化石の

みの検出であり、種実遺体では確認されていない。花粉化石と種実遺体は、堆積物中での挙動が大きく

異なるほか、化石としての残りやすさも種類毎にまちまちであるため、双方の組成が異なっていたとし

ても不思議ではない。花粉分析の結果とこれらを供給 した母植物の位置関係については、杉田モデル

(杉田 ,1999等 )に よる試みが行われている。これは山岳湿原など水系が単純な場合には解釈しやすいが、

本遺跡のように堆積環境が複雑な沖積低地においては、あてはめることができない。ただし、重い花粉

は堆積盆周辺の植生を反映しやすいという点においては、モミ属やツガ属、スイカズラ属などが当ては

まり、これらが溝周辺部に生育していた可能性がある。また、マツ属のように、生産量、散布能力とも

に高い花粉は、より遠くの植生を反映している可能性がある。杉田 (19991等によれば、遠方から供給さ

れる花粉化石は組成のバラツキが小さく、近くの母植物から供給される花粉化石はバラツキが大きいと

される。今回は、それぞれ違う層位から採集されているため、試料によって堆積環境が異なると予想され、

単純には比較できない。しかしながら、ツガ属に比ベマツ属は高率で安定して検出されていることから、

これらはツガ属に比べ、遠くに生育していたことを暗示している。これらのことを総合すると、モミ属

やツガ属などの温帯針葉樹林は後背山地やその縁辺部などを中心に分布していたと考えられる。一方、

マツ属は、山地をはじめ、海岸植生としてのマツ林など広範囲に分布し、各地に森林を形成していたと

思われる。このような針葉樹主体の組成は、高松市の林・坊城遺跡等でも確認されている (パ リノ・サー

ヴェイ株式会社, 1993)。

現在、遺跡周辺の山野の現存植生は、ほとんどがマツ林で覆われている (官脇 編著,1982)。 マツ

林は香川県の山地の大部分を占めるが、これらは全て植林や二次林による代償植生であり、本来は現在

社寺林として現存しているシイやカシなどの常緑広葉樹林が自然植生であると考えられている (宮脇

編著,1982)。 これを裏付けるように、坂出市の下川津遺跡の花粉分析結果では、平安時代を境にして

シイ・カシ林からマツ林へと変遷する様子がとらえられている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1990)。

今回少量ながらシイノキ属やアカガシ亜属が検出され、ヤマモモ属、イスノキ属、シラキ属など暖地に

多い種類を伴うのは、当時の山地には自然度の高い森林が一部残存していたことを示唆するが、遺跡周

辺の植生は人為的な植生撹乱の影響が及んだ二次林であったことが推測される。なお、種実遺体では、

クワ属、カジノキ属、ブドウ属、タラノキが検出される。これらは林縁など開けた林地を好むことから、

当時の二次林の構成要素であつたとみられる。

SD12埋積物から出土した種実遺体の大部分は草本類であり、水生植物や湿地を好む種類が多産する。

花粉化石においても水生植物を含む種類は多いが、割合は低 く、木本花粉の方がはるかに高い。この要

因は、水生植物の多くが虫媒花であり、ツガ属やマツ属などの風媒花と比べて花粉生産量や飛散能力が

小さいためである。したがって、種実遺体が河道周辺の局地的な組成を反映しているのに対し、花粉化

石は山地の植生を強く反映していることになる。花粉化石ならびに種実遺体で検出された、水生植物や

湿性植物を含む分類群を挙げると、ヒルムシロ属、イバラモ属、オモダカ属、ホタルイ属、ウキヤガラ、

スゲ属、イボクサ、ミズアオイ属、サナエタデ近似種、タガラシ、ヒシ属、タカサブロウ等があげられ

る。これらは、溝内やその周辺域の低湿地を中心に生育していたと考えられる。その他の草本類をみる

-161-



と、オヒシバ、アカザ科、ナデシヨ科、ヨモギ属、アリノトウグサ等開けた草地を作るものが多い。こ

のように、遺跡周辺は草地が中心の開けた状態であったと思われる。この背景としては、耕地開発など

により、低地林が開かれ、草地が拡大した事が推定される。

種実遺体や花粉化石では、イネ、コムギ、ソバが検出されており、遺跡周辺ではこれらが栽培されて

いたことが示唆される。特に上記の水生植物は、水田雑草としては一般的な種類であることから(近年

農薬の影響で激減したが )、 一部は水田内に生育していたことも推定される。なお、現在の水田耕土に

おけるイネ属花粉の挙動を調査した例によれば、水田耕土中のイネ科花粉に対するイネ属花粉の比率は

概ね 30%以上であるという成果が得られている (中村 ,1980)。

イネ科全体の数が概ね 100イ固以上の試料についてみると、今回の成果は20～ 30%程度であることから、

水田耕作土の値に近いといえる。分析地点が条里制区画に沿って作られた溝であることから、溝周辺に

おいて水田耕作が行われており、水田耕土の流入や、水田からのイネ属花粉の飛来・流入 。堆積によっ

て、イネ属比率が高くなっている可能性がある。

(2)SX06の種実遺体について

SX06埋土から出土 した種実遺体は、木本植物はツル性植物のブドウ属を含むブ ドウ科のみであり、

その他は全て草本植物であった。草本植物の組成をみると、カヤツリグサ科・イネ科、水生植物を含む

分類群であるオモダカ科が多産する。このほか水生植物や湿性植物を含む分類群として、イバラモ属、

ホタルイ属、ウキヤガラ、スゲ属、イボクサ、ミズアオイ属、サナエタデ近似種、タガラシ、タカサブ

ロウが認められた。SX06埋積物が機能期ないし放置期に形成された堆積物だとすると、周辺ないし土

坑内にこれらの植物が分布していたことになる。この点については埋没過程を踏まえた評価が必要であ

る。
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第5章 まとめ

第1節 本郷遺跡の時期別変遷
旧石器時代 。縄文時代

南地区 1～ 4区で瀬戸内技法関連資料と小型ナイフ形石器が出土した。小型ナイフ形石器は素材の背

面から加工するタイプで、本書の川原遺跡や近隣の中森遺跡に例があり (信里編 2004)、 備讃瀬戸地域

では花見山遺跡 。大浦遺跡 。田尾茶臼山遺跡等、国府期より新しいとされる遺跡 (藤好 1989)に 多い。

したがって瀬戸内技法との同時性については、検討を要する。この他、北地区では有舌尖頭器が単独で

出土した。

南地区 SX103下層の縄文時代石器群は、幅に対 して長さが短い極小型の石鏃 (203・ 204)や、両極

打撃の痕跡のある縦長剥片石核・剥片が特徴である。羽佐島遺跡早期資料 (渡部編 1983)や 三条番の

原遺跡 (片桐編 1992)等 、縄文時代でも比較的古い時期の資料に例がある。

縄文時代後・晩期の貯蔵穴跡 (SK106)、 溝状遺構 (SD101)、 柱穴跡は、同時期に営まれた遺構ではなく、

時間差がある。貯蔵穴跡 (SK106)は 出土土器から後期中葉である。溝状遺構 (SD101)出土の平面五

角形石鏃は、後期から晩期まで続く善通寺市永井遺跡出土石器 (渡部編 1990)中 に多く認められるが、

後期中葉層位で出土した資料を厳選すると、そこには含まれない。同じく弘田川西岸遺跡包含層 (片桐

2008)の後期中葉資料にも含まれない。一方、高松市西打遺跡 SK01の 晩期前半資料 (木下編 2000、 山下・

信里 2002)に は含まれる。したがって、五角形石鏃が出土した SD101は晩期前半に限定できる可能性

が高い。

弥生時代 。古墳時代

北地区の集落跡では、大規模な溝状遺構 SD001と 北側へ流下する溝状遺構 SD004・ 006と の分岐付

近で、竪穴住居跡 3棟、掘立柱建物跡 7棟を検出した。SD001は弥生中期終末期の土器が出土しており、

完全に埋没する古墳時代まで長期にわたって機能した灌漑水路跡と言える。一方、竪穴住居跡は出土し

た土器から弥生時代後期後半期から古墳時代前期にかけての所産で、重複等から見て 2～ 3時期に区分

できる。掘立柱建物跡も竪穴住居跡と同時期の可能性が高く、直径約 40mの範囲で一時期に竪穴住居

跡 1棟、掘立柱建物 2棟程度が存在する極めて小規模な集落跡と評価できる。なお SH001と SD001の

最接近点は SD004と の分岐点に当り、また SD001南肩ラインは住居跡掘り形を避けるように屈曲する。

これは、住居跡と用水路分岐が互いに関連する遺構であることを示唆し、集落の機能を類推する材料に

もなり得る。また、SH001床面では管状土錘がまとまって出土した。これは高松市西打遺跡の同時期の

竪穴住居跡出土の土錘の出土状況 (山下。信里 2002)に 類似する。一方、近隣の中間西井坪遺跡Ⅱでは、

当遺跡と対照的に製塩土器が多く出土することから (蔵本編 1999)、 海浜集団との関わり方は、それぞ

れの遺跡の性格によって異なっていた可能性が考えられる。

7世紀中葉頃に埋没 した SD105及 び周辺の黒褐色砂質シル ト層 (SX103)を水田耕作に関わる遺構

と推定した。区画や方向性は周辺条里型地割とは一致しない。このような非条里型の水田耕作痕跡の埋

没は、周辺条里地割施工時期を具体的に検討する好材料となる。

古代 。中世

南地区を中心に条里溝跡を検出した。主に古代末から中世にかけて埋没した溝跡である。墨書土器が
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